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●平成26年度　日本消防協会事業計画の概要について
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生活協同組合　全日本消防人共済会

「火災共済金は1500倍補償」

加入口数5口500円から25口2，500円まで
掛金25口2，500円で最高375万円の共済金

B型火災共済

加入口数最高200口20，000円まで
最高限度額掛金200口20，000円で最高3，000万の共済金
※共済への加入にあたり、組合員となっていただくための出資金が別途必要となります。

共済金のお支払い対象　B型・C型共通
火  災  共  済　金 ： 火災、落雷、爆発・破裂
風水雪害等共済金 ： 風災、水災、雪災、車両飛び込み、航空機墜落

C型火災共済

東京都港区虎ノ門 2－9－16
日本消防会館 6階
TEL　03-3503-1439
FAX 03-3503-1480
E-Mail:kyousaikai@nissho.or.jp
URL:http://www.shouboujin.or.jp
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表紙写真説明
世界に誇る景観、海越しの立山連峰

　富山湾上に浮かぶようにそびえる雄大な立山連峰の景観は、氷見市のシンボル。
　このような海越しに3,000ｍ級の山々を眺めることができる場所は、世界でも能登半島国
定公園の雨晴海岸（高岡市）から氷見海岸一帯にかけてしか確認されていません。
　この景観は、晴れていればいつでも見えるものではなく、年間50～60日しか見えないと
言われています。その中でも最も美しく見ることができる時期は12月から 2 月頃のよく冷
え込んだ晴れた日です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（富山県）

平成26年度　全国統一防火標語
「もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ」

編　集　後　記
　本号から「日本消防」の編集担当が、M.KさんからT.S（山形県より派遣）に変わりました。どう
ぞよろしくお願い致します。
　昨年私の担当は、消防団120年・自治体消防65周年記念大会でした。あまりにも大規模な大会
で、終了後は燃え尽きた感がありましたが、気を取り直して編集業務に精一杯、勤しみたいと存じ
ます。
　昨年の 4月、東京に着任した際、桜は平年より 9日も早い開花だったため既に葉桜の状態でした
が、今年は大都市の至る所に咲き誇る桜を、堪能することができました。
　桜は日本の象徴ともいうべき花であり、全国各地でその潔い美しさを披露し、そして愛されてお
ります。桜の花ビラをかたどった徽章を有する消防団も、桜と同様に全国各地で献身的な活動を行
い愛されていると思います。その消防団が、ますます愛されるよう活気あふれる活動をご紹介して
いきたいと思いますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　（T.S）

5 月 9 日（金）（午後） 監事監査（消防育英会）
5月15日（木）（午後） 福祉共済事業等運営委員会
5月16日（金）（午後） 監事監査（日本消防協会・全日本消防人共済会）
5月19日（月）（午前） 消防育英会理事会
5月23日（金）（午前） 日本消防協会役員会議（正副会長会議、理事会）

5月の日本消防協会関係行事
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編集後記

公財

口　絵　平成25年度消防功労者表彰式　H26.3.5（水）　於　ニッショーホール

　　　　平成25年度全国消防団大会（意見発表会表彰式）　H26.2.17（月）於　ニッショーホール

　　　　ラジオ番組「おはよう！ニッポン全国消防団」好評放送中！　（公財）日本消防協会

巻頭言「地域防災力の充実強化に向けて」 ……………… （公財）奈良県消防協会　会長　西口　茂敏…… 1

日消の動き「公益財団法人」日本消防協会 ………………… （公財）日本消防協会　会長　秋本　敏文…… 3

平成26年度（公財）日本消防協会事業計画について …………………………………… （公財）日本消防協会…… 4

消防団の現況（平成25年10月1日現在）…………………………………………… （公財）日本消防協会…… 8

ラジオ番組「おはよう！ニッポン全国消防団」出演者紹介 ……………………… （公財）日本消防協会……10

被災地に消防車両を寄贈 ……………………………………………………………… （公財）日本消防協会……15

平成25年度消防功労者消防庁長官表彰 ………………………………………………… 総務省　消防庁……16

特別表彰「まとい」を受章して「地域の安全・安心をめざして」

……………………………………………………………………… 十和田市消防団　団長　中沢　豊美……34

東西南北（富山県）「地域防災の中心としての消防団～おらっちゃが、やらんにゃ誰がやるがよ～」

………………………………………………………………………… 立山町消防団　団長　高平　公嗣……36

東西南北（大阪府）「安心安全の都市　吹田」を目指して ………… 吹田市消防団　団長　海原　明……38

東西南北（新潟県）「自分たちの地域は、自分たちで守る。」 十日町市消防団　団長　富井　利明……40

シンフォニー（静岡県）「女性団員としてこどもへ伝える言葉」

…………………………………………… 静岡市消防団　清水地区本部女性部　班長　植村　菜実子……42

うちの名物団員 ………………………………………………………………………………………………………44

消防団の広場（山梨県）「地域の安心安全と楽しい消防団へ」 山梨市消防団　団長　山中　親次……46

寄稿のお願い
　皆さまの消防団活動への取り組み、ご意見な
どをもとに、より充実した有意義なものにして
いきたいと考えておりますので、多数のご寄稿
をお待ちしています。
　Ｅメールでも受付しています。

soumu@nissho.or.jp

購読募集
購読を希望される方は、（公財）日本消防協会へお問い合わせください。
※　年間購読料（送料込）　2,448円
（問合せ先）　　総務部企画担当　　03－3503－1481

まち すいた

……



平成25年度　消防功労者表彰式
平成26年 3 月 5 日（水）　　於　ニッショーホール

平成25年度全国消防団大会（意見発表会表彰式）
平成26年 2 月17日（月）　　於　ニッショーホール
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ラジオ番組
「おはよう！ニッポン全国消防団」

好評放送中！
（公財）日本消防協会

1 月放送分に出演の吉幾三さん

3月放送分に出演の清水ミチコさん

2月放送分に出演の舞の海秀平さん

4月放送分に出演の石黒賢さん
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巻 頭 言

「地域防災力の充実強化に向けて」「地域防災力の充実強化に向けて」
（公財）奈良県消防協会　会長　西口　茂敏

　昨年は消防団120年・自治体消防65周年
という、私ども消防団にとって大変意義深
い一年でした。昨年11月25日には、東京
ドームにおいて、天皇皇后両陛下のご臨席
のもと、消防団120年・自治体消防65周年
記念大会が盛大に開催されました。厳粛な
記念式典に続き、多彩な消防実技が演じら
れ、さらに第 3 部では士気高揚に向けて賑
やかなイベントが繰り広げられました。そ
して最後に、これからの消防体制づくりの
決意を明らかにする「消防未来宣言」が採
択され、万歳三唱で感動のエンディングを
迎えました。その時の感動は今も胸に刻ま
れています。本当にご苦労様でした。
　また、本県におきましても、この意義深
い年を記念して、奈良県橿原市の県立橿原
公苑において、消防庁国民保護・防災部 
杉田広域応援室長様並びに財団法人日本消
防協会　秋本会長様はじめ、多数のご来賓
の皆様をお迎えし、第14回奈良県消防大会
を開催いたしました。大会では、これまで
の消防行政発展の経緯を顧み、長い歴史を
刻んできた伝統ある消防精神技術に敬意を
表するとともに、新たな決意のもと今後と
も一致団結して消防防災の中核として一層
の飛躍等を行う旨決意を行ったところで
す。
　そして、昨年 4 月 1 日からは、私ども奈

良県消防協会も、他の消防協会と同様に公
益財団法人として再スタートを切らせてい
ただきましたので、地域防災力の向上のた
め、今後なお一層努力をしていかなければ
ならないと気持ちを新たにしているところ
です。
　しかしながら、その中核を担う消防団員
はというと、年々減少してきております。
今から40年前、私が消防団に入団した昭和
49年当時の消防団員数はというと、小規模
ながら12,000人を超えておりましたが、昨
年10月 1 日 現 在 の 本 県 の 消 防 団 員 数 は
8,550人で、この40年間で約3,700人もの減
少をみています。最近では減少幅はやや小
さくなってきてはいるものの、前年に比べ
て47人の減員となっています。
　しかし、そうした中にあって、地元広報
誌の活用や地元自治会等への働きかけを強
化するなどの手だて等が功を奏して、消防
団毎では団員が増加している団もあり、大
変心強く感じておりますし、特に女性消防
団員にあっては増加の傾向が顕著で、今後
も増加が期待できる状況にあります。
　幸い、昨年12月の臨時国会において、議
員立法による「消防団を中核とした地域防
災力の充実強化に関する法律」が全会一致
で成立し、12月13日に公布・施行されまし
た。この法律では、消防団員の確保、処遇
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の改善、装備や教育訓練の充実について、
国及び地方公共団体は必要な措置を講じる
ことが義務づけられ、消防団の充実強化を
強力に推進する体制が取られたところで
す。そして、消防団の処遇改善と装備の拡
充等に向けて、様々な施策が講じられよう
としています。
　私どもは、新年度を迎え、新しい法律を
いかし、国、県、市町村並びに関係各方面
のご支援とご協力をいただきながら、地域
防災力の充実強化に向かって一層の努力を
していかなければならないと思っていま
す。
　奈良県では、本年 4 月 1 日から新しい地
域防災計画がスタートします。「災害によ
る死者をなくす・人命を守る」ことを最大
の目標に、できる限り被害の減少を図るこ
とを目指して 2 カ年かけて見直されたもの
です。
　 2 年前の本県五條市や十津川村など県南
部地域を襲った紀伊半島大水害の経験と教
訓を踏まえるとともに、東日本大震災を踏
まえて行われた災害対策基本法の改正、国
の防災基本計画の修正、南海トラフ巨大地
震に関する国の検討会の検討内容等を踏ま
えた大規模広域災害等へ対応する内容と
なっています。
　また、同じく本年 4 月 1 日から県内37市
町村の消防本部が一体となった奈良県広域
消防組合が発足し、新体制での消防業務が
開始される運びとなっております。関係各
位のこれまでのご努力に対し心より敬意を
表する次第です。
　奈良県での広域化は、これまでの県下13
消防本部のうち11消防本部が広域消防組合
となるので、県下の常備消防は 3 消防本部

となります。
　このように、私ども消防団にとって、今
年もいろいろと新しい動き、変化が生じて
いるので、このことを充分理解し踏まえな
がら、関係各方面との連携・協力を一層高
めていかなければならないと思っていま
す。
　最後に、私は毎年 1 月 5 日から 1 月20日
までの15日間、県下各支部の消防出初式に
出かけます。出初式では必ず挨拶させてい
ただく機会がございますので、消防団員の
皆さまには、常日頃消防防災の最前線に
立っての献身的な尽力に敬意と謝意を申し
上げ、地域住民の安全と郷土の繁栄のため
一層の精進をお願いしているところです。
　そして、消防団員並びに消防職員の皆さ
ん方の凛々しい勇姿を拝見するにつけ、大
変心強く感じますし、必ずや地域防災の要
として活躍いただけるものと期待と確信を
するところであります。
　今後とも、日本消防協会をはじめ関係者
の皆様方のご支援・ご指導をよろしくお願
いします。
　そして、今年 1 年災害のない年でありま
すよう心よりお祈り申し上げます。
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「公益財団法人」日本消防協会

日消の動き

（公財）日本消防協会　会長　秋本　敏文

　平成26年 4 月 1 日から、日本消防協会は公益財団法人になりました。これまで財団法人

でしたが、公益法人制度の改革により、一般財団となるのか、公益財団になるのか、多く

の県協会と共通の問題がありましたが、目指していたように公益財団の認定を頂くことが

できました。日消の場合、このことの前段階として共済事業を継続できるかどうかの問題

がありました。実は、ほかの団体を含めて殆どの関係者が知らないうちに、公益法人は共

済事業を経営できないようにするという法律が成立していました。これは困ったことになっ

たということで、もう一度法律を改正して、所管大臣の認可を得れば継続できるというこ

とにして頂きました。そこからも大臣の認可を頂くまでには、保険業法による保険事業の

運営をベースにすることになりましたので、相当大変でしたが、関係の職員諸君ががんばっ

てくれて平成25年 4 月 1 日に何とか認可を頂くことができました。

　こうして、日消が共済事業を経営することが確定しましたので、これを前提として、公

益財団の認定を頂けるかどうかの段取りになりました。そこでの大きなポイントは共済事

業が公益性をもつと認められるかどうかでした。日消としては、日消が行っている福祉共

済事業等は、単なる仲間内の助け合いにとどまるものではなく、消防団員の皆さんの活動

支援、消防団員の確保、消防活動の実践につながるもの、つまり公益性をもつものという

ことを何度か申し上げてご理解を頂くことができました。

　このような経過を経て、公益財団となったのですが、単なる看板のつけ替えでなく、や

はり公益財団にふさわしい活動をしなければなりません。事業そのものはこれまでも皆さ

んのご協力を頂いていろいろやっていますので、これをさらに発展させなければなりませ

んが、もうひとつ、この日消の活動、さらには消防団等の活動や存在のPRにもっと力を入

れていきたいと思っています。そのひとつとして、日消会館 1階ロビーの消防団情報プラ

ザをリニューアルします。ニッショーホールの利用が年間250回以上でホールへのお客さん

が増えていますので、ちょっと寄って見て頂くと相当なPR効果をもつ筈です。ご上京の時

はご覧下さい。
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平成26年度（公財）日本消防協会事業計画
について

（公財）日本消防協会

1 　会　議
　�　公益財団法人（平成26年 4 月 1 日移行予定）として新定款等に基づき次の会議を開催する。
　　⑴　正・副会長会議［平成26年 5 月、 6月、 9月、平成27年 3 月、その他随時］
　　⑵　理事会［平成26年 5 月、 6月、 9月、平成27年 3 月、その他随時］
　　⑶　評議員会［平成26年 6 月、平成27年 3 月、その他随時］
　　⑷　都道府県消防協会事務局長会議［平成27年 3 月、その他随時］
　　⑸　福祉共済事業等運営委員会［平成26年 5 月、平成27年 2 月、その他随時］
　　⑹　地震等防災対策委員会［随時］
　　⑺　消防団員確保対策等委員会［随時］
　　⑻　全国消防操法大会運営委員会［平成26年 4 月］

2 　全国消防大会（優良消防団表彰等）
　�　消防団活動の充実強化、消防団員の意欲の向上及び消防防災思想の普及徹底等を目的として、
以下の事業を一体として実施する。
　　⑴　優良消防団（員）等表彰
　　　①　定例表彰［平成27年 3 月10日（火）］
　　　　�　表彰規程に基づき消防活動等に功績のあった団体及び個人を表彰する。
　　　②　特別表彰［随時］
　　　　�　現場功労のあった団体・個人及び消防業務に特別に功労のあった者を表彰する。
　　⑵　講演会等［平成27年 3 月10日（火）］
　�　消防防災に関する講演会等を定例表彰と併せて実施する。

3 　消防操法大会
　　⑴�　全国の消防団員等の消防技術の向上と士気の高揚を図ることを目的に、全国消防操法大

会を実施する。［平成26年11月 8 日（土）］
　　⑵�　都道府県ごとに開催される消防操法大会に援助金を交付する。

4 　消防団を中核とした地域防災力充実強化大会
　�　「消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律」の成立を受けて、地域防災の中核
である消防団の充実強化を図るとともに、消防団が重要な役割を果たしながら、地域の企業、
各種団体はもとより、サラリーマン、女性、若者など国民的な総力を結集して、地域防災力の
充実強化を推進するため、広く各界のご参加のもと、地域防災力の充実強化を国民運動として
盛り上げる大会を開催する。（東京国際フォーラム）［平成26年 8 月29日（金）］（ 5①再掲）

5 　消防団員等確保事業
　�　消防団員の確保を目標として普及広報及び啓発活動を積極的に推進する。
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　　①�　消防団を中核とした地域防災力充実強化大会を開催する。［平成26年 8 月29日（金）］
　　②�　女性消防団国際会議を実施する。［平成26年 9 月29日（月）］（11⑵③再掲）
　　③�　全国女性消防団員活性化ちば大会を開催する。［平成26年11月14日（金）］（12⑷④再掲）
　　④�　新規に入団した女性消防団員に対して制服を交付する。［随時］（12⑷④再掲）
　　⑤�　新時代に対応した消防団の具体的な運営方策に関する研修を実施する。［随時］（12⑷④

再掲）
　　⑥�　消防団応援の店に関する情報を更に収集し、普及拡大を図る。

6 　消防団幹部等特別研修事業
　　⑴　消防団幹部特別研修
　　　�　消防団の上級幹部団員を各都道府県より 1名選抜し、指導者養成のための特別研修を実

施する。［平成27年 1 月13日（火）〜16日（金）］
　　⑵　消防団幹部候補中央特別研修
　　　�　消防団員を各都道府県より選抜し、幹部候補の育成を図るための研修を男女別に実施す

る。［平成27年 2 月 4 日（水）〜 6日（金）、18日（水）〜20日（金）］
　　⑶　消防団員指導研修
　　　�　消防団員等の教育訓練のための研修事業を次のとおり実施する。
　　　�　都道府県消防協会と連携し、消防団員指導員の養成を行う研修を実施する。

7 　消防団防災指導・災害活動車両の交付事業
　�　地域住民等に対する防災指導や防災学習のほか、災害時には人員輸送や資機材搬送などにも
使用できる防災指導・災害活動車両を交付する。

8 　少年消防クラブ活性化事業
　　⑴　関係機関と連携し、少年消防クラブ活動の活性化を推進する。［通年］
　　⑵　全国少年消防クラブ交流会への協力
　　　�　消防庁主催で実施する「全国少年消防クラブ交流会」へ協力し、少年消防クラブ活動の

活性化を推進する。［平成26年 8 月 6 日〜 8日］

9 　地震等防災対策
　　⑴　東日本大震災後の我が国消防のさらなる充実強化を推進する。
　　⑵　現地調査を含め、地震等の災害対策のあり方につき調査、検討を行う。

10　消防広報
　　消防団に関する情報提供を積極的に行うため、広報の充実を図る。
　　⑴　機関誌「日本消防」を発行する。［通年］
　　⑵�　ホームページの充実を図り、日本消防協会の事業等について広報に努めるとともに、消

防団員確保等全国の消防団の活動状況に係る情報を提供し、消防団相互の情報交流を積極
的に推進する。［通年］

　　⑶�　消防団活動を広報し、消防団員の確保等に資するため、消防応援団員、消防団員等の出
演によるラジオ番組「おはよう！ニッポン全国消防団」（全国30局ネットによる毎週放送）
を実施する。［毎週］

　　⑷�　日本消防会館 1階の消防団情報プラザを活用し、消防団に関する情報発信の充実を図る。
［通年］
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11　国際消防調査交流事業
　　⑴　日中韓消防交流事業
　　　　中国及び韓国の消防関係者との交流を深めるため、次の事業等を実施する。
　　　①　日中韓消防協会会議（中国）［平成26年 7 月］
　　　②　第29回中国消防事情調査［平成26年11月下旬］
　　　③　日中消防協会定期協議会（北京）［平成26年11月下旬］
　　　④　中国消防協会研修視察団の受入れ　第 1期［平成26年12月］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 2期［平成27年2月］
　　⑵　消防国際交流事業
　　　�　女性消防団国際会議を東京において開催するほか、海外消防事情調査や、CTIF（国際消

防救助協会）の会議等に参加するなど、海外の消防機関との情報交流等を実施し、消防の
国際化を推進する。

　　　①　CTIF女性消防隊員ワーキンググループ会議（フィンランド）
　　　　　［平成26年 4 月 9 日（水）〜11日（金）］
　　　②　CTIF総会（セルビア）
　　　　　［平成26年 9 月18日（木）〜19日（金）］
　　　③　女性消防団国際会議（都市センターホテル）
　　　　　［平成26年 9 月29日（月）］
　　　④　海外消防事情調査（米国）
　　　　　［平成26年10月］
　　⑶　消防車両等国際援助事業
　　　�　開発途上国の消防力の充実強化と友好親善を促進するため、日本国内の中古消防車両を

無償援助する。［通年］

12　消防団員等福祉共済事業
　�　消防団員等が死亡し又は障害を受けた場合等に、その家族の生活を守るとともに、消防団員
等の福祉を増進する総合的な共済事業を特定保険業として実施する。
　　⑴　消防団員の福祉共済への全員加入の推進
　　⑵　消防職員等の加入者増の推進
　　⑶　弔慰金、遺族援護金又は入院見舞金等の共済金の支払いの迅速化
　　⑷　消防団員等の福祉の増進を目的とする次の各種福祉増進事業の円滑な実施
　　　①　健康増進等事業
　　　　　消防団員等の健康増進及び公務による事故の防止に資する業務
　　　　ア．体脂肪計の配布
　　　　イ．消防団員等への健康指導
　　　　ウ．「いきいき消防」の発行［年4回］
　　　　エ．都道府県消防協会が行う健康器具の購入等に対する助成
　　　②　大規模災害活動支援事業
　　　　　消防団の大規模災害活動に対する支援事業
　　　　ア�．大規模な災害の発生に際し、災害活動の情報収集にあたるとともに、被災地の消防

団へ災害対策支援金を交付する。
　　　　イ．大規模な災害の発生に際し、必要に応じ非常用食料等を交付する。
　　　③　殉職消防団員等慰霊事業
　　　　　殉職した消防団員等に対する慰霊事業
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　　　　ア�．全国の消防殉職者（消防団員・消防職員・一般協力者）の慰霊祭を日本消防会館に
おいて実施する。［平成26年 9 月11日（木）］

　　　　イ．都道府県消防協会が行う消防殉職者慰霊祭等の実施に対する助成。［随時］
　　　④　加入促進等事業
　　　　�　消防資器材の交付その他この制度への加入促進と維持発展を図るために効果的と認め

られる事業
　　　　ア．消防資機材（車両）の交付
　　　　イ．全国女性消防団活性化ちば大会の開催［平成26年11月14日］
　　　　ウ．新規に入団した女性消防団員に対する制服等の交付
　　　　エ．新時代対応消防団運営普及講座
　　　　オ�．都道府県消防協会が行う消防団員研修等事業及び加入促進事務推進事業等に対する

助成

13　婦人消防隊員等福祉共済事業
　�　婦人消防隊員等の福祉の増進を図るため、婦人消防隊員等福祉共済事業を特定保険業として
円滑に推進する。［通年］

14　防火防災訓練災害補償等共済事業
　�　市区町村及び組合が防火防災訓練の際における事故について損害賠償又は災害補償を行う場
合に、その負担をてん補することを目的とした防火防災訓練災害補償等共済事業を特定保険業
として円滑に推進する。［通年］

15　消防個人年金事業
　　⑴�　消防職団員の老後の生活の安定と福祉の向上を目的とした消防個人年金事業を実施する。

また、この制度を多くの消防職団員に理解を深めてもらうため説明会の開催など丁寧な広
報活動を行い、加入促進を図る。［通年］

　　⑵�　第18回消防個人年金海外視察を実施する。（モロッコ、スペイン）
　　　　［平成26年11月23日（日）〜30日（日）］

16　日本消防会館の運営
　�　日本消防会館における各種設備機械類維持管理及び各テナントや消防団情報プラザ等の適切
な管理を行うとともに、会館内の執務環境の充実に努め、併せてニッショーホール及び貸会議
室等の健全な運営を図る。［通年］

17　消防関係団体に対する事業協力
　　⑴�　公益財団法人消防育英会及び同会が設置している東日本大震災消防殉職者遺児育英奨学

基金に対し事業協力する。
　　⑵　生活協同組合全日本消防人共済会に対し事業協力する。
　　⑶　全国消防殉職者遺族会に対し事業協力する。

18　その他
　�　公益財団法人への移行後においても事務事業の効率化及び、経費の削減合理化を図るととも
に、多様な財源の確保に努める。
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消防団の現況（平成25年10月1日現在）
※東日本大震災の影響により、平成 23 年の福島県内
の一部の消防団については発災前の数値としている。

表 1　市町村数及び消防団数の推移（日本消防協会調べ）

1 　消防団数の動向 
　消防団の数は、市町村合併に伴う消防団の統合
などにより、全国的に減少が続いていますが、減
少数については年々低下する傾向にあります。
　平成19年度は2,457団であったのに対し、平成20
年は2,361団（前年より96団減少）と年に100団近

く減少しましたが、平成21年、2,312団（同49団減
少）と減少数は半減し、その後平成22年、2,276団
（同36団減少）平成23年、2,259団（同17団減少）、
平成24年は2,234団（同25団減少）と増減はあるも
ののほぼ横這いであり、市町村合併に伴う消防団
統合は落ち着いてきていると推測されます。【表 1】

2 　消防団員数の動向
　消防団員数は、社会環境の変化（少子高齢化に
よる若年層の減少、就業構造の変化、地域社会へ
の帰属意識の希薄化等）から減少が続いています。
　平成19年から平成22年までの状況を見ると、平
成19年、895,294人、平成20年、891,293人（前年よ
り4,001人減少）、平成21年、888,662人（同2,631人
減少）、平成22年、886,457人（同2,205人減少）と、
減少数は徐々に低下する傾向がみられました。こ
れは、消防団数の減少が低下してきたこと、また、
積極的な入団促進の取り組みが成果を出してきた
ことなどが背景として考えられます。
　しかし、平成23年は東日本大震災の影響により、
殉職や生活基盤を失うなどの環境の変化によって
東北地方の減少数が増加したことや、市町村合併
に伴う消防団の再編による減少などにより、
881,638人（同4,819人減少）となり、平成24年は、
876,841人（同4,797人減少）とほぼ前年と同程度

の減少数で、今回、平成25年は、871,730人（同5,111
人減少）と若干増えました。【表 2、表 3】
　平成23年から平成25年の 3年間は約5,000人の
減少となっており、要因の一つには、被災地にお
ける東日本大震災の影響がいまだ少なくないこと
があげられますが、全国的には若年層を中心とし
た地域の人口減少や市町村合併に伴う消防団の再
編、団員の活動実態を考慮した減員があると思わ
れます。
　一方、全体として減少傾向にある中で、6県（前
年 7県）は増加しており、さらにその中の 3県は
ここ数年、毎年増加している消防団もあり、その
主な要因としては、団員確保のための粘り強い努
力のなか、女性消防団員の新規採用や消防団OB
などの機能別消防団員の採用などがあげられます。
　定員に対する充足率は、平成25年10月 1 日現在
93.2％であり、平成24年（93.5％）と比較し0.3ポ
イント低下しました。【表 4】
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表 2　消防団員数の推移（日本消防協会調べ）

表 3　消防団数減少及び減少率の推移（日本消防協会調べ　各年10月 1日現在）

表 4　消防団数充足率の推移（日本消防協会調べ　各年10月 1日現在）

3 　女性消防団員
　平成25年は21,245人であり、依然として増加は
続けているものの、増加数については平成21年
（1,290人）をピークに低下傾向にありましたが、
平成25年は、733人の増加で、前年（525人）より
200人強の増加となりました。また、女性消防団

員を採用している消防団は、1,335団（全消防団の
60.1％）で、昨年より47団増えており、これが団
員数の増加の要因であると思われます。
　女性消防団員は、地域の高齢者世帯への防火訪
問や応急手当の講習、防火啓発活動などきめ細や
かな活動で活躍しています。
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（公財）日本消防協会

ラジオ番組「おはよう！ニッポン全国消防団」
出演者紹介

ラジオ番組「おはよう！ニッポン全国消防団」
出演者紹介

平成26年1月放送分に
出演の消防応援団
吉幾三さん

　このたび、番組の出演依頼を受け、地元青森県出
身の吉幾三さんと会話ができとても感動しました。
　出演のため、当消防団の自慢の「玉落競技大会」
や当地の歴史を調べたり、消防団の現状など色々
勉強になりました。今後も市民の安全・安心のた
め、また、つがる市消防団を自慢できるよう微力
ではありますが頑張ります。

　吉さんと山本アナのおかげで、緊張せずに話す
事が出来ました。貴重な体験をさせて頂きありが
とうございました。これからも「まちを守る消防
団員」として、また「カッコイイ喇叭隊」を目指
して頑張ります。

最近ピンポイト的に起こりうる自然災害備え、改めて消防団の必要性が見直されい
る事を痛感致しまた。
　これからも消防団員一丸となり、安全・心まち作を目指していきす。

1月11日又は1月12日放送 1月18日又は1月19日放送

1月25日又は1月26日放送

青森県つがる市消防団
部長　田村　修二さん

山梨県山梨市消防団
喇叭隊隊長　山本　英記さん

京都府宇治市消防団
副団長　太田　勝啓さん
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平成26年2月放送分に
出演の消防応援団
舞の海秀平さん

「おはよう！ニッポン全国消防団」へのラジオ出演、
女性操法日本一、東京ドームでの「未来宣言」、
私にとってすべてが宝物。消防団万歳！これから
も元気と笑顔で頑張ります。

　今回、ラジオに出演させていただき、ありがと

うございました。

　消防団は、地域に密着した、無くてはならない

ものです。

　地域の皆様と焼酎を飲みながら交流を深め、地

域と連携・協力し合える体制をつくり、　これから

も消防団活動に務めて参ります。

『ラジオ番組で本所消防団のことを紹介できて良
かったと思います。
これをきっかけに消防団に入団してくださる方が
少しでも増えれば幸いです。』

　この度はラジオ番組で舞の海さんとがっぷり四
つで会話でき感激しました。
　今後は標茶消防団の一員として郷土愛の精神と
伝統を継承してまいります。

2月22日又は2月23日放送

2月15日又は2月16日放送

2月1日又は2月2日放送 2月8日又は2月9日放送

宮城県大和町消防団
部長　蜂谷　澄江さん

鹿児島県湧水町消防団
分団長　藤垣　幸徳さん

東京都本所消防団
副分団長　林　眞一郎さん

北海道標茶消防団
副団長　鈴木　勝己さん
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平成26年3月放送分に
出演の消防応援団
清水ミチコさん

　優しいお二人と、とても素敵な時間を過ごさせ
て頂きました。
　震災時を思い出し、改めて気持ちを引き締めて
頑張ろうと思いました。
　そして駆けつけて下さった多くの方々に心から
感謝しています。

　福島県中通り地域において、貯水量150万トン
の貯水池堤防が、東日本大震災の大きな揺れによ
り決壊し尊い人命が失われたことをお知らせする
ことができました。

全国大会での寸劇がきっかけとなり沢山の人と出会い、
ラジオ出演に至る事が出来本当に幸せです。緊張しまし
たが楽しかったです。微力ながら地域の力になりたいと
思います。

　電話での会話で、正確にお伝えできたか不安で
したが、なんとか無事に終了しました。
　今回の災害に際しては、全国の消防団の方々よ
りご支援を賜りましたことを心より感謝申し上げ
ます。

　清水さんありがとうございました。お伝えしたい
ことはまだまだありまずが、高山市の消防につい
て、皆様に少しでもご理解いただけたら幸いです。

3月8日又は3月9日放送

3月15日又は3月16日放送

3月29日又は30日放送

3月1日又は3月2日放送

3月22日又は3月23日放送

岩手県宮古市消防団
班長
高田　由美さん

福島県
須賀川市消防団
団長
佐藤　茂さん

宮崎県
日南市消防団
班長
山口　佐智子さん

東京都大島町消防団
分団長
植松　豊さん

岐阜県高山市消防団
団長
藤本　豊彦さん
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平成26年4月放送分に
出演の消防応援団
石黒賢さん

　初めてのラジオインタビューということで緊張
しましたが、和やかな雰囲気でリードしていただ
きありがとうございました。
　これからも地域の安全・安心のために活動して
まいります。

　この度は、番組に出演させていただき有難うご
ざいました。
　消防団に対する情熱をうまく伝えられなかった
かもしれませんが、これからも、強い郷土愛を持っ
て地域防災に取り組んでいきたいと思っております。

　今回、初めてのラジオ出演ということで大変緊
張しましたが、貴重な体験をさせて頂き、感謝い
たします。
　東日本大震災から 3年が経ちましたが、美しい
故郷の復興にはまだまだ時間がかかります。
　それでも地域防災の要として、消防団活動を通
じ、一歩一歩前進していきたいと思います。

　この度は、ありがとうございました。
　今後も、困難な事象に対応すべく、千里の道も
一歩からとの思いで訓練を重ね、住民の安全安心
を目指し頑張っていきます。

　消防団員として、この様な機会を与えて頂き、
更に石黒さんとの対談が良き記念になりました。
今後も地域の為に頑張りたいと思います。

4月26日又は4月27日放送4月19日又は4月20日放送

4月5日又は4月6日放送 4月12日又は4月13日放送

静岡県御殿場市消防団
団長　勝亦　修治さん

大分県消防協会　会長
豊後大野市消防団　団長　近藤　光文さん

宮城県石巻市消防団
副団長　遠藤　勝彦さん

埼玉県坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部
主査　木村　亜朗さん　（写真右）

埼玉県坂戸市消防団
団員　菅原　龍雄さん　（写真左）
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おはよう！ニッポン全国消防団
放送局・放送時間

放送局 放送
曜日 放送時間 放送局 放送

曜日 放送時間

㈱ニッポン放送 日 6：15〜6：25 ㈱和歌山放送 土 6：30〜6：40

㈱STVラジオ 日 5：50〜6：00 ㈱山陰放送 日 8：15〜8：25

青森放送㈱ 日 7：20〜7：30 ㈱中国放送 日 5：30〜5：40

㈱IBC岩手放送 日 6：15〜6：25 山口放送㈱ 土 6：45〜6：55

東北放送㈱ 土 5：00〜5：10 四国放送㈱ 土 6：40〜6：50

㈱秋田放送 日 6：15〜6：25 西日本放送㈱ 土 7：35〜7：45

山形放送㈱ 日 6：20〜6：30 南海放送㈱ 日 8：50〜9：00

㈱ラジオ福島 土 5：40〜5：50 ㈱高知放送 日 6：40〜6：50

㈱新潟放送 日 7：40〜7：50 九州朝日放送㈱ 土 6：15〜6：25

信越放送㈱ 日 6：50〜7：00 長崎放送㈱ 土 7：25〜7：35

北日本放送㈱ 日 6：10〜6：20 ㈱熊本放送 土 5：30〜5：40

北陸放送㈱ 日 7：40〜7：50 ㈱大分放送 日 6：45〜6：55

福井放送㈱ 日 6：10〜6：20 ㈱宮崎放送 日 6：20〜6：30

東海ラジオ放送㈱ 日 6：00〜6：10 ㈱南日本放送 日 7：20〜7：30

大阪放送㈱ 土 6：45〜6：55 ㈱ラジオ沖縄 日 6：35〜6：45
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被災地に消防車両を寄贈
（公財）日本消防協会

平成26年 3月12日（水）に行われた釜石市消防団の寄贈式

平成26年 3月13日（木）に行われた南相馬市消防団の寄贈式

　㈱パトライトより、東日本大震災で被害が甚大であった消防機関に対し消防車両の寄贈
の申し出があり、日本消防協会が橋渡し役となり、消防車両が寄贈されました。
　寄贈を受けた岩手県釜石市　鈴木消防副団長から「株式会社パトライトから立派な車両
をいただき感謝いたします。この車両は地域の安全安心のために活用していきます。」
　福島県南相馬市　桜井市長から「東日本大震災から 3年が経過しました。いただいた車
両を市民のために有効に使わせていただきます。」とそれぞれお礼の言葉がありました。
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平成25年度消防功労者消防庁長官表彰
総務省　消防庁

　 3月 5日（水）に「平成25年度消防功労者消防庁長官表彰式」が行われました。この表
彰式において受章された消防団員は次のとおりです。
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─ 57 ─

都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

北海道 檜山広域行政組合今金町消防団 副団長 佐
さ

藤
とう

修
しゅう

一
いち

　〃 西十勝消防組合清水消防団 副団長 高
たか

橋
はし

喜
よし

通
みち

　〃 北十勝消防事務組合音更消防団 副団長 丹
たん

野
の

清
せい

一
いち

　〃 南空知消防組合栗山消防団 副団長 永
なが

田
た

英
ひで

隆
たか

　〃 利尻礼文消防事務組合
利尻富士町消防団 副団長 中

なか

西
にし

信
しん

一
いち

　〃 釧路東部消防組合釧路消防団 副団長 中
なか

　村
むら

　　　朗
あきら

　〃 西胆振消防組合伊達消防団 副団長 西
にし

藤
ふじ

茂
しげ

美
み

　〃 根室北部消防事務組合別海消防団 副団長 福
ふく

𠩤𠩤
はら

俊
とし

治
じ

　〃 日高西部消防組合日高消防団 副団長 藤
ふじ

本
もと

友
とも

則
のり

　〃 旭川市消防団 副団長 松
まつ

川
かわ

一
かず

洋
ひろ

　〃 釧路市消防団 副団長 松
まつ

橋
はし

主
かず

幸
ゆき

　〃 利尻礼文消防事務組合礼文町消防団 副団長 宮
みや

　崎
ざき

　　　功
いさお

　〃 富良野広域連合上富良野消防団 副団長 安
やす

井
い

昇
しょう

一
いち

　〃 東十勝消防事務組合幕別消防団 副団長 八
や

巻
まき

省
しょう

三
ぞう

　〃 北後志消防組合古平消防団 副団長 山
やま

田
だ

良
りょう

介
すけ

　〃 渡島西部広域事務組合松前消防団 副団長 吉
よし

田
だ

康
こう

洋
よう

　〃 南宗谷消防組合枝幸消防団 分団長 秋
あき

川
かわ

祥
よし

雄
お

　〃 釧路北部消防事務組合標茶消防団 分団長 麻
あさ

野
の

孝
たか

行
ゆき

　〃 小樽市消防団 分団長 新
あら

谷
や

武
たけ

裕
ひろ

　〃 長万部町消防団 分団長 有
あり

賀
が

邦
くに

雄
お

　〃 八雲町熊石消防団 分団長 井
い

口
ぐち

好
こう

悦
えつ

　〃 赤平市消防団 分団長 石
いし

　野
の

　　　功
いさお

　〃 夕張市消防団 分団長 板
いた

谷
や

信
のぶ

男
お

　〃 小樽市消防団 分団長
い

　部
べ

　守
もり

　由
よし

　〃 北留萌消防組合羽幌消防団 分団長 岩
いわ

崎
さき

文
ふみ

夫
お

　〃 遠軽地区広域組合遠軽町消防団 分団長 岩
いわ

戸
と

康
やす

征
ゆき

─ 56 ─

永年勤続功労章を授与する消防団員（１，７４９名）
都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

北海道 砂川地区広域消防組合上砂川消防団 団長 池
いけ

田
だ

虎
とら

男
お

　〃 紋別地区消防組合紋別消防団 団長 伊
い

　藤
とう

　　　正
ただし

　〃 西胆振消防組合豊浦消防団 団長 久
く

保
ぼ

政
まさ

徳
のり

　〃 北見地区消防組合常呂消防団 団長 田
た

渕
ぶち

正
まさ

彰
あき

　〃 紋別地区消防組合滝上消防団 団長 中
なか

川
がわ

修
しゅう

司
じ

　〃 士別地方消防事務組合和寒町消防団 団長 伏
ふし

見
み

豊
とよ

治
じ

　〃 石狩北部地区消防事務組合当別消防団 団長 鰐
わに

渕
ぶち

啓
けい

一
いち

　〃 檜山広域行政組合上ノ国町消防団 副団長 飛
あす

鳥
か

正
まさ

人
と

　〃 羊蹄山ろく消防組合喜茂別消防団 副団長 阿
あ

部
べ

昭
しょう

司
じ

　〃 稚内地区消防事務組合稚内消防団 副団長 阿
あ

部
べ

羅
ら

　　　清
きよし

　〃 西胆振消防組合洞爺湖消防団 副団長
あら

　　　哲
てつ

　雄
お

　〃 岩内・寿都地方消防組合神恵内消防団 副団長 稲
いな

　葉
ば

　
はつ

　雄
お

　〃 上川北部消防事務組合美深消防団 副団長 岩
いわ

村
むら

信
のぶ

雄
お

　〃 釧路東部消防組合厚岸消防団 副団長 江
え

　幡
ばた

　　　満
みつる

　〃 南十勝消防事務組合広尾町消防団 副団長 小
お

椋
ぐら

榮
えい

輔
すけ

　〃 斜里地区消防組合小清水消防団 副団長 小
お

野
の

博
ひろ

幸
ゆき

　〃 網走地区消防組合東藻琴消防団 副団長 笠
かさ

井
い

祐
ゆう

次
じ

　〃 南十勝消防事務組合中札内消防団 副団長
かた

　岡
おか

　　　隆
たかし

　〃 北十勝消防事務組合上士幌消防団 副団長 片
かた

寄
よせ

繁
しげ

之
ゆき

　〃 北留萌消防組合遠別町消防団 副団長 北
きた

　川
がわ

　　　彰
あきら

　〃 檜山広域行政組合奥尻町消防団 副団長 木
き

村
むら

博
ひろ

昭
あき

　〃 遠軽地区広域組合湧別町消防団 副団長 久
く

保
ぼ

隆
たか

幸
ゆき

　〃 羊蹄山ろく消防組合倶知安消防団 副団長 小
こ

松
まつ

孝
たか

好
よし

　〃 日高東部消防組合えりも町消防団 副団長 坂
さか

　田
た

　　　充
たかし

　〃 日高東部消防組合様似町消防団 副団長 佐
さ

々
さ

木
き

　健
けん

　一
いち

─ 59 ─

都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

北海道 千歳市消防団 分団長 鈴
すず

　木
き

　　　薫
かおる

　〃 岩内・寿都地方消防組合島牧消防団 分団長 鈴
すず

木
き

邦
くに

男
お

　〃 美唄市消防団 分団長 鈴
すず

木
き

道
みち

夫
お

　〃 増毛町消防団 分団長 髙
たか

　橋
はし

　　　功
いさお

　〃 上川北部消防事務組合名寄消防団 分団長 高
たか

　橋
はし

　　　邦
くに

　〃 芦別市消防団 分団長 田
た

川
がわ

吉
よし

栄
え

　〃 深川地区消防組合幌加内消防団 分団長 竹
たけ

之
の

内
うち

　　　
ひろし

　〃 上川北部消防事務組合風連消防団 分団長 田
た

中
なか

葊
ひろ

勝
かつ

　〃 士別地方消防事務組合士別市消防団 分団長 谷
たに

村
むら

敬
たか

俊
とし

　〃 南空知消防組合長沼消防団 分団長 塚
つか

　田
だ

　　　渉
わたる

　〃 上川中部消防組合上川消防団 分団長 辻
つじ

拓
ひろし

　〃 恵庭市消防団 分団長 斗
と

澤
ざわ

義
よし

雄
お

　〃 池北三町行政事務組合足寄消防団 分団長 内
ない

藤
とう

賀
よし

三
ぞう

　〃 札幌市南消防団 分団長 中
なか

井
い

和
かず

裕
ひろ

　〃 富良野広域連合富良野消防団 分団長 長
なが

田
た

壽
とし

弘
ひろ

　〃 釧路東部消防組合浜中消防団 分団長 永
なが

谷
たに

義
よし

美
み

　〃 札幌市南消防団 分団長 中
なか

西
にし

光
みつ

宏
ひろ

　〃 旭川市消防団 分団長 南
なん

　部
ぶ

　　　一
はじめ

　〃 渡島西部広域事務組合知内消防団 分団長 野
の

戸
と

政
まさ

秋
あき

　〃 札幌市北消防団 分団長 林
はやし

　　　和
かず

　範
のり

　〃 江別市消防団 分団長 林
はやし

　　　重
しげ

　樹
き

　〃 滝川地区広域消防事務組合雨竜消防団 分団長 原
はら

　　　國
くに

　寛
ひろ

　〃 札幌市北消防団 分団長 平
ひら

川
かわ

賢
けん

一
いち

　〃 根室北部消防事務組合中標津消防団 分団長 葊
ひろ

瀨
せ

敏
とし

雄
お

　〃 胆振東部消防組合穂別消防団 分団長 星
ほし

　　　正
まさ

　臣
おみ

　〃 森町消防団 分団長 松
まつ

居
い

伸
しん

市
いち
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

北海道 滝川地区広域消防事務組合
新十津川消防団 分団長 遠

えん

藤
どう

修
おさ

己
み

　〃 留萌消防組合小平消防団 分団長 近
おう

江
み

基
もと

輝
き

　〃 胆振東部消防組合安平消防団 分団長 大
おお

　塚
つか

　　　武
たけし

　〃 胆振東部消防組合厚真消防団 分団長 岡
おか

　部
べ

　　　純
じゅん

　〃 函館市南茅部消防団 分団長 鎌
かま

田
だ

幸
ゆき

英
ひで

　〃 日高中部消防組合三石消防団 分団長 上
かみ

渡
わたり

義
よし

明
あき

　〃 上川北部消防事務組合下川消防団 分団長 亀
かめ

田
だ

岩
いわ

雄
お

　〃 札幌市東消防団 分団長 亀
かめ

田
だ

秀
ひで

幸
ゆき

　〃 八雲町熊石消防団 分団長 川
かわ

原
はら

田
た

　　　隆
たかし

　〃 北後志消防組合赤井川消防団 分団長 川
かわ

人
ひと

正
まさ

明
あき

　〃 網走地区消防組合網走消防団 分団長 菊
きく

池
ち

公
きみ

男
お

　〃 根室市消防団 分団長 北
きた

⻆
ずみ

勇
ゆう

吉
きち

　〃 胆振東部消防組合鵡川消防団 分団長 木
きの

　下
した

　　　勉
つとむ

　〃 岩内・寿都地方消防組合岩内消防団 分団長 小
こ

玉
だま

昌
まさ

之
ゆき

　〃 函館市南茅部消防団 分団長 齊
さい

藤
とう

恒
こう

一
いち

　〃 根室北部消防事務組合羅臼消防団 分団長 佐
さ

々
さ

木
き

　孝
こう

　悦
えつ

　〃 釧路市消防団 分団長 佐
さ

々
さ

木
き

　孝
たか

　良
よし

　〃 上川中部消防組合鷹栖消防団 分団長 佐
さ

竹
たけ

敏
とし

明
あき

　〃 増毛町消防団 分団長 佐
さ

　藤
とう

　　　直
ただし

　〃 苫小牧市消防団 分団長 佐
さ

藤
とう

哲
てつ

雄
お

　〃 渡島西部広域事務組合知内消防団 分団長 佐
さ

藤
とう

昌
まさ

彦
ひこ

　〃 室蘭市消防団 分団長 佐
さ

藤
とう

彌
や

一
いち

　〃 札幌市南消防団 分団長 佐
さ

　野
の

　　　湧
ゆう

　〃 札幌市北消防団 分団長 嶋
しま

　　　順
じゅん

　一
いち

　〃 岩見沢地区消防事務組合岩見沢消防団 分団長 清
し

水
みず

和
かず

雄
お

　〃 帯広市消防団 分団長 杉
すぎ

　江
え

　　　正
ただし
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

青森県 田子町消防団 副団長 七
なの

日
か

市
いち

　　　登
みのる

　〃 東北町消防団 副団長 新
にい

　山
やま

　助
すけじゅうろう

十郎

　〃 十和田市消防団 副団長 橋
はし

端
ば

勝
かつ

一
いち

　〃 十和田市消防団 副団長 平
ひら

　舘
だて

　龍
りゅう

太
た

郎
ろう

　〃 弘前市消防団 副団長 藤
ふじ

　田
た

　　　正
ただし

　〃 五所川原市消防団 副団長 前
まえ

田
だ

正
まさ

葊
ひろ

　〃 弘前市消防団 副団長 三
み

　國
くに

　　　徹
とおる

　〃 大間町消防団 副団長 宮
みや

野
の

成
なり

厚
あつ

　〃 中泊町消防団 副団長 山
やま

田
だ

数
かず

仁
ひと

　〃 今別町消防団 分団長 相
あい

内
うち

泰
やす

博
ひろ

　〃 平川市消防団 分団長 赤
あか

平
ひら

忠
ただ

博
ひろ

　〃 西目屋村消防団 分団長 石
いし

田
た

武
たけ

広
ひろ

　〃 東通村消防団 分団長 伊
い

柳
やなぎ

晴
はる

美
み

　〃 階上町消防団 分団長 上
うえ

　道
みち

　二
ふ

三
み

男
お

　〃 つがる市消防団 分団長 江
え

良
ら

俊
とし

明
あき

　〃 むつ市消防団 分団長 大
おお

浦
うら

藤
ふじ

義
よし

　〃 六ヶ所村消防団 分団長 尾
お

ヶ
が

瀬
せ

　庄
しょう

太
た

郎
ろう

　〃 三戸町消防団 分団長 工
く

藤
どう

勝
かつ

昭
あき

　〃 青森市浪岡消防団 分団長 工
く

藤
どう

昌
まさ

博
ひろ

　〃 六戸町消防団 分団長 髙
こう

坂
さか

一
かず

昌
まさ

　〃 八戸市消防団 分団長 小
こ

向
むかい

猛
たけ

彦
ひこ

　〃 青森市青森消防団 分団長 佐
さ

藤
とう

武
たけ

則
のり

　〃 青森市青森消防団 分団長 柴
しば

　田
た

　　　彰
あきら

　〃 平川市消防団 分団長 白
しら

川
かわ

秋
あき

徳
のり

　〃 つがる市消防団 分団長 神
じん

　　　広
ひろ

　一
いち

　〃 黒石市消防団 分団長 須
す

　藤
とう

　　　弘
ひろし

─ 60 ─

都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

北海道 札幌市北消防団 分団長 南
みなみ

武
たけし

　〃 稚内地区消防事務組合猿払消防団 分団長 山
やま

田
だ

周
しゅう

一
いち

　〃 小樽市消防団 分団長 湯
ゆ

上
がみ しん

吾
ご

　〃 檜山広域行政組合
せたな町瀬棚消防団 副分団長 五

い

十
が

嵐
らし

　喜
き

代
よ

春
はる

　〃 北広島市消防団 副分団長 片
かた

桐
ぎり

義
よし

昭
あき

　〃 釧路北部消防事務組合鶴居消防団 副分団長 澁
しぶ

谷
や

松
まつ

男
お

　〃 日高中部消防組合新冠消防団 副分団長 富
とみ

本
もと

茂
しげ

喜
き

　〃 北後志消防組合赤井川消防団 副分団長 林
はやし

　　　秀
ひで

　明
あき

　〃 檜山広域行政組合
せたな町北檜山消防団 副分団長 細

ほそ

　川
かわ

　　　稔
みのる

　〃 南宗谷消防組合浜頓別消防団 副分団長 柳
やぎ

沼
ぬま

芳
よし

弘
ひろ

　〃 根室北部消防事務組合標津消防団 副分団長 吉
よし

　田
だ

　　　智
さとし

　〃 北見地区消防組合訓子府消防団 部長 澤
さわ

田
だ

森
もり

民
たみ

青森県 横浜町消防団 団長 小
お

　川
がわ

　　　學
まなぶ

　〃 深浦町消防団 団長 角
かく

谷
や

喜
よし

春
はる

　〃 五所川原市消防団 副団長 阿
あ

部
べ

祐
ゆう

一
いち

　〃 新郷村消防団 副団長 上
うえ

野
の

山
やま

　富
とみ

　治
じ

　〃 八戸市消防団 副団長 上
うわ

野
の

玉
たま

地
じ

　〃 外ヶ浜町消防団 副団長 大
おお

谷
たに

鉄
てつ

男
お

　〃 おいらせ町消防団 副団長 柏
かしわ

　崎
ざき

　千
ち

年
と

志
し

　〃 弘前市消防団 副団長 鎌
かま

田
た

年
とし

英
ひで

　〃 風間浦村消防団 副団長 北
きた

舘
だて

智
とも

明
あき

　〃 むつ市消防団 副団長 今
こん

進
すすむ

　〃 つがる市消防団 副団長 佐
さ

藤
とう

公
きみ

雄
お

　〃 南部町消防団 副団長 志
し

村
むら

邦
くに

男
お

　〃 弘前市消防団 副団長 田
た

澤
ざわ

順
じゅん

造
ぞう

　〃 七戸町消防団 副団長 中
なか

畑
はた

郁
いく

夫
お
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

岩手県 西和賀町消防団 分団長 赤
あか

　石
いし

　　　昭
あきら

　〃 一関市消防団 分団長 渥
あつ

　美
み

　　　力
ちから

　〃 遠野市消防団 分団長 阿
あ

部
べ

和
かず

美
よし

　〃 花巻市消防団 分団長 板
いた

垣
がき

光
みつ

善
よし

　〃 一関市消防団 分団長 伊
い

藤
とう

貞
てい

一
いち

　〃 岩手町消防団 分団長 今
いま

　松
まつ

　　　巖
いわお

　〃 山田町消防団 分団長 上
うえ

野
の

祐
ゆう

作
さく

　〃 盛岡市消防団 分団長 梅
うめ

村
むら

光
こう

一
いち

　〃 久慈市消防団 分団長 生
おい

平
たいら

末
すえ

造
ぞう

　〃 一関市消防団 分団長 小
お

野
の

寺
でら

　耕
こう

　一
いち

　〃 釜石市消防団 分団長 小
お

野
の

寺
でら

　德
のり

　男
お

　〃 久慈市消防団 分団長 川
かわ

戸
と

道
みち

　達
たつ

　三
ぞう

　〃 盛岡市消防団 分団長 川
かわ

　村
むら

　　　茂
しげる

　〃 奥州市消防団 分団長 菊
きく

池
ち

久
ひさ

司
し

　〃 遠野市消防団 分団長 菊
きく

　池
ち

　　　実
みのる

　〃 遠野市消防団 分団長 菊
きく

池
ち

由
よし

雄
お

　〃 盛岡市消防団 分団長 北
きた

川
がわ

俊
とし

正
まさ

　〃 宮古市消防団 分団長 木
き

村
むら

義
よし

光
みつ

　〃 八幡平市消防団 分団長 工
く どう

盛
もり

雄
お

　〃 宮古市消防団 分団長 小
こ

池
いけ

俊
とし

伸
のぶ

　〃 北上市消防団 分団長 昆
こん

野
の

宏
こう

生
せい

　〃 滝沢市消防団 分団長 齊
さい

藤
とう

民
たみ

男
お

　〃 宮古市消防団 分団長 斎
さい

藤
とう

仁
ひと

司
し

　〃 奥州市消防団 分団長 齋
さい

藤
とう

正
まさ

生
お

　〃 洋野町消防団 分団長 相
さが

模
み

省
しょう

一
いち

　〃 紫波町消防団 分団長 作
さく

山
やま

良
りょう

樹
じゅ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

青森県 平内町消防団 分団長 田
た

中
なか

一
かず

徳
のり

　〃 八戸市消防団 分団長 旦
だん

平
だい

吉
よし

明
あき

　〃 南部町消防団 分団長 中
なか

里
さと

良
りょう

治
じ

　〃 田舎館村消防団 分団長 中
なか

山
やま

勝
かつ

晴
はる

　〃 三沢市消防団 分団長 根
ね

市
いち

正
まさ

廣
ひろ

　〃 青森市青森消防団 分団長 野
の

沢
ざわ

善
ぜん

治
じ

　〃 黒石市消防団 分団長 信
のぶ

平
ひら

一
かず

馬
ま

　〃 むつ市消防団 分団長 濵
はま

　中
なか

　　　昇
のぼる

　〃 板柳町消防団 分団長 三
み

上
かみ

義
よし

勝
かつ

　〃 蓬田村消防団 分団長 森
もり

正
ただし

　〃 大鰐町消防団 分団長 山
やま

崎
ざき

高
たか

男
お

　〃 野辺地町消防団 分団長 横
よこ

　濵
はま

　　　悟
さとる

　〃 佐井村消防団 分団長 萬
よろず

谷
や

雅
まさ

之
ゆき

　〃 五戸町消防団 分団長 類
るい

家
け

利
とし

光
みつ

　〃 鰺ヶ沢町消防団 部長 山
やま

田
だ

修
しゅう

司
し

岩手県 雫石町消防団 副団長 石
いし

　田
だ

　　　明
あきら

　〃 住田町消防団 副団長 泉
いずみ

田
た

義
よし

昭
あき

　〃 大船渡市消防団 副団長 猪
いの

股
また

拓
たく

也
や

　〃 軽米町消防団 副団長 小
お

野
の

寺
でら

　祐
ゆう

　治
じ

　〃 花巻市消防団 副団長 鎌
かま

田
だ

幸
こう

也
や

　〃 金ケ崎町消防団 副団長 菊
きく

　地
ち

　　　薫
かおる

　〃 平泉町消防団 副団長 佐
さ

々
さ

木
き

　吉
きち

　夫
お

　〃 二戸市消防団 副団長 田
た

口
ぐち

誠
せい

一
いち

　〃 奥州市消防団 副団長 千
ち

葉
ば

利
とし

幸
ゆき

　〃 田野畑村消防団 副団長 中
なか

嶋
しま

恭
きょう

一
いち

　〃 大槌町消防団 副団長 橋
はし

本
もと

匠
しょう

市
いち
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

岩手県 宮古市消防団 分団長 山
やま

　名
な

　　　洋
ひろし

　〃 遠野市消防団 分団長 山
やま

　中
なか

　　　一
はじめ

　〃 葛巻町消防団 分団長 横
よこ

　山
やま

　　　弘
ひろし

　〃 一関市消防団 副分団長 岩
いわ

渕
ぶち

貴
き

美
み

夫
お

　〃 九戸村消防団 副分団長 大
おお

崎
さき

善
よし

孝
たか

　〃 一関市消防団 副分団長 千
ち

　葉
ば

　　　誠
まこと

　〃 久慈市消防団 団員 水
みず

上
かみ

覺
かく

男
お

宮城県 登米市消防団 副団長 浅
あさ

井
い

亮
りょう

喜
き

　〃 松島町消防団 副団長 内
うち

海
み

邦
くに

宏
ひろ

　〃 石巻市消防団 副団長 遠
えん

藤
どう

勝
かつ

彦
ひこ

　〃 石巻市消防団 副団長 遠
えん

　藤
どう

　　　宏
ひろし

　〃 仙台市太白消防団 副団長 太
おお

田
た

清
きよ

美
み

　〃 登米市消防団 副団長 小
お

野
の

寺
でら

民
たみ

夫
お

　〃 登米市消防団 副団長 亀
き

卦
け

川
がわ

健
けん

一
いち

　〃 丸森町消防団 副団長 久
く

保
ぼ

卓
たく

郎
ろう

　〃 東松島市消防団 副団長 櫻
さくら

井
い

光
こう

悦
えつ

　〃 利府町消防団 副団長 櫻
さくら

井
い

隆
たか

弘
ひろ

　〃 東松島市消防団 副団長 櫻
さくら

　井
い

　　　正
ただし

　〃 女川町消防団 副団長 佐
さ

藤
とう

孝
たか

義
よし

　〃 亘理町消防団 副団長 清
せい

野
の

喜
き

久
く

雄
お

　〃 石巻市消防団 副団長 髙
たか

　橋
はし

　　　正
ただし

　〃 仙台市宮城消防団 副団長 高
たか

橋
はし

利
り

一
いち

　〃 大崎市消防団 副団長 千
ち ば

幸
こう

嗣
じ

　〃 大河原町消防団 副団長 長
なが

山
やま

孝
たか

義
よし

　〃 石巻市消防団 副団長 西
にし

　村
むら

　　　弘
ひろし

　〃 名取市消防団 副団長 根
ね

元
もと

勝
かつ

治
じ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

岩手県 宮古市消防団 分団長 佐
さ

々
さ

木
き

　好
こう

　榮
えい

　〃 矢巾町消防団 分団長 佐
さ

々
さ

木
き

忠
ただ

明
あき

　〃 宮古市消防団 分団長 佐
さ

々
さ

木
き

　　　勝
まさる

　〃 花巻市消防団 分団長 佐
さ

藤
とう

久
きゅう

一
いち

　〃 一関市消防団 分団長 佐
さ とう

文
ふみ

博
ひろ

　〃 久慈市消防団 分団長 沢
さわ

里
さと

清
せい

幸
こう

　〃 一関市消防団 分団長 白
しら

　沢
さわ

　　　満
みつる

　〃 一関市消防団 分団長 菅
すが

原
わら

吉
よし

男
お

　〃 一関市消防団 分団長 鈴
すず

　木
き

　　　求
もとむ

　〃 西和賀町消防団 分団長 髙
たか

橋
はし

滝
たき

男
お

　〃 宮古市消防団 分団長 田
た

鎖
くさり

信
のぶ

男
お

　〃 一関市消防団 分団長 武
たけ

田
だ

栄
えい

喜
き

　〃 盛岡市消防団 分団長 舘
たて

　澤
さわ

　　　茂
しげる

　〃 岩泉町消防団 分団長 玉
たま

澤
ざわ

明
めい

徳
とく

　〃 北上市消防団 分団長 千
ち

　田
だ

　
よし

　
のり

　〃 岩手町消防団 分団長 戸
と

　田
だ

　　　実
まこと

　〃 一関市消防団 分団長 永
なが

澤
さわ

勝
かつ

美
み

　〃 普代村消防団 分団長 長
なが

澤
さわ

信
のぶ

明
あき

　〃 一戸町消防団 分団長 中
なか

　村
むら

　　　將
まさる

　〃 釜石市消防団 分団長 野
の

田
だ

光
みつ

利
とし

　〃 野田村消防団 分団長 藤
ふじ

森
もり

俊
とし

勝
かつ

　〃 八幡平市消防団 分団長 松
まつ

村
むら

嘉
よし

昭
あき

　〃 一関市消防団 分団長 三
み

浦
うら

次
つぎ

男
お

　〃 紫波町消防団 分団長 女
め

　鹿
が

　　　廣
ひろし

　〃 洋野町消防団 分団長 森
もり

澤
さわ

光
みつ

雄
お

　〃 盛岡市消防団 分団長 山
やま

口
ぐち

久
ひさ

昭
あき
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

宮城県 蔵王町消防団 分団長 沼
ぬま

澤
さわ

久
ひさ

夫
お

　〃 大和町消防団 分団長 早
はや

　坂
さか

　　　宏
ひろし

　〃 栗原市消防団 分団長 袋
ふくろ

　　　作
さく

　夫
お

　〃 南三陸町消防団 分団長 三
み

浦
うら

邦
くに

昭
あき

　〃 大郷町消防団 分団長 宮
みや

澤
ざわ

郁
いく

夫
お

　〃 山元町消防団 分団長 横
よこ

山
やま

常
つね

男
お

　〃 大崎市消防団 分団長 吉
よし

田
だ

卓
たく

也
や

　〃 仙台市青葉消防団 分団長 渡
わた

邊
なべ

洋
よう

治
じ

　〃 気仙沼市消防団 副分団長 岩
いわ

渕
ぶち

泰
たい

治
じ

　〃 塩竈市浦戸消防団 副分団長 内
うつ

海
み

栄
えい

一
いち

　〃 気仙沼市消防団 副分団長 佐
さ

竹
たけ

進
しん

一
いち

　〃 村田町消防団 副分団長 鈴
すず

木
き

健
けん

治
じ

　〃 加美町消防団 部長 佐
さ とう

喜
き

一
いち

朗
ろう

秋田県 仙北市消防団 副団長 荒
あら

木
き

田
だ

俊
しゅん

一
いち

　〃 湯沢市消防団 副団長 加
か

藤
とう

久
ひさ

男
お

　〃 横手市大森消防団 副団長 菊
きく

池
ち

二
じ

郎
ろう

　〃 横手市平鹿消防団 副団長 国
くに

安
やす

孝
たか

夫
お

　〃 北秋田市消防団 副団長 杉
すぎ

渕
ぶち

一
かず

弘
ひろ

　〃 横手市山内消防団 副団長 高
たか

橋
はし

弥
や

左
ざ

エ
え

門
もん

　〃 秋田市消防団 分団長 池
いけ

田
だ

秀
ひで

勝
かつ

　〃 大館市消防団 分団長 小
お

笠
がさ

原
わら

勇
ゆう

一
いち

　〃 北秋田市消防団 分団長 加
か

　賀
が

　　　昇
のぼる

　〃 能代市消防団 分団長 笠
かさ

井
い

康
こう

成
せい

　〃 潟上市消防団 分団長 川
かわ

　上
かみ

　　　誠
まこと

　〃 横手市雄物川消防団 分団長 児
こ

玉
だま

悦
えつ

朗
ろう

　〃 五城目町消防団 分団長 小
こ

玉
だま

多
た

智
ち

美
み
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

宮城県 石巻市消防団 副団長 平
ひら つか

秀
ひで

正
まさ

　〃 登米市消防団 副団長 芳
よし

村
むら

忠
ちゅう

市
いち

　〃 岩沼市消防団 副団長 渡
わた

邉
なべ

政
まさ

夫
お

　〃 仙台市若林消防団 分団長 石
いし

澤
ざわ

和
かず

夫
お

　〃 角田市消防団 分団長 長
おさ

田
だ

正
まさ

弘
ひろ

　〃 柴田町消防団 分団長 加
か とう

一
いち

郎
ろう

　〃 大崎市消防団 分団長 鹿
か

野
の

政
まさ

治
じ

　〃 栗原市消防団 分団長 岸
きし

央
ひろし

　〃 大崎市消防団 分団長 木
き

村
むら

一
ひと

志
し

　〃 栗原市消防団 分団長 後
ご

藤
とう

信
のぶ

夫
お

　〃 仙台市宮城消防団 分団長 小
こ

松
まつ

辰
しん

一
いち

　〃 白石市消防団 分団長 佐
さ

久
く

間
ま

富
とみ

次
じ

　〃 大崎市消防団 分団長 佐
さ

々
さ

木
き

　　　敏
はやす

　〃 大崎市消防団 分団長 佐
さ とう

秋
あき

男
お

　〃 川崎町消防団 分団長 佐
さ

藤
とう

警
けい

一
いち

　〃 南三陸町消防団 分団長 佐
さ

藤
とう

靜
せい

一
いち

　〃 栗原市消防団 分団長 佐
さ

藤
とう

宗
むね

男
お

　〃 仙台市太白消防団 分団長 佐
さ とう よう

吉
きち

　〃 利府町消防団 分団長 鈴
すず

木
き

俊
しゅん

一
いち

　〃 大崎市消防団 分団長 鈴
すず

木
き

博
ひろ

行
ゆき

　〃 栗原市消防団 分団長 髙
たか

橋
はし

孝
たか

幸
ゆき

　〃 栗原市消防団 分団長 千
ち

田
だ

善
よし

則
のり

　〃 気仙沼市消防団 分団長 千
ち

　葉
ば

　　　正
ただし

　〃 大崎市消防団 分団長 千
ち

葉
ば

睦
むつ

男
お

　〃 仙台市宮城野消防団 分団長 勅
て

使
し

河
が

原
わら

　震
しん

一
いち

郎
ろう

　〃 大崎市消防団 分団長 新
にっ

田
た

重
しげ

憲憲
のり
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

秋田県 羽後町消防団 分団長 藤
ふじ

原
わら

宣
のぶ

一
かず

　〃 由利本荘市消防団 分団長 藤
ふじ

原
わら

正
まさ

利
とし

　〃 秋田市消防団 分団長 保
ほ

坂
さか

勝
かつ

実
み

　〃 八峰町消防団 分団長 本
ほん

多
だ

金
かね

雄
お

　〃 井川町消防団 分団長 三
み

浦
うら

公
こう

德
とく

　〃 男鹿市消防団 分団長 目
め

黒
ぐろ

政
まさ

彦
ひこ

　〃 大仙市消防団 分団長 茂
もて

木
ぎ

勘
かんのじょう

之丞

　〃 上小阿仁村消防団 分団長 山
やま

形
がた

武
たけ

夫
お

　〃 仙北市消防団 分団長 山
やま

手
て

善
よし

美
み

　〃 北秋田市消防団 分団長 吉
よし

田
だ

竹
たけ

雄
お

　〃 男鹿市消防団 分団長 吉
よし

田
だ

陽
よう

一
いち

　〃 大仙市消防団 副分団長 池
いけ

田
だ

正
まさ

孝
たか

　〃 大仙市消防団 副分団長 加
か

藤
とう

俊
しゅん

作
さく

　〃 大仙市消防団 副分団長 佐
さ

　藤
とう

　　　猛
たけし

　〃 横手市増田消防団 副分団長 佐
さ

藤
とう

富
とみ

男
お

　〃 小坂町消防団 班長 久
く

保
ぼ

光
こう

市
いち

山形県 飯豊町消防団 副団長 井
いの

上
うえ

和
かず

浩
ひろ

　〃 川西町消防団 副団長 神
かん

尾
お

索
さく

太
た

郎
ろう

　〃 寒河江市消防団 副団長 鶴
つる

谷
や

晃
こう

一
いち

　〃 長井市消防団 副団長 寺
てら

嶋
しま

嘉
よし

春
はる

　〃 鶴岡市消防団 副団長 照
てる

　井
い

　　　和
かず

　〃 鶴岡市消防団 副団長 富
と

樫
がし

正
まさ

明
あき

　〃 南陽市消防団 副団長 長
なが

　澤
さわ

　　　明
あきら

　〃 尾花沢市消防団 副団長 西
にし

塚
づか

邦
くに

浩
ひろ

　〃 小国町消防団 副団長 渡
わた

　部
なべ

　　　茂
しげる

　〃 中山町消防団 分団長 秋
あき

葉
ば

和
かず

則
のり
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

秋田県 三種町消防団 分団長 小
こ

玉
だま

廣
ひろ

司
し

　〃 横手市十文字消防団 分団長 近
こん

　　　勝
かつ

　彦
ひこ

　〃 八郎潟町消防団 分団長 齊
さい

　
とう

　　　一
はじめ

　〃 大館市消防団 分団長 斎
さい

藤
とう

義
よし

信
のぶ

　〃 大仙市消防団 分団長 佐
さ

川
がわ

良
りょう

一
いち

　〃 大仙市消防団 分団長 佐
さ

々
さ

木
き

清
せい

行
こう

　〃 大仙市消防団 分団長 佐
さ

々
さ

木
き

勇
ゆう

治
じ

　〃 秋田市消防団 分団長 佐
さ

藤
とう

明
あき

雄
お

　〃 由利本荘市消防団 分団長 佐
さ

藤
とう

治
じ

円
えん

　〃 大潟村消防団 分団長 佐
さ

藤
とう

壽
じゅ

作
さく

　〃 大仙市消防団 分団長 佐
さ

藤
とう

聖
せい

臣
しん

　〃 湯沢市消防団 分団長 菅
すが

　　　義
よし

　照
てる

　〃 秋田市消防団 分団長 杉
すぎ

山
やま

竹
たけ

義
よし

　〃 秋田市消防団 分団長 須
す

磨
ま

良
よし

郎
ろう

　〃 潟上市消防団 分団長 田
た

仲
なか

一
かず

人
んど

　〃 鹿角市消防団 分団長 田
た

原
わら

淳
じゅん

二
じ

　〃 横手市横手消防団 分団長 津
つ

川
がわ

吉
きち

男
お

　〃 美郷町消防団 分団長 照
てる

井
い

正
まさ

明
あき

　〃 能代市消防団 分団長 七
なな

尾
お

辰
たつ

美
み

　〃 美郷町消防団 分団長 畑
はたけ

山
やま

源
げん

太
た

郎
ろう

　〃 大館市消防団 分団長 畠
はたけ

　山
やま

　　　弘
ひろし

　〃 仙北市消防団 分団長 林
はやし

　崎
ざき

　　　久
ひさし

　〃 大館市消防団 分団長 日
ひ

　景
かげ

　　　賢
けん

　〃 能代市消防団 分団長 平
ひら

澤
さわ

幸
ゆき

夫
お

　〃 大仙市消防団 分団長 藤
ふじ

井
い

辰
たつ

雄
お

　〃 仙北市消防団 分団長 藤
ふじ

島
しま

絹
きぬ

雄
お
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

山形県 東根市消防団 団員 永
なが

瀬
せ

政
まさ

志
し

福島県 二本松市消防団 団長 佐
さ とう

東
とう

太
た

郎
ろう

　〃 中島村消防団 副団長 小
こ

針
ばり

徳
とく

秀
ひで

　〃 平田村消防団 副団長 澤
さわ

村
むら

兼
かね

人
と

　〃 郡山市消防団 副団長 鈴
すず

　木
き

　　　武
たけし

　〃 柳津町消防団 副団長 鈴
すず

　木
き

　　　力
ちから

　〃 須賀川市消防団 副団長 善
ぜん

方
ぽう

明
あき

夫
お

　〃 郡山市消防団 副団長 手
て

代
しろ

木
ぎ

直
なお

樹
き

　〃 田村市消防団 副団長 永
なが

井
い

弘
ひろ

純
ずみ

　〃 塙町消防団 副団長 藤
ふじ

田
た

芳
よし

雄
お

　〃 須賀川市消防団 副団長 宗
むな

形
かた

利
とし

夫
お

　〃 南会津町消防団 分団長 青
あお

柳
やぎ

正
まさ

則
のり

　〃 会津若松市消防団 分団長 飯
いい

塚
づか

洋
よう

一
いち

　〃 南相馬市消防団 分団長 伊
い

佐
さ

見
み

眞
しん

一
いち

　〃 いわき市消防団 分団長 石
いし

井
い

宮
みや

喜
き

　〃 福島市消防団 分団長 茨
いばら

木
き

長
なが

利
とし

　〃 いわき市消防団 分団長 遠
えん

藤
どう

徹
てつ

二
じ

　〃 いわき市消防団 分団長 太
おお

田
た

正
まさ

道
みち

　〃 新地町消防団 分団長 岡
おか

崎
ざき

仁
じん

一
いち

　〃 川俣町消防団 分団長 菅
かん

野
の

一
かつ

意
い

　〃 伊達市消防団 分団長 菅
かん

野
の

好
よし

弘
ひろ

　〃 会津若松市消防団 分団長 菊
きく

地
ち

則
のり

雄
お

　〃 いわき市消防団 分団長 小
こ

堀
ぼり

信
のぶ

夫
お

　〃 いわき市消防団 分団長 小
こ

　松
まつ

　　　朗
あきら

　〃 南会津町消防団 分団長 児
こ

山
やま

孝
たか

美
よし

　〃 伊達市消防団 分団長 齋
さい

藤
とう

一
かず

義
よし
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

山形県 鶴岡市消防団 分団長 五
い

十
が

嵐
らし

英
ひで

紀
き

　〃 最上町消防団 分団長 伊
い

藤
とう

勝
しょう

一
いち

　〃 村山市消防団 分団長 海
え

老
び

名
な

正
ただ

度
のり

　〃 酒田市消防団 分団長 遠
えん

田
た

君
きみ

雄
お

　〃 鶴岡市消防団 分団長 太
おお

　田
た

　　　裕
ひろし

　〃 遊佐町消防団 分団長 後
ご

　藤
とう

　　　功
いさお

　〃 鮭川村消防団 分団長 笹
ささ

原
はら

武
たけ

文
ふみ

　〃 真室川町消防団 分団長 佐
さ

藤
とう

勝
かつ

郎
ろう

　〃 酒田市消防団 分団長 髙
たか

橋
はし

芳
よし

則
のり

　〃 舟形町消防団 分団長 髙
たか

　山
やま

　　　守
まもる

　〃 山辺町消防団 分団長 武
たけ

　田
だ

　　　修
おさむ

　〃 山形市消防団 分団長 田
た

中
なか

光
みつ

夫
お

　〃 大蔵村消防団 分団長 長
ちょう

南
なん

一
かず

彦
ひこ

　〃 最上町消防団 分団長 中
なか

西
にし

一
かず

也
や

　〃 戸沢村消防団 分団長 西
にし

　嶋
じま

　　　洋
ひろし

　〃 酒田市消防団 分団長 早
はや

　水
みず

　　　渉
わたる

　〃 酒田市消防団 分団長 本
ほん

間
ま

俊
とし

明
あき

　〃 山形市消防団 分団長 結
ゆう

城
き

正
まさ

志
し

　〃 上山市消防団 分団長 横
よこ

戸
と

和
かず

昭
あき

　〃 鶴岡市消防団 分団長 吉
よし

　田
だ

　　　茂
しげる

　〃 大江町消防団 分団長 渡
わた

　辺
なべ

　　　勉
つとむ

　〃 河北町消防団 分団長 渡
わた

辺
なべ

富
とみ

雄
お

　〃 酒田市消防団 副分団長 阿
あ

部
べ

恒
つね

幸
ゆき

　〃 酒田市消防団 副分団長 佐
さ とう

俊
とし

雄
お

　〃 大石田町消防団 副分団長 村
むら

岡
おか

真
しん

也
や

　〃 新庄市消防団 団員 近
きん

　藤
どう

　　　啓
ひらく
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

福島県 福島市消防団 副分団長 尾
お

形
がた

富
とみ

康
やす

　〃 会津若松市消防団 副分団長 小
お

椋
ぐら

八
はち

朗
ろう

　〃 福島市消防団 副分団長 菅
かん

　野
の

　　　勲
いさお

　〃 新地町消防団 副分団長 草
くさ

野
の

正
まさ

男
お

　〃 下郷町消防団 副分団長 小
こ

山
やま

髙
たか

行
ゆき

　〃 伊達市消防団 副分団長 齋
さい

藤
とう

謙
けん

次
じ

郎
ろう

　〃 桑折町消防団 副分団長 齋
さい

野
の

英
ひで

利
とし

　〃 福島市消防団 副分団長 坂
さか

野
の

井
い

喜
よし

男
お

　〃 福島市消防団 副分団長 佐
さ

藤
とう

𠮷𠮷
よし

則
のり

　〃 いわき市消防団 副分団長 比
ひ

佐
さ

弘
ひろ

泰
やす

　〃 西会津町消防団 副分団長 山
やま

口
ぐち

茂
しげ

起
き

　〃 いわき市消防団 団員 國
くに

井
い

利
とし

一
かず

　〃 いわき市消防団 団員 髙
たか

橋
はし

一
かず

則
のり

　〃 いわき市消防団 団員 永
なが

井
い

義
よし

信
のぶ

　〃 いわき市消防団 団員 松
まつ

　﨑
ざき

　　　勇
いさみ

茨城県 八千代町消防団 団長 生
なま

井
い

伸
しん

一
いち

　〃 かすみがうら市消防団 副団長 磯
いそ

部
べ

潤
じゅん

一
いち

　〃 筑西市消防団 副団長 稲
いな

葉
ば

義
よし

雄
お

　〃 筑西市消防団 副団長 大
おお

畑
はた

亀
き

久
く

夫
お

　〃 神栖市消防団 副団長 貝
かい

戸
と

政
まさ

則
のり

　〃 つくば市消防団 副団長 小
こ

堀
ぼり

淑
よし

守
もり

　〃 常陸太田市消防団 副団長 佐
さ

藤
とう

信
のぶ

照
てる

　〃 つくば市消防団 副団長 佐
さ

野
の

利
とし

夫
お

　〃 下妻市消防団 副団長 髙
たか

橋
はし

周
しゅう

一
いち

　〃 つくばみらい市消防団 副団長 豊
とよ

島
しま

博
ひろ

行
ゆき

　〃 土浦市消防団 副団長 野
の

口
ぐち

卓
たく

男
お

─ 72 ─

都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

福島県 伊達市消防団 分団長 佐
さ

久
く

間
ま

一
いち

郎
ろう

　〃 西会津町消防団 分団長 佐
さ

久
く

間
ま

嘉
よし

晴
はる

　〃 喜多方市消防団 分団長 佐
さ

藤
とう

靖
やす

宏
ひろ

　〃 南会津町消防団 分団長 佐
さ

藤
とう

洋
よう

一
いち

　〃 桑折町消防団 分団長 宍
しし

戸
ど

孝
たか

明
あき

　〃 富岡町消防団 分団長 宍
しし

戸
ど

弘
ひろ

道
みち

　〃 福島市消防団 分団長 柴
しば

田
た

徳
とく

男
お

　〃 楢葉町消防団 分団長 鈴
すず

木
き

恒
つね

男
お

　〃 南相馬市消防団 分団長 伹
ただ

野
の

幸
こう

一
いち

　〃 田村市消防団 分団長 土
つち

屋
や

省
しょう

一
いち

　〃 いわき市消防団 分団長 青
なば

天
た

目
め

孝
こう

一
いち

　〃 福島市消防団 分団長 二
に

階
かい

堂
どう

忠
ただ

雄
お

　〃 会津若松市消防団 分団長 芳
は

賀
が

德
のり

章
あき

　〃 いわき市消防団 分団長 平
ひら

山
やま

正
まさ

則
のり

　〃 福島市消防団 分団長 宝
ほう

槻
つき

一
かず

己
み

　〃 磐梯町消防団 分団長 本
ほん

多
だ

孝
たか

幸
ゆき

　〃 南会津町消防団 分団長 室
むろ

井
い

英
ひで

雄
お

　〃 川俣町消防団 分団長 安
やす

田
だ

泰
やす

良
よし

　〃 金山町消防団 分団長 横
よこ

田
た

俊
とし

道
みち

　〃 いわき市消防団 分団長 吉
よし

田
だ

愼
しん

一
いち

郎
ろう

　〃 田村市消防団 分団長 吉
よし

田
だ

孝
たか

雄
お

　〃 いわき市消防団 分団長 吉
よし

田
だ

正
まさ

人
と

　〃 喜多方市消防団 分団長 渡
わた

邉
なべ

賢
けん

一
いち

　〃 田村市消防団 分団長 渡
わた

辺
なべ

與
とも

浩
ひろ

　〃 いわき市消防団 副分団長 荒
あら

川
かわ

邦
くに

夫
お

　〃 いわき市消防団 副分団長 五
い

十
が

嵐
らし

　　　豊
ゆたか

─ 75 ─

都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

群馬県 沼田市消防団 分団長 南
みなみ

　　　美
み

喜
き

雄
お

　〃 南牧村消防団 団員 市
いち

川
かわ

賢
けん

一
いち

　〃 神流町消防団 団員 田
た

村
むら

利
とし

男
お

埼玉県 伊奈消防団 団長 東
あずま

勇
いさむ

　〃 蓮田市消防団 団長 伊
い

勢
せ

谷
や

　正
まさ

　和
かず

　〃 小鹿野町消防団 団長 大
おお

　簱
はた

　　　徹
とおる

　〃 朝霞市消防団 団長 小
こ

寺
でら

信
のぶ

人
ひと

　〃 本庄市消防団 団長 関
せき

口
ぐち

隆
たか

敏
とし

　〃 上里町消防団 団長 髙
たか

橋
はし

光
みつ

晴
はる

　〃 神川町消防団 団長 和
わ

久
く

井
い

　佳
よし

　明
あき

　〃 春日部市庄和消防団 副団長 伊
い

藤
とう

幸
ゆき

広
ひろ

　〃 松伏町消防団 副団長 鈴
すず

木
き

庄
しょう

衛
えい

　〃 白岡市消防団 副団長 髙
たか

橋
はし

富
ふ

士
じ

夫
お

　〃 春日部市春日部消防団 副団長 竹
たけ

内
うち

充
あつ

志
し

　〃 和光市消防団 副団長 冨
とみ

岡
おか

宗
そう

一
いち

　〃 秩父市消防団 副団長 永
なが

田
た

勝
かつ

美
み

　〃 比企広域市町村圏組合東松山消防団 副団長 野
の

村
むら

孝
たか

行
ゆき

　〃 久喜市消防団 副団長 長
は

谷
せ

川
がわ

智
とも

英
ひで

　〃 鴻巣市消防団 副団長 水
みず

　澤
さわ

　　　勉
つとむ

　〃 宮代町消防団 副団長 谷
や

島
じま

榮
えい

二
じ

　〃 鴻巣市消防団 分団長 新
あら

井
い

康
やす

夫
お

　〃 さいたま市消防団 分団長 岡
おか

田
だ

和
かず

正
まさ

　〃 熊谷市消防団 分団長 笠
かさ

原
はら

邦
くに

明
あき

　〃 さいたま市消防団 分団長 川
かわ

鍋
なべ

伸
のぶ

行
ゆき

　〃 行田市消防団 分団長 神
かん

田
だ

利
とし

治
はる

　〃 熊谷市消防団 分団長 木
き

部
べ

隆
たか

章
あき

─ 74 ─

都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

茨城県 茨城町消防団 副団長 松
まつ

本
もと

清
せい

次
じ

　〃 神栖市消防団 副団長 溝
みぞ

口
ぐち

賢
けん

太
た

郎
ろう

　〃 城里町消防団 副団長 森
もり

田
た

宏
こう

二
じ

　〃 日立市消防団 分団長
くさ

地
ち

幸
こう

一
いち

　〃 大洗町消防団 分団長 倉
くら

持
もち

栄
えい

保
やす

　〃 水戸市消防団 分団長 小
こ

　室
むろ

　　　丈
じょう

栃木県 上三川町消防団 団長 上
うえ

野
の

政
まさ

博
ひろ

　〃 那須町消防団 団長 五
ご

関
せき

道
みち

男
お

　〃 小山市消防団 副団長 飯
いい

島
じま

定
さだ

男
お

　〃 大田原市消防団 副団長 江
え

連
づれ

正
まさ

美
み

　〃 茂木町消防団 副団長 大
おお

塚
つか

仁
ひと

志
し

　〃 栃木市消防団 副団長 大
おお

豆
まめ

生
う

田
だ

隆
たかし

　〃 下野市消防団 副団長 岡
おか

本
もと

忠
ただ

士
し

　〃 日光市栗山消防団 副団長 小
お

　栗
ぐり

　　　功
いさお

　〃 足利市消防団 副団長 山
やま

　本
もと

　　　誠
まこと

群馬県 館林地区消防組合消防団
邑楽消防団 団長 関

せき

口
ぐち

一
かず

弘
ひろ

　〃 上野村消防団 副団長 今
いま

井
い

和
かず

久
ひさ

　〃 富岡市消防団 副団長 今
いま

井
い

晴
はる

夫
お

　〃 桐生市消防団 副団長 内
うち

田
だ

正
しょう

一
いち

　〃 草津町消防団 副団長 金
かな

丸
まる

勝
かつ

利
とし

　〃 嬬恋消防団 副団長 黒
くろ

岩
いわ

敏
とし

行
ゆき

　〃 高崎市消防団 副団長 野
の

村
むら

高
たか

久
し

　〃 館林地区消防組合消防団
館林消防団 副団長 野

の

村
むら

政
まさ

美
み

　〃 下仁田町消防団 副団長 林
はやし

孝
たかし

　〃 大泉町消防団 分団長 川
かわ

田
た

隆
たか

志
し

　〃 安中市消防団 分団長 中
なか

里
ざと

巧
こう

一
いち
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

千葉県 船橋市消防団 副団長 井
い

戸
ど

知
とも

一
かず

　〃 富里市消防団 副団長 大
おお

　澤
さわ

　　　弘
ひろし

　〃 松戸市消防団 副団長 大
おお つか

精
せい

一
いち

　〃 市川市消防団 副団長 岡
おか

本
もと

宜
たか

幸
ゆき

　〃 市原市消防団 副団長 岡
おか

本
もと

浩
ひろ

吉
よし

　〃 館山市消防団 副団長 長
おさ

田
だ

三
み き

男
お

　〃 南房総市消防団 副団長 木
き

村
むら

庸
よう

一
いち

　〃 酒々井町消防団 副団長 小
こ

池
いけ

秀
ひで

和
かず

　〃 木更津市消防団 副団長 篠
しの

﨑
ざき

哲
てつ

也
や

　〃 横芝光町消防団 副団長 須
す

合
ごう

一
かず

嘉
よし

　〃 柏市消防団 副団長 鈴
すず

　木
き

　　　哲
さとし

　〃 柏市消防団 副団長 染
そめ

谷
や

勝
かつ

男
お

　〃 白井市消防団 副団長 中
なか

村
むら

敎
たか

雄
お

　〃 千葉市消防団 副団長 中
なか

村
むら

洋
よう

一
いち

　〃 野田市消防団 副団長 深
ふか

津
つ

憲
けん

一
いち

　〃 芝山町消防団 副団長 松
まつ

本
もと

重
しげ

之
ゆき

　〃 大網白里市消防団 副団長 安
やす

川
かわ

博
ひろ

章
あき

　〃 長生郡市広域市町村圏組合消防団 副団長 米
よね

倉
くら

健
たけ

雄
お

　〃 佐倉市消防団 副団長 蕨
わらび

　　　秀
ひで

　明
あき

　〃 流山市消防団 分団長 秋
あき

元
もと

孝
たか

夫
お

　〃 野田市消防団 分団長 岩
いわ

立
たて

直
なお

人
と

　〃 香取広域市町村圏事務組合
香取市消防団 分団長 鹿

か

野
の

利
とし

幸
ゆき

　〃 印西市消防団 分団長 齊
さい

藤
とう

利
とし

裕
ひろ

　〃 九十九里町消防団 分団長 佐
さ

瀬
せ

友
とも

唯
ただ

　〃 山武市消防団 分団長 十
と

川
かわ

喜
き

代
よ

一
かず

　〃 白井市消防団 分団長 松
まつ

丸
まる

敏
とし

雄
お

─ 76 ─

都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

埼玉県 川口市消防団 分団長 小
こ

泉
いずみ

兼
かね

法
のり

　〃 戸田市消防団 分団長 酒
さか

井
い

久
ひさ

之
ゆき

　〃 熊谷市消防団 分団長 坂
さか

田
た

俊
とし

行
ゆき

　〃 宮代町消防団 分団長 成
なり

田
た

厚
こう

明
めい

　〃 さいたま市消防団 分団長 蓜
はい

　島
しま

　　　茂
しげる

　〃 戸田市消防団 分団長 萩
はぎ

原
わら

清
せい

治
じ

　〃 さいたま市消防団 分団長 羽
は

鳥
とり

敏
とし

雄
お

　〃 さいたま市消防団 副分団長 川
かわ

上
かみ

敬
けい

三
ぞう

　〃 さいたま市消防団 副分団長 川
かわ

人
ひと

敏
とし

博
ひろ

　〃 さいたま市消防団 副分団長 鯨
くじら

井
い

義
よし

雄
お

　〃 さいたま市消防団 副分団長 島
しま

田
だ

一
かず

政
まさ

　〃 久喜市消防団 副分団長 白
しら

坂
さか

昌
しょう

三
ぞう

　〃 越谷市消防団 副分団長 髙
たか

橋
はし

眞
ま

佐
さ

一
かず

　〃 さいたま市消防団 副分団長 竹
たけ

内
うち

正
まさ

倫
のり

　〃 草加市消防団 副分団長 藤
ふじ

波
なみ

隆
たか

治
じ

　〃 越谷市消防団 副分団長 森
もり

田
た

定
さだ

雄
お

　〃 さいたま市消防団 部長 浅
あさ

子
こ

一
かず

男
お

　〃 草加市消防団 部長 山
やま

　中
なか

　　　茂
しげる

千葉県 香取広域市町村圏事務組合
多古町消防団 団長 佐

さ

藤
とう

博
ひろ

勝
かつ

　〃 大多喜町消防団 団長 二
に

階
かい

堂
どう

　　　孝
たかし

　〃 富里市消防団 副団長 相
あい

川
かわ

英
ひで

明
あき

　〃 匝瑳市消防団 副団長 秋
あき

山
やま

忠
ただ

史
し

　〃 いすみ市消防団 副団長 浅
あさ

　野
の

　　　明
あきら

　〃 市川市消防団 副団長 安
あ

　達
だち

　　　愽
ひろし

　〃 市原市消防団 副団長 石
いし

井
い

時
とき

男
お

　〃 館山市消防団 副団長 石
いし

井
い

利
とし

明
あき
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

東京都 小平市消防団 副団長 筋
すじ

　野
の

　　　明
あきら

　〃 品川消防団 副団長 関
せき

寛
ひろし

　〃 千住消防団 副団長 髙
たか

橋
はし

八
はち

郎
ろう

　〃 日野市消防団 副団長 田
た

　倉
くら

　　　勝
まさる

　〃 芝消防団 副団長 辻
つじ

田
た

満
ま

里
り

子
こ

　〃 杉並消防団 副団長 内
ない とう

敏
とし

男
お

　〃 本郷消防団 副団長 平
ひら

光
みつ

良
りょう

次
じ

　〃 府中市消防団 副団長 本
ほん

間
ま

郁
いく

浩
ひろ

　〃 赤羽消防団 副団長 牧
まき

野
の

吉
よし

孝
たか

　〃 高輪消防団 副団長 三
み

浦
うら

雅
まさ

美
み

　〃 深川消防団 副団長 山
やま

下
した

勝
かつ

義
よし

　〃 臨港消防団 副団長 山
やま

野
の

井
い

　　　充
みつる

　〃 西新井消防団 副団長 横
よこ

田
た

政
まさ

衛
え

　〃 荏原消防団 副団長 吉
よし

田
だ

淳
あつ

宏
ひろ

　〃 練馬消防団 副団長 渡
わた

邉
なべ

勝
かつ

彦
ひこ

　〃 豊島消防団 分団長 阿
あ

部
べ

一
かず

馬
ま

　〃 野方消防団 分団長 安
あ

部
べ

諒
りょう

治
じ

　〃 八王子市消防団 分団長 池
いけ

田
だ

和
かず

年
とし

　〃 本所消防団 分団長 市
いち

田
だ

貞
さだ

夫
お

　〃 麴町消防団 分団長 小
お

　田
だ

　　　晃
あきら

　〃 京橋消防団 分団長 鏡
かがみ

　　　德
とく

太
た

郎
ろう

　〃 大森消防団 分団長 加
か

藤
とう

哲
てつ

朗
ろう

　〃 青ヶ島村消防団 分団長 菊
きく

池
ち

松
まつ

太
た

郎
ろう

　〃 西東京市消防団 分団長 倉
くら

　島
しま

　　　智
さとし

　〃 金町消防団 分団長 黒
くろ

臼
うす

常
つね

光
みつ

　〃 足立消防団 分団長 小
こ

久
く

保
ぼ

道
みち

明
あき

─ 78 ─

都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

千葉県 山武市消防団 分団長 峯
みね

村
むら

孝
たか

雄
お

　〃 野田市消防団 分団長 渡
わた

　邉
なべ

　　　亮
あきら

　〃 勝浦市消防団 分団長 渡
わた

邉
なべ

一
いち

郎
ろう

　〃 成田市消防団 分団長 渡
わた

邉
なべ

直
なお

樹
き

　〃 佐倉市消防団 副分団長 杉
すぎ

山
やま

勝
かつ

已
み

　〃 四街道市消防団 班長 髙
たか

橋
はし

真
しん

一
いち

　〃 四街道市消防団 団員 井
い

岡
おか

誠
せい

一
いち

東京都 玉川消防団 団長 荒
あら

井
い

壽
ひさ

夫
お

　〃 清瀬市消防団 団長 小
こ

寺
でら

正
まさ

明
あき

　〃 上野消防団 団長 関
せき

　　　隆
りゅう

　一
いち

　〃 福生市消防団 団長 瀬
せ

　古
こ

　　　毅
つよし

　〃 国分寺市消防団 団長 内
ない

藤
とう

豊
とよ

一
かず

　〃 小金井市消防団 団長 渡
わた

邉
なべ

正
まさ

明
あき

　〃 武蔵野市消防団 副団長 朝
あさ

倉
くら

一
かず

夫
お

　〃 尾久消防団 副団長 阿
あ

波
ば

英
ひで

夫
お

　〃 杉並消防団 副団長 井
い

口
ぐち

雅
まさ

和
かず

　〃 田園調布消防団 副団長 池
いけ

田
だ

一
かず

男
お

　〃 麻布消防団 副団長 石
いし

井
い

重
しげ

和
かず

　〃 小岩消防団 副団長 伊
い

藤
とう

一
かず

德
のり

　〃 板橋消防団 副団長 岡
おか

田
だ

利
とし

彦
ひこ

　〃 小石川消防団 副団長 岡
おか

村
むら

弘
ひろ

安
やす

　〃 志村消防団 副団長 春
かす

日
が

寛
ひろ

史
し

　〃 目黒消防団 副団長 河
かわ

行
ゆき

賢
けん

次
じ

　〃 牛込消防団 副団長 小
こ

坂
さか

敏
とし

男
お

　〃 蒲田消防団 副団長 佐
さ

藤
とう

陽
よう

一
いち

　〃 本田消防団 副団長 杉
すぎ

浦
うら

文
ふみ

一
かず
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

神奈川県 松田町消防団 副団長 井
いの

上
うえ

秀
ひで

人
と

　〃 横浜市旭消防団 副団長 内
うち

　田
だ

　　　隆
たかし

　〃 横浜市港北消防団 副団長 笈
おい

　川
かわ

　　　茂
しげる

　〃 相模原市消防団 副団長 鈴
すず

　木
き

　　　徹
とおる

　〃 横浜市山手消防団 副団長 添
そえ

田
だ

勝
かつ

夫
お

　〃 伊勢原市消防団 副団長 田
た

中
なか

和
かず

浩
ひろ

　〃 相模原市消防団 副団長 中
なか

　里
ざと

　　　稔
みのる

　〃 横浜市金沢消防団 副団長 平
ひら

野
の

龒
たつ

雄
お

　〃 横浜市西消防団 分団長 相
あい

沢
ざわ

英
ひで

成
あき

　〃 逗子市消防団 分団長 一
いち

栁
やなぎ

隆
りゅう

三
ぞう

　〃 横浜市都筑消防団 分団長 井
いの

上
うえ

新
しん

一
いち

　〃 横浜市磯子消防団 分団長 宇
う

賀
が

神
じん

　　　守
まもる

　〃 横浜市栄消防団 分団長 𦥑𦥑
うす

井
い

正
まさ

明
あき

　〃 横浜市神奈川消防団 分団長 内
うつ

海
み

秀
ひで

起
ゆき

　〃 伊勢原市消防団 分団長 小
お

澤
ざわ

彰
しょう

吾
ご

　〃 横浜市戸塚消防団 分団長 尾
お

矢
や

宏
こう

祐
すけ

　〃 横浜市鶴見消防団 分団長 香
か

取
とり

正
まさ

彦
ひこ

　〃 横浜市泉消防団 分団長 金
かね

子
こ

健
けん

一
いち

　〃 秦野市消防団 分団長 櫛
くし

田
だ

雅
まさ

洋
ひろ

　〃 横浜市保土ケ谷消防団 分団長 久
く

保
ぼ

田
た

重
しげ

雄
お

　〃 川崎市麻生消防団 分団長 小
こ

泉
いずみ

治
はる

信
のぶ

　〃 横浜市南消防団 分団長 河
こう

野
の

紀
のり

久
ひさ

　〃 川崎市幸消防団 分団長 後
ご とう

重
しげ

春
はる

　〃 海老名市消防団 分団長 三
さん

田
だ

英
ひで

樹
き

　〃 秦野市消防団 分団長 島
しま

村
むら

茂
しげ

雄
お

　〃 鎌倉市消防団 分団長 進
しん

藤
どう

善
ぜん

太
た

郎
ろう
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

東京都 赤坂消防団 分団長 小
こ

　堀
ぼり

　　　章
あきら

　〃 神田消防団 分団長 齋
さい

藤
とう

行
ゆき

雄
お

　〃 江戸川消防団 分団長 神
じん

宮
ぐう

司
じ

　　　忠
あつし

　〃 滝野川消防団 分団長 菅
すが

原
わら

隆
りゅう

一
いち

　〃 荻窪消防団 分団長 杉
すぎ

　山
やま

　　　清
きよし

　〃 葛西消防団 分団長 髙
たか

見
み

順
じゅん

一
いち

　〃 池袋消防団 分団長 力
ちから

石
いし

和
かず

志
し

　〃 矢口消防団 分団長 知
ち

久
く

良
よし

夫
お

　〃 王子消防団 分団長 直
なお

井
い

義
よし

治
かず

　〃 四谷消防団 分団長 奈
な

良
ら

憲
のり

治
はる

　〃 新宿消防団 分団長 𣘺𣘺
はし

本
もと

喜
き

久
く

雄
お

　〃 中野消防団 分団長 平
ひら

井
い

敏
とし

夫
お

　〃 荒川消防団 分団長 古
ふる

谷
や

敏
とし

彦
ひこ

　〃 石神井消防団 分団長 本
もと

　橋
はし

　　　勇
いさむ

　〃 城東消防団 分団長 山
やま

内
うち

孝
たか

壽
じゅ

　〃 光が丘消防団 分団長 吉
よし

田
だ

和
かず

生
お

　〃 渋谷消防団 分団長 吉
よし

　田
だ

　　　実
みのる

　〃 日本堤消防団 分団長 渡
わた

邉
なべ

忠
ただ

和
かず

　〃 世田谷消防団 副分団長 秋
あき

　山
やま

　　　弘
ひろし

　〃 向島消防団 副分団長 加
か

藤
とう

榮
えい

久
ひさ

　〃 大井消防団 副分団長 木
き

村
むら

勝
かつ

美
み

　〃 浅草消防団 副分団長 内
ない

藤
とう

信
のぶ

夫
お

　〃 成城消防団 副分団長 福
ふく

田
だ

輝
てる

男
お

　〃 日本橋消防団 副分団長 松
まつ

澤
ざわ

和
かず

男
お

神奈川県 横浜市加賀町消防団 団長 德
とく

永
なが

福
ふく

次
じ

　〃 箱根町消防団 副団長 青
あお

野
の

正
まさ

信
のぶ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

神奈川県 茅ヶ崎市消防団 団員 鳥
とり

居
い

久
ひさ

訓
くに

　〃 海老名市消防団 団員 西
にし

谷
たに

秀
しゅう

一
いち

新潟県 新発田市消防団 団長 伊
い

　藤
とう

　　　充
みつる

　〃 阿賀町消防団 副団長 阿
あ

部
べ

保
やす

雄
お

　〃 三条市消防団 副団長 石
いし

附
づき

利
とし

英
えい

　〃 聖籠町消防団 副団長 伊
い

藤
とう

稔
とし

明
あき

　〃 五泉市消防団 副団長 大
おお

樌
ぬき

彰
あき

吉
よし

　〃 柏崎市消防団 副団長 小
こ

　池
いけ

　　　健
たけし

　〃 新潟市消防団 副団長 高
こう

　野
の

　　　潤
じゅん

　〃 妙高市消防団 副団長 後
ご

　藤
とう

　　　悟
さとる

　〃 佐渡市消防団 副団長 古
こ

家
や

和
かず

彦
ひこ

　〃 新潟市消防団 副団長 齋
さい

　
とう

　　　博
ひろし

　〃 村上市消防団 副団長 斎
さい

藤
とう

三
み

七
な

夫
お

　〃 南魚沼市消防団 副団長 佐
さ

藤
とう

晴
はる

彦
ひこ

　〃 新潟市消防団 副団長 田
た

村
むら

吉
よし

光
みつ

　〃 長岡市消防団 副団長 早
はや

川
かわ

吉
よし

久
ひさ

　〃 長岡市消防団 副団長 平
ひら

澤
さわ

一
かず

秀
ひで

　〃 十日町市消防団 副団長 保
ほ

坂
さか

隆
りゅう

一
いち

　〃 佐渡市消防団 副団長 本
ほん

間
ま

精
せい

一
いち

　〃 弥彦村消防団 副団長 丸
まる

山
やま

浩
ひろ

利
とし

　〃 小千谷市消防団 副団長 水
みず

　内
うち

　　　栄
さかえ

　〃 佐渡市消防団 分団長 安
あん

藤
どう

雅
まさ

彦
ひこ

　〃 長岡市消防団 分団長 五
い

十
か

嵐
らし

正
まさ

博
ひろ

　〃 糸魚川市消防団 分団長 伊
い

藤
とう

信
のぶ

明
あき

　〃 糸魚川市消防団 分団長 猪
いの

　又
また

　　　茂
しげる

　〃 柏崎市消防団 分団長 岩
いわ

　間
ま

　　　満
みつる
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

神奈川県 真鶴町消防団 分団長 谷
たに

　平
ひら

　　　進
すすむ

　〃 川崎市川崎消防団 分団長 常
とこ

　井
い

　　　仁
ひとし

　〃 横浜市緑消防団 分団長 土
ど

志
し

田
だ

克
かつ

己
み

　〃 川崎市麻生消防団 分団長 中
なか

島
じま

眞
しん

一
いち

　〃 厚木市消防団 分団長 原
はら

田
だ

正
まさ

巳
み

　〃 平塚市消防団 分団長 福
ふく

田
だ

雅
まさ

美
み

　〃 横須賀市消防団 分団長 辺
へん

　見
み

　　　正
ただし

　〃 川崎市臨港消防団 分団長 穗
ほ

谷
や

賢
けん

一
いち

　〃 川崎市宮前消防団 分団長 持
もち

田
だ

弘
こう

二
じ

　〃 厚木市消防団 分団長 望
もち

月
づき

玉
たま

三
さぶ

朗
ろう

　〃 横浜市港南消防団 副分団長 相
あい

原
はら

敏
とし

雄
お

　〃 横須賀市消防団 副分団長 相
あい

原
はら

義
よし

信
のぶ

　〃 藤沢市消防団 副分団長 青
あお

　木
き

　　　学
まなぶ

　〃 松田町消防団 副分団長 安
あん

藤
どう

義
よし

文
ふみ

　〃 横浜市伊勢佐木消防団 副分団長 佐
さ

藤
とう

昌
まさ

宏
ひろ

　〃 藤沢市消防団 副分団長 鈴
すず

木
き

秀
ひで

和
かず

　〃 横浜市青葉消防団 副分団長 田
た

𠩤𠩤
はら

美
み

智
ち

雄
お

　〃 横浜市瀬谷消防団 副分団長 望
もち

　月
づき

　　　久
ひさし

　〃 藤沢市消防団 部長 秋
あき

元
もと

壽
とし

男
お

　〃 藤沢市消防団 班長 稲
いな

場
ば

眞
しん

二
じ

　〃 大和市消防団 班長 猪
いの

熊
くま

正
まさ

則
のり

　〃 大和市消防団 班長
そ

　根
ね

　　　誠
まこと

　〃 横須賀市消防団 班長 曽
そ

與
よ

島
しま

　　　稔
みのる

　〃 藤沢市消防団 団員 青
あお

木
き

孝
たか

夫
お

　〃 寒川町消防団 団員 小
お

澤
ざわ

千
ち

明
あき

　〃 茅ヶ崎市消防団 団員 鈴
すず

木
き

俊
とし

明
あき
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

富山県 氷見市消防団 副団長 坂
さか

本
もと

正
まさ

治
はる

　〃 射水市消防団 副団長 三
さん

箇
が

秀
ひで

昭
あき

　〃 立山町消防団 副団長 田
た

　村
むら

　　　保
たもつ

　〃 富山市消防団 副団長 中
なか

林
ばやし

光
みつ

雄
お

　〃 射水市消防団 副団長 長
は

谷
せ

川
がわ

一
かず

夫
お

　〃 富山市消防団 分団長 天
あま

　野
の

　　　治
おさむ

　〃 富山市消防団 分団長 上
うえ

野
の

文
ふみ

克
かつ

　〃 砺波市消防団 分団長 下
か

保
ほ

豊
とよ

秋
あき

　〃 富山市消防団 分団長 貴
き

堂
どう

利
とし

房
ふさ

　〃 高岡市消防団 分団長 坂
さか

　井
い

　　　勉
つとむ

　〃 砺波市消防団 分団長 高
たか

　田
た

　　　茂
しげる

　〃 高岡市消防団 分団長 田
た

　子
ご

　　　実
みのる

　〃 富山市消防団 分団長 田
た

中
なか

保
やす

茂
しげ

　〃 射水市消防団 分団長 塚
つか

越
ごし

英
ひで

秋
あき

　〃 魚津市消防団 分団長 德
とく

本
もと

博
ひろ

義
よし

　〃 高岡市消防団 分団長 中
なか

尾
お

英
ひで

昭
あき

　〃 富山市消防団 分団長 西
にし

野
の

清
せい

作
さく

　〃 射水市消防団 分団長 坂
ばん

　東
どう

　　　昭
あきら

　〃 上市町消防団 分団長 樋
ひ

口
ぐち

久
ひさ

茂
しげ

　〃 高岡市消防団 分団長 葊
ひろ

瀬
せ

昌
まさ

秀
ひで

　〃 黒部市消防団 分団長 宮
みや

﨑
ざき

秀
ひで

雄
お

石川県 能美市消防団 副団長 浅
あさ

　田
だ

　　　薫
かおる

　〃 かほく市消防団 副団長 今
いま

城
き

清
せい

一
いち

　〃 中能登町消防団 副団長 打
うち

越
こし

孝
こう

藏
ぞう

　〃 小松市消防団 副団長 新
しん

川
かわ

勝
かつ

正
まさ

　〃 野々市市消防団 副団長 中
なか

村
むら

昭
しょう

一
いち
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

新潟県 佐渡市消防団 分団長 大
おお

瀬
せ

健
たけ

夫
お

　〃 柏崎市消防団 分団長 金
かね

子
こ

恵
けい

一
いち

　〃 南魚沼市消防団 分団長 上
かみ

　村
むら

　　　明
あきら

　〃 津南町消防団 分団長 桒
くわ

　原
ばら

　　　一
はじめ

　〃 柏崎市消防団 分団長 駒
こま

野
の

和
かず

博
ひろ

　〃 加茂市消防団 分団長 捧
ささげ

　　　文
ぶん

　一
いち

　〃 新潟市消防団 分団長 佐
さ

藤
とう

昭
あき

義
よし

　〃 新潟市消防団 分団長 佐
さ

　藤
とう

　　　浩
ひろし

　〃 新発田市消防団 分団長 塩
しお

谷
や

行
ゆき

男
お

　〃 新潟市消防団 分団長 白
しら

石
いし

勝
かつ

信
のぶ

　〃 湯沢町消防団 分団長 鈴
すず

木
き

一
かず

芳
よし

　〃 上越市消防団 分団長 冨
とみ

永
なが

武
たけ

司
し

　〃 魚沼市消防団 分団長 中
なか

村
むら

正
まさ

克
かつ

　〃 新潟市消防団 分団長 二
に

瓶
へい

正
まさ

彦
ひこ

　〃 新潟市消防団 分団長 長
は

谷
せ

川
がわ

　　　優
まさる

　〃 十日町市消防団 分団長 羽
は

鳥
とり

茂
しげ

宣
のり

　〃 長岡市消防団 分団長 平
ひら

澤
さわ

敏
とし

彦
ひこ

　〃 糸魚川市消防団 分団長 平
ひら

林
ばやし

正
まさ

守
もり

　〃 十日町市消防団 分団長 藤
ふじ

　木
き

　　　博
ひろし

　〃 田上町消防団 分団長 本
ほん

　間
ま

　　　満
みつる

　〃 長岡市消防団 分団長 米
よね

　井
い

　　　彰
あきら

　〃 柏崎市消防団 分団長 渡
わた

邉
なべ

正
しょう

司
じ

　〃 阿賀野市消防団 副分団長 田
た

中
なか

政
まさ

樹
き

　〃 十日町市消防団 部長 富
とみ

澤
ざわ

佐
さ

一
いち

郎
ろう

　〃 胎内市消防団 団員 髙
たか

橋
はし

正
しょう

栄
えい

富山県 富山市消防団 副団長 浅
あさ

名
な

長
ちょう

在
ざ

エ
え

門
もん
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

山梨県 上野原市消防団 団員 清
し

水
みず

久
ひさ

雄
お

　〃 小菅村消防団 団員 古
ふる

家
や

照
てる

彦
ひこ

長野県 北相木村消防団 団長 井
い

出
で

大
まさ

広
ひろ

　〃 佐久穂町消防団 団長 髙
たか

橋
はし

康
やす

徳
のり

　〃 木曽町消防団 団長 児
ちご

野
の

光
みつ

九
く

仁
に

　〃 上松町消防団 団長 山
やま

　田
だ

　　　弘
ひろし

　〃 王滝村消防団 副団長 下
した

村
むら

邦
くに

之
ゆき

　〃 長野市消防団 副団長 髙
たか

木
ぎ よし

博
ひろ

　〃 売木村消防団 副団長 松
まつ

村
むら

文
ふみ

人
と

　〃 御代田町消防団 副団長 丸
まる

山
やま

和
かず

俊
とし

　〃 上田市消防団 副団長 矢
や

島
じま

昭
あき

徳
のり

　〃 松本市消防団 分団長 大
おお

　原
はら

　　　明
あきら

　〃 筑北村消防団 分団長 加
か

藤
とう

修
しゅう

司
じ

　〃 長野市消防団 分団長 小
こ

嶋
じま

賢
けん

一
いち

　〃 松本市消防団 分団長 酒
さか

井
い

基
もと

行
ゆき

　〃 長野市消防団 分団長 下
しも

　條
じょう

　　　昇
のぼる

　〃 松本市消防団 分団長 平
ひら

林
ばやし

千
ち

佳
か

男
お

　〃 長野市消防団 分団長 松
まつ

本
もと

晴
はる

貴
たか

　〃 塩尻市消防団 団員 荻
おぎ

　村
むら

　　　勲
いさお

　〃 長野市消防団 団員 笠
かさ

井
い

忠
ただ

広
ひろ

　〃 南木曽町消防団 団員 桐
きり

山
やま

幸
ゆき

泰
やす

岐阜県 瑞浪市消防団 団長 大
おお

島
しま

忠
ただ

和
かず

　〃 羽島市消防団 副団長 泉
いずみ

　　　徳
のり

　行
ゆき

　〃 池田町消防団 副団長 𫝆𫝆
いま にし

和
かず

平
ひら

　〃 北方町消防団 副団長 臼
うす

井
い

智
とも

浩
ひろ

　〃 本巣市消防団 副団長 宇
う

野
の とし

一
かず
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

石川県 能登町消防団 副団長 宮
みや

下
した

彰
あき

雄
お

　〃 輪島市消防団 分団長 池
いけ

端
ばた

洋
ひろ

男
お

　〃 輪島市消防団 分団長 上
うえ

田
だ

一
かず

二
じ

　〃 七尾市第１消防団 分団長 川
かわ

口
ぐち

竹
たけ

弘
ひろ

　〃 穴水町消防団 分団長 小
こ

林
ばやし

洋
よう

之
の

介
すけ

　〃 金沢市第二消防団 分団長 野
の

　村
むら

　　　茂
しげる

　〃 宝達志水町消防団 分団長 平
ひら

田
た

喜
よし

則
のり

　〃 白山市北消防団 副分団長 島
しま

村
むら

正
しょう

治
じ

　〃 志賀町消防団 団員 角
かど

野
の

敏
とし

明
あき

　〃 珠洲市消防団 団員 野
の

田
だ

健
けん

一
いち

福井県 敦賀美方消防組合敦賀消防団 団長 上
うえ

塚
づか

憲
けん

一
いち

　〃 福井市消防団 団長 水
みず

島
しま

三
みつ

雄
お

　〃 大野市消防団 団長 安
やす

間
ま

勝
かつ

也
や

　〃 嶺北消防組合あわら消防団 団長 山
やま

　口
ぐち

　　　透
とおる

　〃 勝山市消防団 副団長 久
く

保
ぼ

金
かね

喜
よし

　〃 南越消防組合南越前消防団 副団長 堀
ほり

口
ぐち

格
かく

世
よ

　〃 南越消防組合越前市消防団 副団長 山
やま

﨑
ざき

英
ひで

己
み

　〃 福井市消防団 分団長 後
ご

藤
とう

文
ふみ

夫
お

山梨県 道志村消防団 団長 山
やま

口
ぐち

栄
えい

一
いち

　〃 甲府市消防団 副団長 山
やま

田
だ

弘
ひろ

之
ゆき

　〃 西桂町消防団 分団長 梶
かじ

原
わら

日
ひ

出
で

男
お

　〃 甲府市消防団 分団長 戸
と

澤
ざわ

光
みつ

男
お

　〃 韮崎市消防団 分団長 原
はら

匤
ただし

　〃 上野原市消防団 団員 石
いし

　原
はら

　　　信
まこと

　〃 小菅村消防団 団員 奥
おく

秋
あき

一
かず

俊
とし

　〃 道志村消防団 団員 佐
さ

藤
とう

智
とも

秀
ひで
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

静岡県 伊東市消防団 団長 髙
たか

橋
はし

保
やす

文
ふみ

　〃 清水町消防団 団長 山
やま

本
もと

俊
とし

洋
ひろ

　〃 三島市消防団 副団長 伊
い

東
とう

忠
ただ

彦
ひこ

　〃 静岡市消防団 副団長 海
うん

野
の

昌
よし

郎
ろう

　〃 浜松市消防団 副団長 小
お

野
の

敏
とし

彦
ひこ

　〃 熱海市消防団 副団長 菊
きく

地
ち

賢
けん

次
じ

　〃 藤枝市消防団 副団長 木
き

村
むら

欣
きん

嗣
じ

　〃 富士宮市消防団 副団長 佐
さ

野
の

泰
やす

信
のぶ

　〃 焼津市消防団 副団長 高
たか

橋
はし

浩
ひろ

之
ゆき

　〃 小山町消防団 副団長 常
とき

盤
わ

明
あき

彦
ひこ

　〃 下田市消防団 副団長 西
にし

田
だ

竹
たけ

郎
ろう

　〃 三島市消防団 副団長 水
みず

　口
ぐち

　　　勇
いさむ

　〃 富士市消防団 分団長 秋
あき

山
やま

一
かず

男
お

　〃 下田市消防団 分団長 秋
あき

山
やま

京
けい

吾
ご

　〃 富士市消防団 分団長 佐
さ

　藤
とう

　　　孝
たかし

　〃 富士市消防団 分団長 佐
さ

野
の

博
ひろ

章
あき

　〃 静岡市消防団 分団長 杉
すぎ

山
やま

浩
ひろ

久
ひさ

　〃 富士市消防団 分団長 鈴
すず

木
き

貴
たか

之
ゆき

　〃 焼津市消防団 分団長 鈴
すず

　木
き

　　　誠
まこと

　〃 島田市消防団 分団長 冨
とみ

田
だ

弘
ひろ

章
あき

　〃 西伊豆町消防団 副分団長 居
い

山
やま ひろ

康
やす

　〃 沼津市消防団 団員 沖
おき

島
しま

房
ふさ

義
よし

　〃 沼津市消防団 団員 佐
さ

藤
とう

正
まさ

洋
ひろ

愛知県 岡崎市六名消防団 団長 伊
い

藤
とう

政
まさ

弥
や

　〃 名古屋市川原消防団 団長 今
いま

井
い

次
つぎ

男
お

　〃 名古屋市野立消防団 団長 大
おお

矢
や

千
ち

秋
あき
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岐阜県 高山市消防団 副団長 大
おお

田
た

元
もと

之
ゆき

　〃 下呂市消防団 副団長 大
おお

前
まえ

勝
かつ

則
のり

　〃 神戸町消防団 副団長 岡
おか

田
だ

浩
ひろ

康
やす

　〃 下呂市消防団 副団長 越
こし

渡
ど

裕
ひろ

之
ゆき

　〃 関ケ原町消防団 副団長 佐
さ

竹
たけ

利
とし

彦
ひこ

　〃 郡上市消防団 副団長 佐
さ

藤
とう

浩
こう

二
じ

　〃 多治見市消防団 副団長 柴
しば

山
やま

浩
こう

司
し

　〃 高山市消防団 副団長 竹
たけ

腰
ごし

喜
き

久
く

男
お

　〃 八百津町消防団 副団長 舘
たて

林
ばやし

久
ひさ

宜
よし

　〃 高山市消防団 副団長 谷
たに

本
もと

義
よし

則
のり

　〃 高山市消防団 副団長 橋
はし

傍
ぼ

義
よし

博
ひろ

　〃 瑞穂市消防団 副団長 葊
ひろ

　瀬
せ

　　　真
しん

　〃 各務原市消防団 副団長 葊
ひろ

瀬
せ

民
たみ

昭
あき

　〃 恵那市消防団 副団長 水
みず

野
の

富
とみ

夫
お

　〃 海津市消防団 副団長 森
もり

　　　清
きよ

　実
み

　〃 関市消防団 副団長 森
もり

　　　武
たけ

　司
し

　〃 笠松町消防団 分団長 大
おお

野
の

寿
とし

久
ひさ

　〃 飛驒市消防団 分団長 大
おお

家
や

利
とし

樹
き

　〃 高山市消防団 分団長 奥
おく

原
はら

康
やす

夫
お

　〃 中津川市消防団 分団長 小
お

　幡
ばた

　　　晋
すすむ

　〃 中津川市消防団 分団長 澤
さわ

木
き

弘
ひろ

信
のぶ

　〃 高山市消防団 分団長 下
しも

田
だ

秀
ひで

一
かず

　〃 高山市消防団 分団長 下
しも

本
もと

則
のり

夫
お

　〃 瑞穂市消防団 分団長 髙
たか

　木
ぎ

　　　弘
ひろし

　〃 飛驒市消防団 分団長 竹
たけ

林
ばやし

繁
しげ

孝
たか

　〃 中津川市消防団 分団長 林
はやし

　　　行
ゆき

　典
のり

─ 91 ─

都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

愛知県 江南市消防団 団員 小
お

川
がわ

隆
たか

史
し

　〃 一宮市消防団 団員 梶
かじ

浦
うら

栄
えい

侍
じ

　〃 北名古屋市消防団 団員 川
かわ

口
ぐち

賢
けん

一
いち

　〃 豊山町消防団 団員 櫛
くし

田
だ

和
かず

裕
ひろ

　〃 扶桑町消防団 団員 九
く

町
ちょう

浩
こう

二
じ

　〃 一宮市消防団 団員 二
に

ノ
の

宮
みや

博
ひろ

義
よし

　〃 一宮市消防団 団員 前
まえ

畑
はた えい

一
いち

　〃 小牧市消防団 団員 宮
みや

嶋
じま

達
たつ

之
ゆき

　〃 豊橋市消防団 団員 山
やま

下
した

善
よし

之
ゆき

三重県 伊賀市消防団 副団長 奥
おく

　　　伸
しん

　也
や

　〃 四日市市消防団 副団長 加
か

藤
とう

友
とも

久
ひさ

　〃 津市消防団 副団長 清
し

水
みず

喜
き

代
よ

己
み

　〃 志摩市消防団 副団長 山
やま

下
した

三
みつ

男
お

　〃 津市消防団 分団長 青
あお

　　　吉
よし

　美
み

　〃 熊野市消防団 分団長 井
い

本
もと

勝
かつ

行
ゆき

　〃 津市消防団 分団長 小
お

川
がわ

幹
みき

夫
お

　〃 東員町消防団 分団長 加
か

藤
とう

和
かず

彦
ひこ

　〃 鈴鹿市消防団 分団長 加
か

藤
とう

道
みち

博
ひろ

　〃 伊勢市消防団 分団長 河
かわ

𠩤𠩤
はら

清
きよ

美
み

　〃 東員町消防団 分団長 近
こん

藤
どう

德
のり

次
つぐ

　〃 鈴鹿市消防団 分団長 下
しも

井
い しげ

生
お

　〃 菰野町消防団 分団長 武
たけ

田
だ

重
しげ

基
き

　〃 桑名市消防団 分団長 中
なか

　川
がわ

　　　正
ただし

　〃 四日市市消防団 分団長 吉
よし

原
はら

大
だい

蔵
ぞう

　〃 熊野市消防団 副分団長 榎
えの

本
もと

芳
よし

次
じ

─ 90 ─

都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

愛知県 名古屋市千代田橋消防団 団長 酒
さか

井
い

光
みつ

義
よし

　〃 新城市消防団 団長 佐
さ

宗
そう

龍
たつ

俊
とし

　〃 名古屋市二城消防団 団長 髙
たか

木
ぎ

良
りょう

治
じ

　〃 名古屋市中川消防団 団長 田
た

中
なか

秀
ひで

樹
き

　〃 名古屋市清水消防団 団長 長
は

谷
せ

川
がわ

義
よし

春
はる

　〃 岡崎市山中消防団 団長 畑
はた

田
だ

忠
ただ

之
ゆき

　〃 名古屋市上名古屋消防団 団長 服
はっ

部
とり

一
かず

正
まさ

　〃 名古屋市滝ノ水消防団 団長 外
ほか

薗
ぞの

勝
かつ

雄
お

　〃 名古屋市豊岡消防団 団長 矢
や

野
の

武
たけ

司
し

　〃 名古屋市柳消防団 団長 横
よこ

井
い

昌
まさ

弘
ひろ

　〃 尾張旭市消防団 副団長 大
おお

　竹
たけ

　　　功
いさお

　〃 岡崎市梅園消防団 副団長 西
にし

川
かわ

純
じゅん

一
いち

　〃 清須市消防団 副団長 牧
まき

野
の

諭
ゆ

紀
き

広
ひろ

　〃 半田市消防団 副団長 間
ま

瀬
せ

康
やす

雅
まさ

　〃 清須市消防団 副団長 山
やま

　田
だ

　　　泊
とまる

　〃 豊山町消防団 分団長 岡
おか

島
じま

清
きよ

隆
たか

　〃 瀬戸市消防団 分団長 近
こん

藤
どう

靖
せい

輔
すけ

　〃 西尾市一色消防団 分団長 鈴
すず

木
き

輝
てる

昭
あき

　〃 豊山町消防団 副分団長 秋
あき

田
た

勇
はや

人
と

　〃 一宮市消防団 副分団長 加
か

藤
とう

輝
てる

彦
ひこ

　〃 尾張旭市消防団 副分団長 水
みず

野
の

洋
ひろ

文
ふみ

　〃 半田市消防団 部長 榊
さかき

　原
ばら

　　　寛
ひろし

　〃 一宮市消防団 部長 日
ひ

比
び

野
の

文
ふみ

俊
とし

　〃 北名古屋市消防団 班長 近
こん

藤
どう

安
やす

彦
ひこ

　〃 江南市消防団 団員 猪
いの

子
こ

悦
よし

孝
たか

　〃 一宮市消防団 団員 魚
うお

住
ずみ

武
たけ

司
し
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

京都府 京都市伏見消防団 分団長 竹
たけ

内
うち

秀
ひで

之
ゆき

　〃 久御山町消防団 分団長 田
た

　村
むら

　　　学
まなぶ

　〃 京都市山科消防団 分団長 前
まえ

田
だ

正
まさ

行
ゆき

　〃 木津川市消防団 分団長 向
むか

井
い

成
まさ

光
みつ

　〃 京都市下京消防団 分団長 村
むら

　上
かみ

　　　
しげる

　〃 京都市中京消防団 分団長 山
やま

越
ごし

晴
せい

一
いち

　〃 宇治市消防団 副分団長 中
なか

谷
たに

清
せい

一
いち

大阪府 和泉市消防団 団長 山
やま

本
もと

成
しげ

男
お

　〃 枚方市消防団 副団長 上
うえ

田
だ

治
はる

央
お

　〃 池田市消防団 副団長 片
かた

山
やま

照
てる

喜
き

　〃 泉南市消防団 副団長 辻
つじ

　　　秀
ひで

　介
すけ

　〃 交野市消防団 副団長
つた

田
だ

直
なお

彦
ひこ

　〃 交野市消防団 副団長 冨
とみ

田
た

庄
しょう

一
いち

　〃 大東市消防団 副団長 永
なが

　田
た

　　　勉
つとむ

　〃 寝屋川市消防団 副団長 西
にし

中
なか

幸
こう

司
じ

　〃 羽曳野市消防団 副団長 藤
ふじ

　田
た

　　　岳
たかし

　〃 富田林市消防団 分団長 浅
あさ

野
の

貞
さだ

夫
お

　〃 太子町消防団 分団長 植
うえ

村
むら

俊
とし

和
かず

　〃 池田市消防団 分団長 大
おお

久
く

保
ぼ

秀
ひで

彦
ひこ

　〃 河南町消防団 分団長
おく

野
の

保
やす

夫
お

　〃 高槻市消防団 分団長 窪
くぼ

田
た

保
やす

憲
のり

　〃 岬町消防団 分団長 坂
さか

原
はら

哲
てつ

也
や

　〃 貝塚市消防団 分団長 佐
さ

々
さ

木
き

勇
ゆう

一
いち

　〃 吹田市消防団 分団長 田
た

中
なか

茂
しげ

男
お

　〃 富田林市消防団 分団長 田
た

中
なか

已
み

三
さ

和
かず

　〃 豊中市消防団 分団長 田
た

邉
なべ

満
みつ

男
お

─ 92 ─

都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

三重県 亀山市消防団 副分団長 三
み

　方
かた

　　　薫
かおる

　〃 尾鷲市消防団 部長 世
せ

古
こ

勝
かつ

彦
ひこ

　〃 松阪市消防団 団員 北
きた

　村
むら

　　　凖
じゅん

　〃 松阪市消防団 団員 鈴
すず

木
き

忠
ちゅう

司
じ

滋賀県 高島市消防団 副団長 上
うえ

原
はら よし

則
のり

　〃 長浜市消防団 副団長 岡
おか

島
じま

義
よし

孝
たか

　〃 長浜市消防団 副団長 小
お

川
がわ

詳
しょう

市
いち

　〃 高島市消防団 副団長 川
かわ

内
うち

和
かず

洋
ひろ

　〃 守山市消防団 副団長 北
きた

　村
むら

　　　昇
のぼる

　〃 大津市消防団 副団長 小
こ

林
ばやし

伸
しん

一
いち

郎
ろう

　〃 甲賀市消防団 副団長 冨
とみ

増
ます

嘉
よし

章
あき

　〃 甲賀市消防団 副団長 増
ます

田
だ

嘉
よし

彦
ひこ

　〃 大津市消防団 副団長 山
やま

本
もと

敏
とし

明
あき

京都府 与謝野町消防団 団長 澤
さわ

田
だ

尚
なお

登
と

　〃 舞鶴市池内消防団 団長 西
にし

野
の

正
しょう

一
いち

　〃 綾部市消防団 副団長 安
あ

達
だち

正
しょう

二
じ

　〃 宮津市消防団 副団長 上
うえ

山
やま

正
まさ

行
ゆき

　〃 京都市西京消防団 副団長 岡
おか

本
もと

真
しん

也
や

　〃 京都市左京消防団 副団長 木
き

村
むら

明
あき

弘
ひろ

　〃 京都市右京消防団 副団長 田
た

　中
なか

　　　勉
つとむ

　〃 長岡京市消防団 副団長 田
た

村
むら

守
しゅう

二
じ

　〃 京丹波町消防団 副団長 長
なが

　澤
さわ

　　　誠
まこと

　〃 福知山市消防団 副団長 西
にし

垣
がき

由
よし

弘
ひろ

　〃 京都市東山消防団 副団長 原
はら

悟
さとる

　〃 福知山市消防団 分団長 大
おお

槻
つき

伸
しん

吾
ご

　〃 京都市伏見消防団 分団長
すが

野
の

一
かず

夫
お

─ 95 ─

都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

兵庫県 神戸市北消防団 副団長 流
ながれ

田
だ

時
とき

夫
お

　〃 洲本市消防団 副団長 西
にし

田
だ

泰
やす

典
のり

　〃 加古川市消防団 副団長 橋
はし

　本
もと

　　　透
とおる

　〃 神戸市中央消防団 副団長 平
ひら

井
い

俊
とし

之
ゆき

　〃 淡路市消防団 副団長 平
ひら

岡
おか

泰
やす

正
まさ

　〃 淡路市消防団 副団長 南
みなみ

　　　卓
たく

　見
み

　〃 丹波市消防団 副団長 安
やす

井
い

明
あき

彦
ひこ

　〃 姫路市家島町消防団 副団長 山
やま

本
もと

勝
かつ

正
まさ

　〃 神戸市灘消防団 副団長 湯
ゆ

浅
あさ

治
はる

行
ゆき

　〃 加東市消防団 副団長 吉
よし

田
だ

真
まさ

人
と

　〃 姫路市姫路東消防団 分団長 岩
いわ

本
もと

秀
ひで

樹
き

　〃 相生市消防団 分団長 宇
う

田
だ

典
のり

男
お

　〃 宝塚市消防団 分団長 梅
うめ

𦚰𦚰
わき

成
しげ

公
よし

　〃 赤穂市消防団 分団長 大
おお

西
にし

道
みち

務
かね

　〃 尼崎市消防団 分団長 小
お

原
はら

光
こう

司
じ

　〃 姫路市姫路西消防団 分団長 北
きた

澤
ざわ

眞
しん

一
いち

　〃 尼崎市消防団 分団長 小
こ

山
やま

申
しん

次
じ

　〃 西宮市消防団 分団長 佐
さ

藤
とう

修
しゅう

一
いち

　〃 養父市消防団 分団長 城
しろ

下
した

稔
とし

幸
ゆき

　〃 香美町消防団 分団長 田
た

中
なか

公
きみ

雄
お

　〃 姫路市飾磨消防団 分団長 田
た

　中
なか

　　　勉
つとむ

　〃 尼崎市消防団 分団長 田
た

中
なか

壽
とし

治
はる

　〃 香美町消防団 分団長 長
なが

岡
おか

裕
ひろ

文
ふみ

　〃 三田市消防団 分団長 中
なか

田
た

文
ふみ

雄
お

　〃 西宮市消防団 分団長 永
なが

田
た

勝
かつ

樹
き

　〃 養父市消防団 分団長 西
にし

谷
たに

寿
とし

夫
お

─ 94 ─

都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

大阪府 大阪狭山市消防団 分団長 鳥
とり

山
やま

輝
てる

章
あき

　〃 堺市美原消防団 分団長 中
なか

尾
お

和
わ

一
いち

　〃 枚方市消防団 分団長 森
もり

井
い

清
きよ

隆
たか

　〃 島本町消防団 分団長 渡
わた

　邊
なべ

　　　勉
つとむ

　〃 高槻市消防団 副分団長 石
いし

　河
かわ

　　　裕
ゆたか

　〃 河内長野市消防団 副分団長 須
す

田
だ

昌
まさ

良
よし

　〃 茨木市消防団 副分団長 水
みず

本
もと

直
なお

行
ゆき

　〃 松原市消防団 副分団長 吉
よし

田
だ けい

二
じ

　〃 守口市消防団 部長 庭
にわ

　田
た

　　　巖
いわお

　〃 寝屋川市消防団 班長 中
なか

　橋
はし

　　　弘
ひろし

　〃 摂津市消防団 団員 麻
あさ

田
だ

義
よし

治
はる

　〃 箕面市消防団 団員 岡
おか

田
だ

与
よ

一
いち

　〃 寝屋川市消防団 団員 喜
き

　多
た

　　　豊
ゆたか

　〃 寝屋川市消防団 団員 北
きた

川
がわ

勝
かつ

二
じ

　〃 箕面市消防団 団員 久
く

住
すみ

達
たつ

也
や

　〃 島本町消防団 団員 小
こ

林
ばやし

和
かず

夫
お

　〃 四條畷市消防団 団員 樋
ひ

口
ぐち

善
よし

信
のぶ

兵庫県 南あわじ市消防団 団長 榎
えの

本
もと

一
かず

博
ひろ

　〃 豊岡市竹野消防団 副団長 大
おお

野
の

伸
しん

治
じ

　〃 西宮市消防団 副団長 奥
おく

　村
むら

　　　浩
ひろし

　〃 宍粟市消防団 副団長 神
かん

吉
き

正
まさ

男
お

　〃 芦屋市消防団 副団長 岸
きし

野
の

雅
まさ

信
のぶ

　〃 神戸市西消防団 副団長 小
こ

池
いけ

信
のぶ

男
お

　〃 朝来市消防団 副団長 嵯
さ

峨
が

山
やま

利
とし

郎
ろう

　〃 豊岡市竹野消防団 副団長 杉
すぎ

垣
がき

明
あき

彦
ひこ

　〃 豊岡市出石消防団 副団長 中
なか

嶋
しま

勝
かつ

己
み
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

奈良県 大淀町消防団 副団長 篠
しの

原
はら たつ

司
じ

　〃 下市町消防団 副団長 橋
はし

岡
おか

弘
ひろ

隆
たか

　〃 御所市消防団 副団長 花
はな

岡
おか

俊
とし

行
ゆき

　〃 宇陀市消防団 副団長 向
むか

　井
い

　　　浩
ひろし

　〃 天理市消防団 副団長 𠮷𠮷
よし

本
もと

利
とし

郎
お

　〃 大和郡山市消防団 分団長 小
こ

南
みなみ

正
まさ

義
よし

　〃 十津川村消防団 分団長 辻
つじ

　　　正
まさ

　視
み

　〃 上北山村消防団 団員 平
ひら

山
やま

孝
こう

一
いち

和歌山県 高野町消防団 団長 岩
いわ

本
もと

雅
まさ

和
かず

　〃 上富田町消防団 副団長 射
い

塲
ば

一
かず

成
なり

　〃 和歌山市消防団 副団長 沖
おき

守
まもる

　〃 日高川町消防団 副団長 下
しも

野
の

智
ち

昭
あき

　〃 串本町消防団 副団長 関
せき

戸
ど

保
やす

次
じ

　〃 日高町消防団 副団長 田
た

端
ばた

惠
けい

次
じ

　〃 白浜町消防団 副団長 中
なか

村
むら

眞
まさ

人
と

　〃 かつらぎ町消防団 副団長 西
にし

本
もと

訓
のり

良
よし

　〃 白浜町消防団 副団長 廣
ひろ

本
もと

康
こう

嗣
じ

　〃 和歌山市消防団 副団長 前
まえ

田
だ

泰
やす

宏
ひろ

　〃 御坊市消防団 分団長 浦
うら

河
かわ

秀
ひで

行
ゆき

　〃 串本町消防団 分団長 瓜
うり

田
た

義
よし

友
とも

　〃 日高川町消防団 分団長 玉
たま

置
き

孝
こう

治
じ

　〃 橋本市消防団 分団長 辻
つじ

本
もと

嘉
よし

男
お

　〃 串本町消防団 分団長 博
はか

多
た

達
たつ

久
ひさ

　〃 橋本市消防団 分団長 森
もり

　𦚰𦚰
わき

　　　伸
しん

　〃 紀美野町消防団 団員 西
にし

浦
うら

佳
よし

典
のり

鳥取県 八頭町消防団 副団長 安
あん

藤
どう

博
ひろ

昭
あき
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

兵庫県 猪名川町消防団 分団長 野
の

木
ぎ

万
かず

也
や

　〃 相生市消防団 分団長 松
まつ

　原
ばら

　　　司
つかさ

　〃 小野市消防団 分団長 松
まつ

　原
ばら

　　　剛
つよし

　〃 高砂市消防団 分団長 三
み

村
むら

一
かず

三
み

　〃 新温泉町消防団 分団長 宮
みや

　崎
ざき

　　　清
きよし

　〃 加古川市消防団 分団長 宮
みや

永
なが

卓
たく

郎
ろう

　〃 高砂市消防団 分団長 三
み

好
よし

啓
けい

一
いち

　〃 養父市消防団 分団長 村
むら

上
かみ

隆
たか

浩
ひろ

　〃 淡路市消防団 分団長 山
やま

本
もと

洋
ひろ

彰
あき

　〃 赤穂市消防団 分団長 賴
より

定
さだ

祥
よし

行
ゆき

　〃 明石市消防団 副分団長 平
ひら

林
ばやし

敏
とし

夫
お

　〃 明石市消防団 副分団長 山
やま

崎
さき

雄
ゆう

史
じ

　〃 川西市消防団 団員 加
か

藤
とう

万
かず

豊
とよ

　〃 川西市消防団 団員 夛
た

田
だ

仁
に

三
ぞう

　〃 伊丹市消防団 団員 増
ます

　田
だ

　　　平
たいら

　〃 三木市消防団 団員 安
やす

福
ふく

昇
しょう

治
じ

　〃 太子町消防団 団員 山
やま

本
もと

紀
みち

弘
ひろ

奈良県 奈良市消防団 団長 川
かわ

嵜
さき

政
まさ

信
のぶ

　〃 黒滝村消防団 団長 中
なか

井
い

一
いち

郎
ろう

　〃 王寺町消防団 団長 西
にし

　谷
たに

　　　浩
ひろし

　〃 川西町消防団 団長 松
まつ

本
もと

達
たつ

則
のり

　〃 東吉野村消防団 副団長 上
うえ

田
だ

哲
てつ

也
や

　〃 高取町消防団 副団長 大
おお

喜
き

多
た

和
かず

善
よし

　〃 平群町消防団 副団長 岡
おか

田
だ

雅
まさ

行
ゆき

　〃 五條市消防団 副団長 川
かわ

　口
ぐち

　　　健
つよし

　〃 大和高田市消防団 副団長 小
こ

林
ばやし

秀
ひで

光
あき
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

島根県 浜田市消防団 分団長 大
おお

野
の

幹
みき

雄
お

　〃 美郷町消防団 分団長 桐
きり

場
ば

伸
のぶ

昭
あき

　〃 浜田市消防団 分団長 熊
くま

谷
がい

道
みち

利
とし

　〃 邑南町消防団 分団長 倉
くら

　見
み

　　　譲
ゆずる

　〃 浜田市消防団 分団長 砂
すな

田
だ

利
とし

文
ふみ

　〃 邑南町消防団 分団長 田
た

桑
ぐわ

芳
よし

美
み

　〃 益田市消防団 分団長 竹
たけ

内
うち

辰
たつ

穗
ほ

　〃 益田市消防団 分団長 田
た

中
なか

孝
たか

信
のぶ

　〃 浜田市消防団 分団長 田
た

畑
はた

敬
けい

二
じ

　〃 益田市消防団 分団長 中
なか

岡
おか

勝
かつ

史
し

　〃 松江市消防団 分団長 長
なが

廻
さこ

正
まさ

家
いえ

　〃 大田市消防団 分団長 松
まつ

　本
もと

　　　清
きよし

　〃 津和野町消防団 分団長 山
やま

村
むら

幸
ゆき

弘
ひろ

　〃 浜田市消防団 分団長 山
やま

　本
もと

　　　修
おさむ

岡山県 高梁市消防団 副団長 江
え

草
ぐさ

孝
こう

一
いち

　〃 和気町消防団 副団長 小
お

笠
がさ

原
わら

良
よし

和
かず

　〃 西粟倉村消防団 副団長 金
かね

田
だ

穗
ほ

積
づみ

　〃 里庄町消防団 副団長 川
かわ

﨑
さき

一
かず

則
のり

　〃 笠岡市消防団 副団長 佐
さ

藤
とう

伸
しん

吾
ご

　〃 岡山市消防団 副団長 杉
すぎ

本
もと

廣
ひろ

志
し

　〃 備前市消防団 副団長 平
ひら

井
い

大
ます

𠀋𠀋
ら

夫
お

　〃 岡山市消防団 副団長 藤
ふじ

田
た

眞
ま

樹
き

　〃 津山市消防団 分団長 安
あん

藤
どう

一
かず

信
のぶ

　〃 赤磐市消防団 分団長 石
いし

　井
い

　　　徹
とおる

　〃 総社市消防団 分団長 石
いし

井
い

豊
とよ

海
み

　〃 吉備中央町消防団 分団長 石
いし

田
だ

誠
せい

司
じ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

鳥取県 北栄町消防団 副団長 石
いし

井
い

通
みち

人
と

　〃 鳥取市消防団 副団長 今
いま

崎
さき

義
よし

幸
ゆき

　〃 伯耆町消防団 副団長 遠
えん

藤
どう

光
みつ

明
あき

　〃 琴浦町消防団 副団長 野
の

間
ま

田
だ

世
せい

治
じ

　〃 八頭町消防団 副団長 矢
や

部
べ

雅
まさ

彦
ひこ

　〃 湯梨浜町消防団 分団長 絹
きぬ

見
み

正
まさ

春
はる

　〃 米子市消防団 分団長 澤
さわ

口
ぐち

典
のり

夫
お

　〃 米子市消防団 分団長 伊
だ

達
て

厚
あつ

美
み

　〃 日野町消防団 分団長 継
つぎ

　岩
いわ

　　　亨
とおる

　〃 大山町消防団 分団長 戸
と

野
の

陽
よう

平
へい

　〃 八頭町消防団 分団長 中
なか

村
むら

勝
かつ

德
のり

　〃 米子市消防団 分団長 吹
ふき

野
の

悦
えつ

郎
ろう

　〃 伯耆町消防団 分団長 山
やま

本
もと

芳
よし

史
ふみ

島根県 隠岐の島町消防団 団長 村
むら

田
た

正
まさ

弘
ひろ

　〃 大田市消防団 副団長 安
あん

藤
どう

茂
しげ

男
お

　〃 益田市消防団 副団長 桐
きり

木
き

保
やす

男
お

　〃 出雲市消防団 副団長 河
ごう

　原
ばら

　　　基
はじめ

　〃 安来市消防団 副団長 鶴
つる

　原
はら

　　　徹
とおる

　〃 飯南町消防団 副団長 深
ふか

石
いし

賢
けん

一
いち

　〃 松江市消防団 副団長 三
み

角
すみ

正
しょう

一
いち

　〃 出雲市消防団 副団長 三
み

原
はら

敬
けい

一
いち

　〃 雲南市消防団 副団長 安
やす

　井
い

　　　淳
ひろし

　〃 雲南市消防団 副団長 渡
わた

部
なべ

世
せ

津
つ

夫
お

　〃 安来市消防団 副団長 渡
わた

　部
なべ

　　　隆
たかし

　〃 浜田市消防団 分団長 岩
いわ

本
もと

秀
ひで

行
ゆき

　〃 益田市消防団 分団長 大
おお

　賀
が

　　　進
すすむ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

岡山県 吉備中央町消防団 分団長 田
た

中
なか

浩
ひろ

康
やす

　〃 浅口市消防団 分団長 筒
つつ

井
い

信
のぶ

弘
ひろ

　〃 岡山市消防団 分団長 冨
とみ

岡
おか

範
のり

夫
お

　〃 津山市消防団 分団長 中
なか

司
つか

知
とも

利
よし

　〃 真庭市消防団 分団長 南
なん

　條
じょう

　　　靖
やすし

　〃 美咲町消防団 分団長 西
にし

村
むら

省
まさ

人
と

　〃 津山市消防団 分団長 則
のり

本
もと

清
きよ

人
と

　〃 総社市消防団 分団長 橋
はし

本
もと

敬
けい

二
じ

　〃 備前市消防団 分団長 濵
はま

崎
ざき

幹
みき

栄
え

　〃 玉野市消防団 分団長 葊
ひろ

畑
はた

勇
ゆう

介
すけ

　〃 美咲町消防団 分団長 福
ふく

田
だ

幸
こう

司
じ

　〃 瀬戸内市消防団 分団長 藤
ふじ

岡
おか

昭
しょう

平
へい

　〃 岡山市消防団 分団長 前
まえ

　田
た

　　　亨
とおる

　〃 真庭市消防団 分団長 前
まえ

田
だ

基
もと

美
み

　〃 倉敷市消防団 分団長 松
まつ

永
なが

栄
えい

三
ぞう

　〃 岡山市消防団 分団長 松
まつ

本
もと

年
とし

弘
ひろ

　〃 真庭市消防団 分団長 丸
まる

尾
お

英
えい

治
じ

　〃 久米南町消防団 分団長 森
もり

尾
お

壮
そう

一
いち

　〃 笠岡市消防団 分団長 守
もり

屋
や

和
かず

政
まさ

　〃 岡山市消防団 分団長 守
もり

谷
や

澄
すみ

男
お

　〃 岡山市消防団 分団長 山
やま

神
がみ

眞
ま

知
ち

男
お

　〃 美咲町消防団 分団長 山
やま

﨑
さき

勇
ゆう

一
いち

　〃 総社市消防団 分団長 山
やま

　本
もと

　　　磨
おさむ

　〃 真庭市消防団 分団長 山
やま

谷
や

弘
ひろ

通
みち

　〃 笠岡市消防団 副分団長 伊
い

　藤
とう

　　　孝
たかし

　〃 津山市消防団 副分団長 岡
おか

　　　明
あき

　生
お
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

岡山県 新見市消防団 分団長 石
いし

　田
だ

　　　實
みのる

　〃 赤磐市消防団 分団長 石
いし

本
もと

豊
とよ

彦
ひこ

　〃 岡山市消防団 分団長 板
いた

野
の

幹
みき

男
お

　〃 岡山市消防団 分団長 井
いの

上
うえ

伸
しん

一
いち

　〃 久米南町消防団 分団長 遠
えん

藤
どう

憲
けん

一
いち

　〃 高梁市消防団 分団長 大
おお

田
た

博
ひろ

信
のぶ

　〃 奈義町消防団 分団長 岡
おか

　　　和
かず

　明
あき

　〃 岡山市消防団 分団長 岡
おか

﨑
ざき

己
み

佐
さ

雄
お

　〃 津山市消防団 分団長 岡
おか

室
むろ

行
ゆき

博
ひろ

　〃 岡山市消防団 分団長 小
お

　川
がわ

　　　眞
まこと

　〃 倉敷市消防団 分団長 小
お

川
がわ

雅
まさ

男
お

　〃 倉敷市消防団 分団長 小
お

野
の

和
かず

男
お

　〃 瀬戸内市消防団 分団長 尾
おの

上
うえ

昭
あき

則
のり

　〃 鏡野町消防団 分団長
かた

田
た

道
みち

弘
ひろ

　〃 真庭市消防団 分団長 神
かん

庭
ば

伊
い

三
さ

夫
お

　〃 和気町消防団 分団長 菊
きく

　井
い

　　　隆
たかし

　〃 倉敷市消防団 分団長 佐
さ

々
さ

木
き

昭
あき

政
まさ

　〃 美咲町消防団 分団長 澤
さわ

　　　光
みつ

　政
まさ

　〃 真庭市消防団 分団長 島
しま

田
だ

政
まさ

幸
ゆき

　〃 浅口市消防団 分団長 清
し

水
みず

良
よし

治
はる

　〃 美作市消防団 分団長 新
しん

免
めん

仁
まさ

憲
のり

　〃 備前市消防団 分団長 末
すえ

廣
ひろ

孝
こう

学
がく

　〃 鏡野町消防団 分団長 杉
すぎ

本
もと

博
ひろ

文
ふみ

　〃 吉備中央町消防団 分団長 鈴
すず

　木
き

　　　茂
しげる

　〃 津山市消防団 分団長 髙
たか

柳
やなぎ

庸
よう

一
いち

　〃 津山市消防団 分団長 田
た

外
げ

芳
よし

久
ひさ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

広島県 尾道市消防団 副団長 村
むら

上
かみ

勝
かつ

則
のり

　〃 安芸高田市消防団 副団長 山
やま

本
もと

浩
ひろ

司
し

　〃 広島市東消防団 分団長 井
い

手
で

野
の

下
した

義
よし

教
のり

　〃 東広島市消防団 分団長 上
うえ

島
しま

寿
とし

彦
ひこ

　〃 廿日市市消防団 分団長 胡
えびす

　　　芳
よし

　宏
ひろ

　〃 府中町消防団 分団長 大
おお

瀨
せ

戸
と

裕
ゆう

二
じ

　〃 三次市消防団 分団長 大
おお

谷
たに

善
よし

孝
たか

　〃 呉市消防団 分団長 岡
おか

田
だ

義
よし

寛
ひろ

　〃 江田島市消防団 分団長 加
か

島
しま

俊
とし

一
かず

　〃 三原市消防団 分団長 上
かみ

代
だい

賢
けん

治
じ

　〃 呉市消防団 分団長 久
く

留
る

島
しま

忠
ただ

康
やす

　〃 大竹市消防団 分団長 小
こ

　出
いで

　　　茂
しげる

　〃 広島市安芸消防団 分団長 小
こ

鷹
だ

狩
かり

博
ひろ

文
ふみ

　〃 神石高原町消防団 分団長 佐
さ

藤
とう

仁
ひと

史
し

　〃 広島市西消防団 分団長 高
たか

木
き

哲
てっ

平
ぺい

　〃 神石高原町消防団 分団長 田
た

村
むら

哲
てつ

郎
ろう

　〃 三原市消防団 分団長 友
とも

田
だ

良
よし

晃
あき

　〃 北広島町消防団 分団長 仲
なか

川
がわ

雅
まさ

利
とし

　〃 東広島市消防団 分団長 仲
なか

島
しま

修
しゅう

二
じ

　〃 廿日市市消防団 分団長 中
なか

野
の

菊
きく

實
み

　〃 広島市安芸消防団 分団長 中
なか

野
の

英
ひで

俊
とし

　〃 三原市消防団 分団長 中
なか

村
むら

泰
やす

清
きよ

　〃 東広島市消防団 分団長 鳴
なる

　川
かわ

　　　護
まもる

　〃 坂町消防団 分団長 西
にし

谷
たに

修
しゅう

司
じ

　〃 江田島市消防団 分団長 濵
はま

田
だ

岩
いわ

雄
お

　〃 三原市消防団 分団長 藤
ふじ

川
かわ

敏
とし

和
かず
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

岡山県 新見市消防団 副分団長 岡
おか

　崎
ざき

　　　訓
さとし

　〃 真庭市消防団 副分団長 岡
おか

﨑
ざき

隆
たか

男
お

　〃 倉敷市消防団 副分団長
かた

山
やま

省
しょう

三
ぞう

　〃 新見市消防団 副分団長 吉
きっ

川
かわ

元
もと

見
み

　〃 備前市消防団 副分団長 貞
さだ

友
とも

昌
まさ

勝
かつ

　〃 久米南町消防団 副分団長 直
じき

本
もと

広
ひろ

已
み

　〃 真庭市消防団 副分団長 多
た

久
く

間
ま

　　　治
おさむ

　〃 美作市消防団 副分団長 竹
たけ

内
うち

一
かず

利
とし

　〃 倉敷市消防団 副分団長 中
なか

西
にし

公
きみ

仁
ひと

　〃 津山市消防団 副分団長 永
なが

礼
れ

睦
むつ

三
み

　〃 備前市消防団 副分団長 西
にし

上
がみ

徳
とく

一
いち

　〃 赤磐市消防団 副分団長 服
はっ

部
とり

利
とし

通
みち

　〃 津山市消防団 副分団長 藤
ふじ

田
た

章
あき

浩
ひろ

　〃 新見市消防団 副分団長 船
ふな

越
こし

二
に

郎
ろう

　〃 真庭市消防団 副分団長 山
やま

口
ぐち

知
とも

昭
あき

　〃 新見市消防団 副分団長 山
やま

本
もと

英
えい

治
じ

　〃 津山市消防団 副分団長 吉
よし

田
だ

文
ふみ

俊
とし

広島県 福山市消防団 団長 延
のぶ

近
ちか

敬
ゆき

弘
ひろ

　〃 庄原市消防団 副団長 荒
あら

　木
き

　　　伸
しん

　〃 尾道市消防団 副団長 太
おお

田
た

泰
やす

嗣
つぐ

　〃 庄原市消防団 副団長 佐
さ

々
さ

木
き

　　　聖
さとし

　〃 呉市消防団 副団長 大
だい

道
どう

正
まさ

孝
たか

　〃 尾道市消防団 副団長 竹
たけ

田
だ

昭
しょう

治
じ

　〃 福山市消防団 副団長 箱
はこ

田
だ

照
てる

國
くに

　〃 大竹市消防団 副団長 葊
ひろ

井
い

英
えい

治
じ

　〃 庄原市消防団 副団長 福
ふく

　島
しま

　　　豊
ゆたか
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

広島県 広島市中消防団 部長 山
やま

本
もと

勝
かつ

美
み

　〃 広島市中消防団 部長 吉
よし

田
だ

義
よし

文
ふみ

　〃 三次市消防団 班長 伊
だ

達
て

潤
じゅん

郎
ろう

　〃 三次市消防団 団員 出
いづ

羽
は

一
かず

則
のり

　〃 安芸太田町消防団 団員 大
おお

　江
え

　　　章
あきら

　〃 熊野町消防団 団員 加
か

　藤
とう

　　　力
ちから

　〃 安芸太田町消防団 団員 中
なか

川
がわ

康
やす

弘
ひろ

　〃 三次市消防団 団員 平
ひら

　林
ばやし

　　　修
おさむ

　〃 府中市消防団 団員 藤
ふじ

原
わら

吉
よし

克
かつ

　〃 三次市消防団 団員 森
もり

　光
みつ

　　　武
たけし

　〃 安芸太田町消防団 団員 横
よこ

畠
はた

英
ひで

男
お

山口県 周防大島町消防団 団長 東
ひがし

　　　弘
ひろ

　志
し

　〃 周防大島町消防団 副団長 有
あり

川
かわ

利
とし

美
み

　〃 宇部市消防団 副団長 志
し

賀
が

光
みつ

法
のり

　〃 萩市消防団 副団長 田
た

部
べ

槌
つち

男
お

　〃 岩国市消防団 副団長 鶴
つる

田
た

信
のぶ

夫
お

　〃 下関市消防団 副団長 戸
と

澤
ざわ

昭
あき

夫
お

　〃 宇部市消防団 副団長 長
なが

井
い

俊
とし

明
あき

　〃 周防大島町消防団 副団長 中
なか

川
がわ

貞
さだ

明
あき

　〃 下関市消防団 副団長 中
なか

村
むら

義
よし

明
あき

　〃 周防大島町消防団 副団長 𠩤𠩤
はら

井
い

忠
ただ

雄
お

　〃 周南市消防団 副団長 福
ふく

田
だ

哲
てつ

行
ゆき

　〃 岩国市消防団 副団長 宮
みや

本
もと

義
よし

明
あき

　〃 長門市消防団 副団長 森
もり

　　　孝
たか

　彰
あき

　〃 周南市消防団 副団長 守
もり

　田
た

　　　
しげる

　〃 山口市消防団 分団長 阿
あ

　部
べ

　　　豊
ゆたか
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

広島県 東広島市消防団 分団長 古
ふる

　川
かわ

　　　晃
あきら

　〃 東広島市消防団 分団長 細
ほそ

川
かわ

信
しん

吾
ご

　〃 呉市消防団 分団長 堀
ほり

　本
もと

　　　巧
たくみ

　〃 福山市消防団 分団長 松
まつ

川
かわ

尚
なお

曉
あき

　〃 廿日市市消防団 分団長 松
まつ

原
ばら

一
かず

之
ゆき

　〃 広島市南消防団 分団長 松
まつ

原
ばら

葊
ひろ

志
し

　〃 安芸高田市消防団 分団長 的
まと

　塲
ば

　　　巌
いわお

　〃 東広島市消防団 分団長 村
むら

上
かみ

正
まさ

清
きよ

　〃 広島市佐伯消防団 分団長 森
もり

　垣
がき

　　　眞
まこと

　〃 安芸高田市消防団 分団長 行
ゆき

竹
たけ

眞
しん

悟
ご

　〃 呉市消防団 副分団長 上
うえ

條
じょう

増
ます

德
のり

　〃 江田島市消防団 副分団長 上
うえ

空
そら

正
まさ

美
み

　〃 江田島市消防団 副分団長 鎌
かま

田
だ

哲
てつ

彰
あき

　〃 広島市安芸消防団 副分団長 川
かわ

崎
さき

義
よし

則
のり

　〃 呉市消防団 副分団長 新
しん

谷
たに

信
のぶ

樹
き

　〃 呉市消防団 副分団長 友
とも

岡
おか

宗
むね

俊
とし

　〃 広島市西消防団 副分団長 原
はら

田
だ

敏
とし

明
あき

　〃 三原市消防団 副分団長 藤
ふじ

井
い

博
ひろ

朗
あき

　〃 呉市消防団 副分団長
ふじ

田
た

一
かず

博
ひろ

　〃 呉市消防団 副分団長 宮
みや

本
もと

則
のり

行
ゆき

　〃 広島市東消防団 副分団長 村
むら

田
た

峰
みね

夫
お

　〃 竹原市消防団 副分団長 山
やま

元
もと

順
じゅん

一
いち

　〃 呉市消防団 副分団長 山
やま

本
もと

民
たみ

雄
お

　〃 広島市安佐北消防団 部長 佐
さ

々
さ

木
き

信
のぶ

幸
ゆき

　〃 広島市安佐南消防団 部長 松
まつ

村
むら

正
まさ

明
あき

　〃 広島市中消防団 部長 宮
みや

　森
もり

　　　進
すすむ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

山口県 田布施町消防団 部長 坂
さか

本
もと

嘉
よし

彦
ひこ

　〃 美祢市消防団 部長 白
しら

　石
いし

　
ゆき

　登
と

　〃 上関町消防団 班長 福
ふく

永
なが

正
まさ

人
と

　〃 上関町消防団 団員 河
こう

津
つ

敏
とし

美
み

徳島県 三好市山城町消防団 団長 宮
みや

成
なり

政
まさ

信
のぶ

　〃 三好市西祖谷消防団 副団長 梶
かじ

平
ひら

貢
たけ

司
し

　〃 鳴門市消防団 副団長 金
かな

磯
いそ

哲
てつ

司
じ

　〃 三好市池田町消防団 副団長 喜
き

多
た

宏
ひろ

実
み

　〃 吉野川市消防団 副団長 佐
さ

藤
とう

隆
たか

宏
ひろ

　〃 阿南市消防団 副団長 谷
たに

　村
むら

　　　清
きよし

　〃 三好市井川町消防団 副団長 西
にし

　　　芳
よし

　己
み

　〃 阿波市消防団 副団長 林
はやし

　　　宏
こう

　一
いち

　〃 鳴門市消防団 副団長 福
ふく

田
だ

是
よし

宏
ひろ

　〃 美馬西部消防組合消防団 副団長 宮
みや

　田
た

　　　剛
つよし

　〃 那賀町消防団 副団長 森
もり

　　　晴
はる

　美
み

　〃 神山町消防団 分団長 一
いち

宮
みや

美
よし

行
ゆき

　〃 徳島市消防団 分団長 木
きの

下
した

修
しゅう

作
さく

　〃 牟岐町消防団 分団長 木
き

村
むら

義
よし

夫
お

　〃 徳島市消防団 分団長 小
こ

　谷
たに

　　　昇
のぼる

　〃 徳島市消防団 分団長 小
こ

林
ばやし

文
ふみ

昭
あき

　〃 海陽町消防団 分団長 冨
とみ

田
だ

智
とも

久
ひさ

　〃 美馬市消防団 分団長 中
なか

浦
うら

照
てる

久
ひさ

　〃 海陽町消防団 分団長 中
なか

野
の

三
み

佐
さ

男
お

　〃 阿南市消防団 分団長 西
にし

内
うち

三
み

千
ち

年
とし

　〃 阿南市消防団 分団長 平
ひら

坂
さか

公
こう

一
いち

　〃 美馬市消防団 分団長 藤
ふじ

本
もと

泰
やす

司
し
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

山口県 萩市消防団 分団長 岡
おか

弘
ひろし

　〃 岩国市消防団 分団長 兼
かね

城
しろ

通
みち

安
やす

　〃 萩市消防団 分団長 烏
からす

田
だ

茂
しげ

夫
お

　〃 阿武町消防団 分団長 末
すえ

若
わか

勝
まさ

次
つぐ

　〃 山口市消防団 分団長 中
なか

野
の

康
やす

世
よ

　〃 光市消防団 分団長 中
なか

山
やま

忠
ただ

幸
ゆき

　〃 萩市消防団 分団長 西
にし

村
むら

和
かず

充
みつ

　〃 山口市消防団 分団長 野
の

村
むら

俊
しゅん

治
じ

　〃 長門市消防団 分団長 林
はやし

　　　英
ひで

　昭
あき

　〃 美祢市消防団 分団長 林
はやし

　　　
ひで

　行
ゆき

　〃 柳井市消防団 分団長 丸
まる

田
た

逸
いつ

雄
お

　〃 防府市消防団 分団長 水
みず

野
の

俊
とし

仁
ひと

　〃 山口市消防団 分団長 宮
みや

正
しょう

文
ふみ

夫
お

　〃 岩国市消防団 分団長 向
むかい

原
はら

一
かず よし

　〃 下松市消防団 分団長 村
むら

上
かみ

里
さと

明
あき

　〃 阿武町消防団 分団長
も

刈
がり

達
たつ

美
み

　〃 光市消防団 分団長 森
もり

本
もと

幹
みき

夫
お

　〃 美祢市消防団 分団長 栁
やな

瀨
せ

俊
しゅん

二
じ

　〃 山陽小野田市消防団 分団長 山
やま

中
なか

弘
ひろ

人
と

　〃 光市消防団 分団長 山
やま

本
もと

順
じゅん

次
じ

　〃 防府市消防団 分団長 吉
よし

村
むら

一
かず

馬
ま

　〃 山陽小野田市消防団 分団長 吉
よし

村
むら なお

孝
たか

　〃 萩市消防団 分団長 吉
よし

村
むら

泰
やす

憲
のり

　〃 山陽小野田市消防団 副分団長 中
なか

島
しま

一
かず

雄
お

　〃 平生町消防団 副分団長 葊
ひろ

本
もと

敏
とし

勝
かつ

　〃 長門市消防団 副分団長 光
みつ

　永
なが

　　　徹
とおる
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

香川県 丸亀市消防団 分団長 都
つ

　築
づき

　　　隆
たかし

　〃 高松市消防団 分団長 中
なか

井
い

一
いち

郎
ろう

　〃 坂出市消防団 分団長 浜
はま

　崎
ざき

　　　勝
まさる

　〃 綾川町消防団 分団長 松
まつ

尾
お

行
ゆき

泰
ひろ

　〃 まんのう町消防団 分団長 宮
みや

地
じ

正
まさ

康
やす

　〃 高松市消防団 分団長 吉
よし

村
むら

正
まさ

則
のり

　〃 高松市消防団 分団長 渡
わた

邊
なべ

庄
しょう

平
へい

愛媛県 今治市消防団 副団長 秋
あき

　山
やま

　　　實
みのる

　〃 宇和島市消防団 副団長 浅
あさ

井
い

康
やす

之
ゆき

　〃 西予市消防団 副団長 池
いけ

田
だ

昌
まさ

隆
たか

　〃 今治市消防団 副団長 片
かた

山
やま

能
よし

克
かつ

　〃 砥部町消防団 副団長 佐
さ

川
がわ

照
てる

福
よし

　〃 今治市消防団 副団長 白
しら

鞘
さや

浩
ひろ

志
し

　〃 久万高原町消防団 副団長 瀧
たき

内
うち

光
みつ

雄
お

　〃 愛南町消防団 副団長 長
なが

尾
お

英
ひで

生
お

　〃 内子町消防団 副団長 西
にし

本
もと

和
かず

明
あき

　〃 鬼北町消防団 副団長 二
にの

　宮
みや

　　　悟
さとる

　〃 西条市消防団 副団長 平
ひら

塚
つか

昌
まさ

郁
ふみ

　〃 八幡浜市消防団 副団長 藤
ふじ

原
わら

展
のぶ

嘉
よし

　〃 今治市消防団 副団長 正
まさ

　岡
おか

　　　要
かなめ

　〃 大洲市消防団 副団長 村
むら

上
かみ

正
まさ

春
はる

　〃 今治市消防団 副団長 矢
や

野
の

伸
しん

也
や

　〃 西予市消防団 副団長 山
やま

本
もと

重
しげ

幸
ゆき

　〃 今治市消防団 副団長 山
やま

本
もと

清
せい

吾
ご

　〃 大洲市消防団 副団長 山
やま

本
もと

廣
ひろ

喜
き

　〃 大洲市消防団 副団長 渡
わた

部
なべ

和
かず

久
ひさ

─ 108 ─

都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

徳島県 美馬市消防団 分団長 松
まつ

家
か

貞
さだ

夫
お

　〃 海陽町消防団 分団長 宮
みや

林
ばやし

俊
とし

雄
お

　〃 美波町消防団 副分団長 坂
さか

　口
ぐち

　　　進
すすむ

　〃 板野町消防団 団員 齋
さい

藤
とう

茂
しげ

夫
お

　〃 勝浦町消防団 団員 定
じょう

作
づくり

誉
たか

之
ゆき

　〃 美馬西部消防組合消防団 団員 立
たつ

道
みち

政
まさ

𠮷𠮷
きち

香川県 さぬき市消防団 団長 石
いし

川
かわ

孝
たか

義
よし

　〃 丸亀市消防団 副団長 五
い

百
お

森
もり

信
のぶ

幸
ゆき

　〃 観音寺市消防団 副団長 大
おお

西
にし

登
のぶ

茂
しげ

　〃 三豊市消防団 副団長 鴨
かも

田
だ

直
なお

士
ひと

　〃 東かがわ市消防団 副団長 小
こ

山
やま

次
じ

郎
ろう

　〃 多度津町消防団 副団長 竹
たけ

林
ばやし

正
まさ

知
とも

　〃 直島町消防団 副団長 手
て

　塚
づか

　　　浩
ひろし

　〃 丸亀市消防団 副団長 平
ひら

澤
さわ

秀
しゅう

介
すけ

　〃 さぬき市消防団 副団長
ふじ

田
た

輝
てる

雄
お

　〃 宇多津町消防団 副団長 松
まつ

村
むら

栄
えい

一
いち

　〃 高松市消防団 副団長 山
やま

　下
した

　　　勲
いさお

　〃 土庄町消防団 副団長 山
やま

　本
もと

　　　昇
のぼる

　〃 三豊市消防団 分団長 宇
う

　川
かわ

　　　仁
ひとし

　〃 丸亀市消防団 分団長 大
おお

西
にし

邦
くに

夫
お

　〃 さぬき市消防団 分団長 大
おお

　西
にし

　　　正
ただし

　〃 高松市消防団 分団長 加
か

藤
とう

一
かず

男
お

　〃 小豆島町消防団 分団長 久
く

留
る

島
しま

賢
けん

一
いち

　〃 高松市消防団 分団長 塩
しお

﨑
ざき

孝
たか

博
ひろ

　〃 三豊市消防団 分団長 竹
たけ

内
うち

幸
さち

雄
お

　〃 高松市消防団 分団長 佃
つくだ

　　　光
みつ

　葊
ひろ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

愛媛県 久万高原町消防団 部長 青
あお

木
き

俊
とし

明
あき

　〃 今治市消防団 部長 田
た

中
なか

武
たけ

繁
しげ

　〃 上島町消防団 部長 松
まつ

本
もと

敏
とし

和
かず

　〃 伊方町消防団 班長 清
せい

　家
け

　　　稔
みのる

　〃 久万高原町消防団 班長 山
やま

本
もと

満
みつ

幸
ゆき

　〃 久万高原町消防団 団員 石
いし

川
かわ

正
しょう

吉
きち

　〃 松前町消防団 団員 一
いっ

色
しき

正
まさ

人
と

　〃 鬼北町消防団 団員 上
うえ

　田
だ

　　　司
つかさ

　〃 上島町消防団 団員 菅
かん

　　　讓
じょう

　二
じ

　〃 西予市消防団 団員 佐
さ

々
さ

木
き

邦
くに

仁
ひと

　〃 久万高原町消防団 団員 高
たか

山
やま

英
ひで

明
あき

　〃 久万高原町消防団 団員 中
なか

川
がわ

久
ひさ

夫
お

　〃 伊方町消防団 団員 中
なか

村
むら

滿
みつ

治
はる

　〃 四国中央市消防団 団員 山
やま

本
もと

正
まさ

廣
ひろ

　〃 伊予市消防団 団員 柚
ゆ

ノ
の

谷
たに

　　　優
まさる

　〃 四国中央市消防団 団員 脇
わき

　　　斗
と

志
し

也
や

高知県 宿毛市消防団 副団長 岩
いわ

本
もと

公
こう

一
いち

　〃 中芸広域連合田野町消防団 副団長 田
た

中
なか

豊
とよ

歖
き

　〃 本山町消防団 副団長 前
まえ

田
だ

昭
あき

彦
ひこ

　〃 越知町消防団 副団長 松
まつ

井
い

邦
くに

夫
お

　〃 いの町消防団 副団長 山
やま

中
なか

靖
せい

一
いち

　〃 土佐市消防団 副団長 山
やま

本
もと

倫
のり

弘
ひろ

　〃 大豊町消防団 分団長 猪
い

野
の

義
よし

次
つぐ

　〃 安芸市消防団 分団長 尾
お

　木
ぎ

　　　満
みつる

　〃 仁淀川町消防団 分団長
かた

岡
おか

幸
こう

太
た

郎
ろう

　〃 四万十市消防団 分団長 上
かみ

岡
おか

伸
のぶ

郎
お
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

愛媛県 松山市消防団 分団長 一
いっ

色
しき

文
ふみ

雄
お

　〃 松山市消防団 分団長 上
うえ

田
だ

賴
より

幸
ゆき

　〃 松前町消防団 分団長 大
おお

　川
かわ

　　　誠
まこと

　〃 上島町消防団 分団長 亀
かめ

山
やま

秀
ひで

夫
お

　〃 東温市消防団 分団長
かん

能
のう

英
ひで

樹
き

　〃 伊予市消防団 分団長 久
く

保
ぼ

重
しげ

隆
たか

　〃 四国中央市消防団 分団長 定
さだ

岡
おか

秀
ひで

臣
おみ

　〃 西予市消防団 分団長 下
した

山
やま

拓
たく

夫
お

　〃 四国中央市消防団 分団長 玉
たま

井
い

秀
ひで

宣
のぶ

　〃 松野町消防団 分団長 綱
つな

　崎
ざき

　　　清
きよし

　〃 鬼北町消防団 分団長 戸
と

田
だ

功
こう

一
いち

　〃 西条市消防団 分団長 豊
とよ

田
だ

祐
ゆう

司
じ

　〃 今治市消防団 分団長 永
なが

野
の

英
えい

二
じ

　〃 松前町消防団 分団長 日
ひ

　野
の

　　　徹
とおる

　〃 松山市消防団 分団長 三
み

上
かみ

宗
むね

利
とし

　〃 内子町消防団 分団長 宮
みや

脇
わき

邦
くに

夫
お

　〃 松山市消防団 分団長 山
やま

﨑
さき

誠
せい

治
じ

　〃 松山市消防団 分団長 山
やま

田
だ

久
ひさ

雄
お

　〃 松前町消防団 分団長 横
よこ

　山
やま

　　　融
ゆずる

　〃 松山市消防団 分団長 芳
よし

野
の

正
まさ

至
ゆき

　〃 大洲市消防団 副分団長 有
あり

友
とも

章
しょう

治
じ

　〃 四国中央市消防団 副分団長 進
しん

藤
どう

高
たか

志
し

　〃 新居浜市消防団 副分団長 砂
すな

　田
だ

　　　守
まもる

　〃 新居浜市消防団 副分団長 筒
つつ

　井
い

　　　衞
まもる

　〃 新居浜市消防団 副分団長 藤
ふじ

田
た

正
まさ

彦
ひこ

　〃 上島町消防団 副分団長 益
ます

本
もと

三
さぶ

郎
ろう
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

福岡県 福岡市早良消防団 分団長 石
いし

橋
ばし

龍
りゅう

次
じ

　〃 みやこ町消防団 分団長 石
いし

山
やま くに

雄
お

　〃 添田町消防団 分団長 市
いち

野
の

正
まさ

人
と

　〃 宮若市消防団 分団長 上
うえ

野
の

一
かず

吉
よし

　〃 北九州市八幡西消防団 分団長 瓜
う

生
りゅう

文
ふみ

彦
ひこ

　〃 福岡市水上消防団 分団長 大
おお

歯
ば

邦
くに

雄
お

　〃 北九州市小倉南消防団 分団長 岡
おか

田
だ

穗
ほ

積
づみ

　〃 田川市消防団 分団長 小
お

川
がわ

正
まさ

富
とみ

　〃 福岡市東消防団 分団長 小
お

山
やま

博
ひろ

美
み

　〃 田川市消防団 分団長 加
か

治
じ

運
かず

三
み

　〃 川崎町消防団 分団長 上
かみ

條
じょう

公
きみ

男
お

　〃 直方市消防団 分団長 河
かわ

野
の

秀
ひで

幸
ゆき

　〃 久留米市消防団 分団長 合
ごう

　戸
と

　　　滋
しげる

　〃 大任町消防団 分団長 坂
さか

本
もと

年
とし

行
ゆき

　〃 福岡市早良消防団 分団長 清
し

水
みず

和
かず

人
と

　〃 中間市消防団 分団長 清
し

水
みず

昭
しょう

二
じ

　〃 飯塚市消防団 分団長 白
しら

土
つち

一
かず

美
み

　〃 福智町消防団 分団長 田
た

口
ぐち

一
いち

郎
ろう

　〃 糸田町消防団 分団長 辻
つじ

生
お

武
たけ

年
とし

　〃 福岡市南消防団 分団長 冨
とみ

田
た

広
ひろ

和
かず

　〃 大牟田市消防団 分団長 鳥
とり

巢
す

秀
ひで

昭
あき

　〃 築上町消防団 分団長 永
なが

野
の

隆
たか

信
のぶ

　〃 みやこ町消防団 分団長 西
にし

田
だ

祐
ゆう

司
じ

　〃 北九州市小倉北消防団 分団長 西
にし

田
だ

義
よし

治
はる

　〃 豊前市消防団 分団長 平
ひら

木
き

一
かず

洋
ひろ

　〃 飯塚市消防団 分団長 平
ひら

田
た

要
よう

介
すけ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

高知県 大月町消防団 分団長 黒
くろ

田
だ

朝
あさ

男
お

　〃 中芸広域連合奈半利町消防団 分団長 坂
さか

本
もと

年
とし

男
お

　〃 高幡消防組合須崎消防団 分団長 笹
ささ

岡
おか

啓
けい

助
すけ

　〃 高幡消防組合中土佐消防団 分団長 下
しも

元
もと

敏
とし

道
みち

　〃 高幡消防組合津野消防団 分団長 高
たか

橋
はし

好
よし

文
ふみ

　〃 香南市野市消防団 分団長 武
たけ

内
うち

和
かず

雄
お

　〃 佐川町消防団 分団長 田
た

村
むら

重
しげ

富
とみ

　〃 室戸市消防団 分団長 濱
はま

漥
くぼ

修
しゅう

一
いち

　〃 いの町消防団 分団長 濵
はま

田
だ

滿
みつ

葊
ひろ

　〃 高知市消防団 分団長 福
ふく

井
い

雅
まさ

一
かず

　〃 高幡消防組合四万十消防団 分団長 森
もり

田
た

健
けん

二
じ

　〃 香美市消防団 分団長 山
やま

地
ぢ

正
まさ

明
あき

　〃 東洋町消防団 班長 奈
な

良
ら

﨑
さき

公
きん

一
いち

　〃 日高村消防団 団員 吉
よし

村
むら

德
のり

男
お

福岡県 東峰村消防団 団長 小
お

野
の

政
まさ

司
し

　〃 吉富町消防団 団長 横
よこ

川
がわ

清
せい

一
いち

　〃 宗像市消防団 団長 吉
よし

武
たけ

大
だい

作
さく

　〃 大川市消防団 副団長 今
いま

村
むら

和
かず

博
ひろ

　〃 大牟田市消防団 副団長 木
きの

下
した

博
ひろ

之
ゆき

　〃 豊前市消防団 副団長 西
にし

澤
ざわ

康
やす

夫
お

　〃 八女市黒木消防団 副団長 原
はら

　　　一
かず

　博
ひろ

　〃 北九州市門司消防団 副団長 松
まつ

田
だ

伸
しん

一
いち

　〃 福岡市博多消防団 分団長 天
あま

野
の

和
かず

美
み

　〃 赤村消防団 分団長 荒
あら

平
ひら

明
あき

彦
ひこ

　〃 福岡市水上消防団 分団長 石
いし

橋
ばし

健
けん

二
じ

　〃 久留米市消防団 分団長 石
いし

橋
ばし

利
とし

晴
はる
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

佐賀県 佐賀市消防団 分団長 池
いけ

田
だ

忠
ただ

司
し

　〃 唐津市消防団 分団長 池
いけ

田
だ

浩
ひろ

美
み

　〃 唐津市消防団 分団長 岩
いわ

﨑
さき

保
もり

曉
あき

　〃 唐津市消防団 分団長 大
おお

石
いし

博
ひろ

保
やす

　〃 太良町消防団 分団長 大
おお

　場
ば

　　　浩
ひろし

　〃 佐賀市消防団 分団長 嘉
か

村
むら

勝
かつ

彦
ひこ

　〃 吉野ヶ里町消防団 分団長 北
きた

原
はら

和
かず

宏
ひろ

　〃 武雄市消防団 分団長 黒
くろ

　川
かわ

　　　司
つかさ

　〃 伊万里市消防団 分団長 坂
さか

本
もと

徳
のり

治
はる

　〃 神埼市消防団 分団長 重
しげ

松
まつ

大
だい

介
すけ

　〃 有田町消防団 分団長 田
た

代
しろ

康
やす

伸
のぶ

　〃 佐賀市消防団 分団長 中
なか

原
はら

文
ふみ

明
あき

　〃 白石町消防団 分団長 樋
ひ

口
ぐち

幸
こう

喜
き

　〃 佐賀市消防団 分団長 福
ふく

井
い

義
よし

晴
はる

　〃 佐賀市消防団 分団長 福
ふく

　田
た

　　　学
まなぶ

　〃 武雄市消防団 分団長 福
ふく

地
ち

直
なお

樹
き

　〃 みやき町消防団 分団長 馬
ま

郡
ごおり

文
ふみ

男
お

　〃 佐賀市消防団 分団長 武
む

藤
とう

輝
てる

久
ひさ

　〃 武雄市消防団 分団長 森
もり

　　　浩
こう

　三
ぞう

　〃 唐津市消防団 分団長 吉
よし

村
むら

勝
かつ

朗
ろう

　〃 鹿島市消防団 副分団長 倉
くら

﨑
さき

政
まさ

直
なお

　〃 嬉野市消防団 副分団長 副
そえ

島
じま

久
ひさ

洋
ひろ

　〃 白石町消防団 副分団長 福
ふく

田
た

拓
たく

美
み

　〃 みやき町消防団 副分団長 山
やま

　田
だ

　　　直
すなお

長崎県 長崎市消防団 副団長 相
あい

　川
かわ

　　　巖
いわお

　〃 西海市消防団 副団長 入
いり

　口
ぐち

　　　守
まもる

─ 114 ─

都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

福岡県 田川市消防団 分団長 平
ひら

　塚
つか

　　　勇
いさむ

　〃 福岡市西消防団 分団長 福
ふく

田
だ

孝
たか

明
あき

　〃 宮若市消防団 分団長 藤
ふじ

島
しま

茂
しげ

治
はる

　〃 北九州市若松消防団 分団長 前
まえ

田
だ

英
ひで

夫
お

　〃 嘉麻市消防団 分団長 益
ます

田
だ

義
よし

昭
あき

　〃 福岡市中央消防団 分団長 松
まつ

永
なが

冨
ふ

二
じ

男
お

　〃 桂川町消防団 分団長 三
み

宅
やけ

雅
まさ

昭
あき

　〃 北九州市八幡東消防団 分団長 宮
みや

原
はら

正
まさ

文
ふみ

　〃 北九州市八幡東消防団 分団長 三
み

善
よし

隆
たか

人
と

　〃 柳川市消防団 分団長 森
もり

田
た

好
よし

孝
たか

　〃 飯塚市消防団 分団長 山
やま

口
ぐち

貞
さだ

德
のり

　〃 嘉麻市消防団 分団長 山
やま

下
した

幸
ゆき

雄
お

　〃 香春町消防団 分団長 山
やま

田
だ

康
やす

宏
ひろ

　〃 北九州市門司消防団 副分団長 赤
あか

野
の けい

一
いち

　〃 北九州市門司消防団 副分団長 荒
あら

谷
たに

眞
しん

悟
ご

　〃 小竹町消防団 副分団長 飯
いい

野
の

和
かず

博
ひろ

　〃 飯塚市消防団 副分団長 井
いの

　上
うえ

　　　茂
しげる

　〃 行橋市消防団 副分団長 城
き

戸
ど

俊
しゅん

二
じ

　〃 嘉麻市消防団 副分団長 福
ふく

澤
ざわ

祐
ゆう

亮
すけ

　〃 行橋市消防団 副分団長 村
むら

上
かみ

直
なお

義
よし

　〃 上毛町消防団 部長 山
やま

本
もと

盛
もり

文
ふみ

佐賀県 唐津市消防団 副団長 石
いし

田
だ

勝
かつ

茂
しげ

　〃 唐津市消防団 副団長 小
お

笠
がさ

原
わら

　　　一
はじめ

　〃 唐津市消防団 副団長 川
かわ

添
ぞえ

秀
ひで

幸
ゆき

　〃 小城市消防団 副団長 下
しも

村
むら

一
かず

寿
ひさ

　〃 小城市消防団 副団長 原
はら

田
だ

邦
くに

弘
ひろ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

長崎県 長崎市消防団 分団長 田
た

中
なか

和
かず

則
のり

　〃 平戸市消防団 分団長 永
なが

澤
さわ

日
ひ

出
で

男
お

　〃 長崎市消防団 分団長 橋
はし

本
もと

耕
こう

一
いち

　〃 時津町消防団 分団長 濵
はま

　　　正
まさ

　伸
のぶ

　〃 佐世保市消防団 分団長 濵
はま

田
だ

隆
たか

久
ひさ

　〃 平戸市消防団 分団長 濵
はま

　田
だ

　　　勝
まさる

　〃 長崎市消防団 分団長 平
ひら

　井
い

　　　健
たけし

　〃 佐々町消防団 分団長 松
まつ

井
い

保
やす

孝
たか

　〃 五島市消防団 分団長 向
むか

井
い

勇
ゆう

一
いち

　〃 東彼杵町消防団 分団長 村
むら

江
え

敏
とし

雄
お

　〃 新上五島町消防団 団員 小
お

田
だ

信
のぶ

郎
お

　〃 五島市消防団 団員 宮
みや

川
がわ

喜
き

善
よし

熊本県 合志市消防団 団長 中
なか

　島
しま

　　　健
たけし

　〃 菊池市消防団 副団長 荒
あら

木
き

新
しん

勝
かつ

　〃 天草市消防団 副団長 荒
あら

田
た

昇
しょう

一
いち

　〃 阿蘇市消防団 副団長 梅
うめ

野
の

孝
たか

徳
のり

　〃 天草市消防団 副団長 尾
お

田
だ

住
すみ

一
かず

　〃 天草市消防団 副団長 黒
くろ

田
だ

公
きみ

生
お

　〃 八代市消防団 副団長 志
し

垣
がき

明
あき

生
お

　〃 山江村消防団 副団長 立
たて

　道
みち

　　　徹
とおる

　〃 小国町消防団 副団長 時
とき

松
まつ

一
かず

義
よし

　〃 阿蘇市消防団 副団長 楢
なら

木
ぎ

野
の

政
まさ

一
かず

　〃 天草市消防団 副団長 原
はら

　田
だ

　　　清
きよし

　〃 山鹿市消防団 副団長 古
ふる

田
た

太
た

郎
ろう

　〃 氷川町消防団 副団長 前
まえ

田
だ

博
ひろ

文
ふみ

　〃 宇城市消防団 副団長 矢
や

澤
ざわ

達
たつ

也
や
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

長崎県 雲仙市消防団 副団長 緒
お

方
がた

秀
ひで

雄
お

　〃 対馬市消防団 副団長 串
くし

﨑
ざき

昌
まさ

英
ひで

　〃 長崎市消防団 副団長 黒
くろ

田
だ

義
よし

夫
お

　〃 南島原市消防団 副団長 古
こ

　賀
が

　　　隆
たかし

　〃 対馬市消防団 副団長 瀬
せ

崎
さき

幹
みき

宣
のり

　〃 長与町消防団 副団長 谷
たに

川
がわ

義
よし

浩
ひろ

　〃 長崎市消防団 副団長 鳥
とり

田
た

時
とき

治
はる

　〃 西海市消防団 副団長 永
なが

田
た

弘
ひろ

保
やす

　〃 壱岐市消防団 副団長 中
なか

原
はら

正
まさ

博
ひろ

　〃 諫早市消防団 副団長 藤
ふじ

山
やま

博
ひろ

記
き

　〃 新上五島町消防団 副団長 前
まえ

田
だ

忠
ただ

男
お

　〃 川棚町消防団 副団長 三
み

根
ね

仁
まさ

和
かず

　〃 新上五島町消防団 副団長 宮
みや

﨑
ざき

健
けん

吾
ご

　〃 対馬市消防団 副団長 柳
やなぎ

田
だ

昭
あき

徳
のり

　〃 雲仙市消防団 副団長 吉
よし

岡
おか

直
なお

行
ゆき

　〃 長崎市消防団 分団長 荒
あら

木
き

勇
ゆう

次
じ

　〃 佐世保市消防団 分団長 岩
いわ

男
お

隆
りゅう

治
じ

　〃 松浦市消防団 分団長 岩
いわ

佐
さ

宗
むね

憲
のり

　〃 長崎市消防団 分団長 小
お

川
がわ

礼
れい

二
じ

郎
ろう

　〃 五島市消防団 分団長 小
お

田
だ

宣
のぶ

治
じ

　〃 佐世保市消防団 分団長 川
かわ

瀬
せ

政
まさ

俊
とし

　〃 松浦市消防団 分団長 川
かわ

原
はら

盛
もり

人
と

　〃 長崎市消防団 分団長 小
こ

口
ぐち

成
しげ

利
とし

　〃 平戸市消防団 分団長 近
こん

藤
どう

力
りき

男
お

　〃 小値賀町消防団 分団長 﨑
さき

山
やま

善
よし

寿
ひさ

　〃 大村市消防団 分団長 竹
たけ

　末
すえ

　　　学
まなぶ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

熊本県 芦北町消防団 分団長 元
もと

山
やま

正
まさ

徳
のり

　〃 熊本市消防団 分団長 𠮷𠮷
よし

野
の

弘
ひろ

利
とし

　〃 熊本市消防団 副分団長 岡
おか

　　　貞
さだ

　男
お

　〃 熊本市消防団 副分団長 織
お

田
だ

義
よし

博
ひろ

　〃 熊本市消防団 副分団長 平
ひら

田
た

尚
しょう

三
ぞう

　〃 熊本市消防団 副分団長 本
ほん

田
だ

清
せい

治
じ

　〃 熊本市消防団 副分団長 米
よね

　村
むら

　　　曻
のぼる

大分県 由布市消防団 団長 吉
き

良
ら

利
とし

武
たけ

　〃 杵築市消防団 団長 藤
ふじ

原
わら

勇
いさ

郎
お

　〃 竹田市消防団 副団長 足
あ

立
だち

康
やす

成
なり

　〃 佐伯市弥生消防団 副団長 五
い

十
そ

川
がわ

富
とみ

也
や

　〃 宇佐市消防団 副団長 井
い

本
もと

裕
ひろ

明
あき

　〃 宇佐市消防団 副団長
え とう

秀
しゅう

司
じ

　〃 玖珠町消防団 副団長 衛
え

藤
とう

博
ひろ

幸
ゆき

　〃 大分市消防団 副団長 竹
たけ

中
なか

啓
けい

治
じ

　〃 中津市消防団 副団長 竹
たけ

本
もと

富
とみ

喜
き

　〃 中津市消防団 副団長 西
にし

　野
の

　　　東
あずま

　〃 佐伯市佐伯消防団 副団長 矢
や

野
の

俊
しゅん

治
じ

　〃 国東市消防団 副団長 矢
や

野
の

誠
せい

治
じ

　〃 佐伯市宇目消防団 副団長 渡
わた

邉
なべ

用
よう

馬
ま

　〃 大分市消防団 分団長 安
あん

東
どう

一
かず

人
と

　〃 宇佐市消防団 分団長 池
いけ

上
がみ

伸
しん

二
じ

　〃 豊後高田市消防団 分団長 岡
おか

村
むら

哲
てつ

生
お

　〃 日田市消防団 分団長 江
こう

田
だ

賴
より

光
みつ

　〃 宇佐市消防団 分団長 公
こう

𠩤𠩤
ばる

義
よし

光
みつ

　〃 宇佐市消防団 分団長 齋
さい

藤
とう

文
ふみ

博
ひろ
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

熊本県 美里町消防団 副団長 結
ゆう

城
き

洋
よう

一
いち

　〃 御船町消防団 副団長 𠮷𠮷
よし

田
だ

髙
たか

之
ゆき

　〃 山鹿市消防団 分団長 阿
あ

蘇
そ

品
しな

和
かず

彦
ひこ

　〃 熊本市消防団 分団長 岩
いわ

﨑
さき

浩
こう

一
いち

　〃 熊本市消防団 分団長 浦
うら

上
がみ

雄
ゆう

平
へい

　〃 熊本市消防団 分団長 大
おお

石
いし

光
みつ

晴
はる

　〃 山鹿市消防団 分団長 大
おお

渕
ぶち

誠
せい

也
や

　〃 八代市消防団 分団長 尾
お

下
した

慎
しん

一
いち

　〃 天草市消防団 分団長 川
かわ

﨑
さき

康
やす

憲
のり

　〃 高森町消防団 分団長 工
く

藤
どう

敏
とし

博
ひろ

　〃 天草市消防団 分団長 黒
くろ

川
かわ

寛
ひろ

幸
ゆき

　〃 熊本市消防団 分団長 古
こ

上
がみ

俊
とし

一
かず

　〃 山鹿市消防団 分団長 後
ご

藤
とう

啓
けい

介
すけ

　〃 熊本市消防団 分団長 佐
さ

土
ど

原
はら

　　　司
つかさ

　〃 八代市消防団 分団長 谷
たに

口
ぐち

稔
とし

彦
ひこ

　〃 相良村消防団 分団長 冨
とみ

永
なが

健
けん

一
いち

　〃 八代市消防団 分団長 那
な

　須
す

　　　嘉
よしみ

　〃 熊本市消防団 分団長 西
にし

岡
おか

保
やす

次
じ

　〃 八代市消防団 分団長 畑
はた

中
なか

宏
ひろ

文
ふみ

　〃 八代市消防団 分団長 堀
ほり

田
た

義
よし

正
まさ

　〃 熊本市消防団 分団長 本
ほん

田
だ

浩
ひろ

実
み

　〃 熊本市消防団 分団長 松
まつ

　尾
お

　　　正
ただし

　〃 天草市消防団 分団長 松
まつ

本
もと

兼
かね

徳
のり

　〃 八代市消防団 分団長 水
みず

　本
もと

　　　貴
たかし

　〃 天草市消防団 分団長 宮
みや

口
ぐち

一
かず

徳
のり

　〃 山鹿市消防団 分団長 宮
みや

﨑
ざき

公
きみ

保
やす
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都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

宮崎県 都城市消防団 副団長 山
やま

元
もと

寿
じゅ

一
いち

　〃 三股町消防団 副団長 𠮷𠮷
よし

行
ゆき

敬
けい

一
いち

郎
ろう

　〃 宮崎市消防団 分団長 飯
いい

塚
づか

貞
さだ

夫
お

　〃 日之影町消防団 分団長 飯
いい

干
ぼし

真
しん

次
じ

　〃 高千穂町消防団 分団長 岩
いわ

尾
お

秀
ひで

紀
き

　〃 日之影町消防団 分団長 榎
えの

木
き

常
つね

市
いち

　〃 日南市消防団 分団長 大
おお

田
た

原
ばら

幸
さち

男
お

　〃 えびの市消防団 分団長 川
かわ

野
の

俊
しゅん

二
じ

　〃 小林市消防団 分団長 川
かわ

野
の

治
はる

雄
お

　〃 五ヶ瀬町消防団 分団長 興
こう

梠
ろぎ

浩
ひろ

幸
ゆき

　〃 日南市消防団 分団長 谷
たに

口
ぐち

慎
しん

二
じ

　〃 西都市消防団 分団長 寺
てら

原
はら

弘
ひろ

敏
とし

　〃 都城市消防団 分団長 床
とこ

次
なみ

勝
かつ

行
ゆき

　〃 美郷町消防団 分団長 早
はや

川
かわ

節
せつ

夫
お

　〃 宮崎市消防団 分団長 松
まつ

元
もと

克
かつ

彦
ひこ

　〃 延岡市消防団 分団長 和
わ

　木
き

　　　務
つとむ

　〃 延岡市消防団 副分団長 工
く

藤
どう

祐
まさ

弘
ひろ

　〃 小林市消防団 副分団長 森
もり

田
た

文
ふみ

雄
お

　〃 串間市消防団 副分団長 山
やま

口
ぐち

哲
てつ

次
じ

　〃 串間市消防団 副分団長 山
やま

下
した

和
かず

彦
ひこ

　〃 高鍋町消防団 部長 宇
う

治
じ

橋
ばし

　　　聖
ひじり

　〃 西米良村消防団 団員 小
お

河
がわ

忠
ただ

勝
かつ

鹿児島県 垂水市消防団 団長 川
かわ

畑
ばた

安
やす

正
まさ

　〃 曽於市消防団 団長 戸
と

島
じま

啓
ひろ

文
ふみ

　〃 姶良市消防団 副団長 宇
う

都
と

和
かず

義
よし

　〃 南九州市消防団 副団長 志
し

々
し

目
め

正
しょう

一
いち

─ 120 ─

都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

大分県 日田市消防団 分団長 佐
さ

藤
とう

德
とく

市
いち

　〃 日田市消防団 分団長 髙
たか

瀬
せ

重
しげ

光
みつ

　〃 日田市消防団 分団長 立
たち

花
ばな

好
よし

治
はる

　〃 佐伯市蒲江消防団 分団長 束
つか

木
き

原
はら

亀
かめ

治
はる

　〃 別府市消防団 分団長 中
なか

嶋
しま

伸
しん

一
いち

郎
ろう

　〃 豊後高田市消防団 分団長 馬
ば

場
ば

英
ひで

明
あき

　〃 中津市消防団 分団長 久
ひさ

恒
つね

正
まさ

伸
のぶ

　〃 大分市消防団 分団長 姫
ひめ

野
の

國
くに

治
はる

　〃 臼杵市連合消防団　臼杵消防団 副分団長 河
かわ

野
の

澄
すみ

夫
お

　〃 別府市消防団 副分団長 佐
さ

藤
とう

進
しん

蔵
ぞう

　〃 豊後高田市消防団 副分団長 下
しも

　山
やま

　　　進
すすむ

　〃 佐伯市鶴見消防団 班長 阿
あ

部
べ

俊
しゅん

二
じ

　〃 中津市消防団 班長 林
はやし

　　　信
のぶ

　好
よし

　〃 豊後大野市消防団 団員 小
お

野
の

和
かず

夫
お

　〃 臼杵市連合消防団　野津消防団 団員 甲
か

斐
い

孝
たか

政
まさ

　〃 臼杵市連合消防団　野津消防団 団員 河
かわ

野
の

法
のり

生
お

　〃 津久見市消防団 団員 小
こ

町
まち

富
とみ

夫
お

　〃 豊後大野市消防団 団員 髙
たか

　瀬
せ

　　　亨
とおる

　〃 中津市消防団 団員 楢
なら

原
はら

信
のぶ

明
あき

　〃 津久見市消防団 団員 幸
ゆき

　　　和
かず

　博
ひろ

宮崎県 五ヶ瀬町消防団 副団長 甲
か

斐
い

伸
しん

一
いち

　〃 日向市消防団 副団長 河
かわ

埜
の

幸
ゆき

久
ひさ

　〃 椎葉村消防団 副団長 椎
しい

葉
ば

秀
ひで

明
あき

　〃 綾町消防団 副団長 瀬
せ

口
ぐち

通
みち

明
あき

　〃 日向市消防団 副団長 帆
ほ

足
あし

武
たけ

男
お

　〃 都城市消防団 副団長 松
まつ

﨑
ざき

義
よし

明
あき

─ 123 ─

都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

鹿児島県 垂水市消防団 副分団長 吉
よし

﨑
さき

元
もと

保
やす

　〃 南大隅町消防団 部長 坂
さか

口
ぐち

節
せつ

男
お

　〃 いちき串木野市消防団 部長 内
たく

匠
み

康
やす

義
よし

　〃 屋久島町消防団 班長 寺
てら

田
だ

九
く

州
す

男
お

　〃 霧島市消防団 班長 泊
とまりがやま

ヶ山 重
しげ

美
み

　〃 垂水市消防団 班長 濵
はま

屋
や しげ

壽
とし

　〃 出水市消防団 団員 田
た

代
しろ

良
よし

幸
ゆき

　〃 屋久島町消防団 団員 松
まつ

田
だ

公
きみ

男
お

　〃 鹿児島市消防団 団員 脇
わき

田
だ

健
けん

一
いち

─ 122 ─

都道府県名 所　属 階　級 氏　　　名

鹿児島県 霧島市消防団 副団長 下
しもつまがり

津曲　　　勝
まさる

　〃 志布志市消防団 副団長 末
すえ

村
むら

光
みつ

博
ひろ

　〃 指宿市消防団 副団長 田
た

代
しろ

吉
よし

男
お

　〃 さつま町消防団 副団長 長
ちょう

福
ふく

次
つぎ

美
よし

　〃 伊佐市消防団 副団長 福
ふく

崎
ざき

和
かず

美
み

　〃 鹿屋市消防団 副団長 福
ふく

満
みつ

義
よし

洋
ひろ

　〃 日置市消防団 副団長 二
ふたつ

石
いし

純
じゅん

一
いち

　〃 中種子町消防団 副団長 松
まつ

元
もと

清
きよ

人
と

　〃 さつま町消防団 副団長 丸
まる

尾
お

省
しょう

吾
ご

　〃 出水市消防団 分団長 井
いの

上
うえ

信
しん

一
いち

　〃 伊仙町消防団 分団長 内
うち

　山
やま

　　　学
まなぶ

　〃 肝付町消防団 分団長 假
かり

　屋
や

　　　進
すすむ

　〃 鹿児島市消防団 分団長 草
くさ

道
みち はつ

己
み

　〃 薩摩川内市消防団 分団長 苑
その

川
かわ

託
たく

美
み

　〃 霧島市消防団 分団長 田
た

中
なか

義
よし

一
かず

　〃 錦江町消防団 分団長 鳥
とり

渕
ぶち

千
ち

秋
あき

　〃 鹿児島市消防団 分団長 橋
はし

口
ぐち

幸
こう

一
いち

　〃 鹿児島市消防団 分団長
はなぶさ

　　　利
とし

　和
かず

　〃 大崎町消防団 分団長 福
ふく

永
なが

利
とし

雄
お

　〃 伊佐市消防団 分団長 渕
ふち

之
の

上
うえ

俊
とし

典
のり

　〃 東串良町消防団 分団長 村
むら

吉
よし

俊
とし

葊
ひろ

　〃 日置市消防団 分団長 諸
もろ

正
まさ

博
ひろ

幸
ゆき

　〃 鹿児島市消防団 分団長 山
やま

口
ぐち

純
すみ

英
ひで

　〃 鹿児島市消防団 分団長 渡
わた

邊
なべ

勝
かつ

美
み

　〃 いちき串木野市消防団 副分団長 栫
かこい

　　　赦
さ

知
ち

雄
お

　〃 鹿児島市消防団 副分団長 志
し

岐
き

隆
たか

文
ふみ
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特別表彰「まとい」を受章して

十和田市消防団　団長　中沢　豊美

「地域の安心・安全をめざして」「地域の安心・安全をめざして」「地域の安心・安全をめざして」

観閲式「玉落とし競技」 観閲式操法訓練

はじめに
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq

　平成26年 2 月28日、日本消防会館「ニッ
ショーホール」において開催されました、第
66回日本消防協会定例表彰式において、消防
団として最高の栄誉である特別表彰「まとい」
を拝受いたしました。
　全国で2,200以上ある消防団の中から、十和
田市消防団が受章できましたことは、我々消
防団はもとより、十和田市民にとりましても
この上ない栄誉であり喜びであります。
　これもひとえに、市民の皆様の消防団に対
するご理解とご協力の賜であると深く感謝申

し上げるとともに、永年にわたり地域の安心
安全にご尽力いただいた諸先輩方の偉大な功
績と、「自分たちの町は自分たちで守る」とい
う郷土愛護の精神・使命感を継承してきた団
員一人ひとりの努力、さらにはその活動を陰
で支えていただきましたご家族の皆様に、心
から厚くお礼申し上げます。

十和田市の紹介
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq

　十和田市は、面積約725㎢、人口約 6万 4千
人、青森県の東南部の内陸に位置し、西部は
奥羽山脈の一部となる大岳、高田大岳などの
八甲田連峰が広がり、西南端には青森県と秋
田県にまたがる神秘の湖「十和田湖」（二重式
カルデラ湖）、さらにこの湖を源泉とした千変
万化の美しい流れを織りなす「奥入瀬渓流」
があります。
　当市は、新しい時代を切り拓くことができ
る、活力と魅力に満ち溢れる感動と創造を共
有する「感動・創造都市」の実現を目指して
おり、整然と区画された街並みは、近代都市
計画のルーツと言われ豊かな自然と近代的な
都市機能の調和を一層際立たせるとともに、
「日本の道百選」に選ばれた官庁街通り（駒街
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住警器普及活動

小山田市長に「まとい」受章報告

道）は、日本有数の桜の名所として県内外か
ら多くの観光客で賑わう観光名所となってお
ります。
　また、近年は、十和田市現代美術館を含む
通り全体をひとつの美術館と見立て、多様な
アート作品を展開するなど、世界的にも稀な
取り組みにより注目を集めております。

十和田市消防団の沿革
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq

　十和田市消防団は、明治 5年の三本木村火
防組に始まり、消防組、警防団を経て、昭和
22年に消防団として組織されました。
　昭和48年12月にはラッパ隊を編成、その後
平成17年 1 月 1 日には、旧十和田市と旧十和
田湖町の1市1町の市町合併により、消防団組
織を見直し現体制となっております。
　現在は12分団、794名（うち女性消防団員18
名）、消防ポンプ自動車33台、小型動力ポンプ
積載車18台を配備している状況となっており
ます。

十和田市消防団の主な活動
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq

　十和田市消防団は、災害活動はもとより、
年間を通した定期的な訓練に加え、他の防災
機関との連携訓練にも積極的に取り組んでお
ります。特に消防操法においては、平成18年、
平成22年、平成24年と全国大会に出場する成
果を挙げたことで、若い消防団員の士気高揚、
そして消防団全体の団結に繋がっているもの
と思っております。
　年間の主な活動としては、 4月と 9月に火

災予防運動に伴った消防署所との合同訓練、
5月は大地震及び豪雨による土砂災害を想定
した十和田市総合防災訓練、 6月は新入団員
を対象とした教育訓練、10月は関係機関と連
携した山岳遭難救助訓練、11月は消防団員特
別教育、12月は災害現場に潜む危険をテーマ
にした安全管理研修会など、市民の負託に応
えることができるよう日頃から活発に活動し
ています。
　また、 1月には、高齢者世帯を対象とした
住宅用火災警報器の配布及び設置事業へ女性
消防団員が協力するなど、地域に密着した活
動も実施しております。

おわりに
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq

　東日本大震災や近年全国各地で発生してい
る自然災害など、私たちを取り巻く自然環境
は刻々と変化しつつあります。今後も大地震・
台風・局地的豪雨など、予測を超える災害の
発生が予想される中、地域住民が私たちに寄
せる期待は大きくなっているものと感じてお
ります。
　あらゆる災害に対応できるよう日々訓練を
重ね、住民の生命、身体、財産を守るという
崇高な使命達成のために、団員一丸となり精
進してまいります。
　最後になりますが、栄誉ある受章にあたり
格別のご高配を賜りました消防関係機関の皆
様に深く感謝申し上げますとともに、皆様の
ますますのご発展、ご健勝をご祈念申し上げ、
受章のお礼とさせていただきます。誠にあり
がとうございました。
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富  山  県

立山町消防団　団長 　高平　公嗣

「地域防災の中心としての
消防団〜おらっちゃが、

やらんにゃ　誰がやるがよ〜」

出初め式裸放水

1 　立山町の紹介
　立山町は、富山県南東部に位置し、町名
の由来となった日本三霊山のひとつ霊峰立
山を東に仰ぎ、富山湾まで一気に流れ下る、
常願寺川の右岸沿いに広がる平野部と急峻
な山岳地帯からなる人口 2 万 7 千人余の緑
豊かな町です。
　立山連峰を貫く立山黒部アルペンルート
の玄関口として、長野県大町市まで続く沿
線の景観は日本有数の大自然を残し、ラム
サール条約で認定された弥陀ヶ原の湿地帯
や日本で唯一存在が確認された氷河など、
自然の宝庫といわれています。
　また、麓の芦峅寺地区は平安時代より山
岳信仰の地として立山曼荼羅を今に伝え、
日本ユネスコ協会連盟のプロジェクト未来

遺産に登録された女人救済の布橋灌頂会な
どの催しも開かれています。

2 　立山町消防団の概要
　昭和29年、 1 町 5 村の合併により、立山
町消防団が 9 分団として発足し、新川村を
編入合併して10分団となり、途中、 1 団 4
分団に改編されましたが、昭和56年に再び
10分団に改編され、団員定数は、平成 7 年
の条例改正により325名となり、現在に至
ります。
　10分団すべてにCD－Ⅰ型消防ポンプ自
動車を配備し、さらに山間部などには小型
ポンプ積載車を配備して、消火活動や火災
予防などにあたっています。
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訓練礼式研修

夜間業務訓練

3 �　立山町消防団の
活動

　立山町消防団の活動
は、 1 月の消防出初め
式の裸放水や市中パ
レード、一斉放水に始
まり、国重要文化財の
雄山神社前立社壇の防
火訓練、 3 月、春の火
災予防運動中の防火パ
レードと自主防災組織
と合同の夜間訓練の実
施、 5 月の消防団員訓
練礼式研修会、 6 月の町消防団消防操法大
会、10月の近隣町村合同消防訓練、11月、
秋の火災予防運動中の防火パレードと住宅
防火訪問など、年間を通して、防火・防災
広報や消防訓練を実施し、精力的に活動し
ています。
　災害現場での活動として、火災における
消火活動、台風や集中豪雨における風水害
への対応に即時対応できるよう日頃から機
器の点検整備や取扱訓練を行ない出動に備
えています。
　管内は富山県内でも
有数の豪雪地帯であ
り、雪害による出動も
多く、昭和38年には雪
害出動した団員の殉職
事案が発生しており、
その痛ましい教訓を忘
れず、団員の安全教育
にも力を入れていま
す。

4 　おわりに
　立山町消防団は、高齢化社会や限界集落
などの社会状況や異常気象などの自然状況
の変化に対応し、団員一丸となって地域住
民の信頼と期待に応えるべく、地域防災の
中心としての役割を自覚し、組織の充実強
化を図り、防災力の向上を目指し、「おらっ
ちゃが、やらんにゃ　誰がやるがよ」を合
い言葉に、自分たちの町は自分で守ること
を決意し、これからも安全安心のまちづく
りに貢献して参ります。
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大  阪  府

吹田市消防団　団長 　海原　明

「安心安全の都
ま ち

市　吹
すい

田
た

」
を目指して

消防出初式での一斉放水消防出初式　分列行進

1 　吹田市の紹介
　吹田市は、昭和15年 4 月 1 日に三島郡吹
田町、千里村、岸部村、豊能郡豊津村の 4
町村が合併し誕生しました。その後、三島
郡新田村の下新田地区と三島郡山田村を合
併し現在の市域が確定され、大阪府の北部
に位置し、南は大阪市、西は豊中市、北は
箕面市、東は茨木市及び摂津市に接してお
り、東西6.3㎞、南北9.6㎞、面積36.11㎢を
占めています。
　地勢としては、北部は北摂山系を背景と
して標高20mから116mのなだらかな千里
丘陵、南部は安威川、神崎川や淀川のつく
る標高10mほどの低地から形成されていま
す。
　昭和40年には、万国博の開催地として決
定し、地下鉄の延長が具体化。昭和45年に
は中国自動車道や名神高速道路吹田イン

ターが完成し交通体系が整備され、同年 3
月に開催された万国博では、6421万人の入
場者を記録し吹田市の存在を大きくアピー
ルすることができました。
　また、本市では「吹田くわい」が特産で
江戸時代から明治維新まで200年近くの間、
京都御所へ献上されていました。献上行列
には大名も道を譲ったと言われるほど権威
があり、食通で有名な江戸の狂歌師・蜀山
人（大田南畝）は「思いでる　鱧

はも

の骨きり
　すり流し　すいたくわいに 天王寺蕪」
と詠んで懐かしんでいます。

2 　吹田市消防団の概要
　本市消防団は、昭和22年11月警防団を改
称し、消防団を結団しました。
　平成26年 3 月 1 日現在では、団本部・ 9
分団・ 2 班で構成され、ポンプ車10台（予

09-11-東西南北.indd   38 2014/04/16   14:04



39

水防工法訓練

三島地区支部総合訓練での小隊訓練

備車 1 台含む）、小型動力ポンプ積載車 2
台、可搬式小型動力ポンプ10台を配備し、
各車両には消防本部・常備車両と交信する
ことのできる車載無線機及び携帯無線機・
チェーンソーなどを装備し、大規模災害に
対応できる組織を目指し日々訓練に励んで
います。

3 　吹田市消防団の活動
　平成25年中の本市における火災件数は64
件で、延べ175分団1,417団員が火災出動し
ました。
　本市消防団では、新春の消防出初式に始
まり、消防団訓練計画を策定し各分団・各
班単位での基本訓練はもとより、毎月管轄
消防署との合同訓練や各小隊での連携訓練
をはじめ、機械器具取扱訓練・放水訓練を
実施するとともに、地元自主消火組織とも
連携を図りながら大規模災害に備えています。
　昨年夏季には、 4 ヶ月間に亘り小隊訓練
を実施。 8 月に開催された（公財）大阪府
消防協会三島地区支部総合訓練では、一糸
乱れぬ規律ある行動を披露することが出来
ました。本年にあって、支部代表としてポ
ンプ車操法に出場することになっており、
代表選手が全国大会に向け訓練に励んでい
ます。
　また、機関員は元より全団員が交通事故
防止のため、管轄警察署から講師をお招き
し安全運転講習を受講したり、救急車到着
までの間救命処置が実施できるよう普通救
命講習を受講しています。
　その他、春・秋季火災予防週間中や年末
消防警備時には夜間巡回広報を実施し、放
火や火の不始末を未然に防げるよう火災予
防活動に従事しています。

4 　おわりに
　東日本大震災以降、市民の防災への関心
は高まり、我々消防団員の活動に期待が寄
せられています。いつ起きるかわからない
大規模災害に備え、全消防団員が地域防災
の中核として活動し、防災に関する組織の
教育訓練において指導的な役割を担ってお
り、平成20年（2008年） 3 月14日には「安
心安全の都

ま

市
ち

づくり」が都市宣言され、市
民の皆さんが安心して暮らせる住みよい都

ま

市
ち

「吹田」の実現を目指して活動していま
す。
　最後に、東日本大震災より 3 年が経ちま
した。現在も多くの方が、仮設住宅等での
避難生活を送られているとお聞きします。
皆様方の一時も早い生活再建を、心よりお
祈り申上げます。
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新  潟  県

十日町市消防団　団長 　富井　利明

「自分たちの地域は、
自分たちで守る。」

豪雨災害の様子

1 　十日町市の紹介
　十日町市は、新潟県の南
西部に位置し、日本一の大
河信濃川が中央部を流れ、
東側に苗場山を中心とする
山岳地帯が連なる、中山間
地域と河岸段丘が特徴の面
積589.92㎢、人口約59,000人
の地域です。国立公園の指
定を受ける清津峡や棚田な
ど自然豊かな景勝地や日本
三大薬湯の松之山温泉をは
じめとして温泉も豊富な地
域です。
　昔からきものの生産地として栄え、雪と
きものの祭典「十日町雪まつり」が開催さ
れることでも知られています。コシヒカリ
の良質米の生産地として、農業も盛んです。
　また、自然の中に現代アートが点在する

「大地の芸術祭の里」でもあり、 3 年に 1
度開催される「アートトリエンナーレ」に
は、多くの観光客で賑わいます。
　冬期間は、積雪が 2 mを超える国内でも
有数の豪雪地でもありますが、国宝の火炎
型土器が出土していることからもわかるよ
うに、先人たちが縄文時代から住み続けて
いる歴史もあります。

2 　消防団の組織
　十日町市消防団は、平成17年に市町村合
併により 1 市 3 町 1 村の各消防団が合併し
て設立され、旧消防団区域を 5 つの方面隊
として組織しました。
　団本部は、消防団長 1 名、副団長 5 名、
方面隊長 5 名と女性消防団員28名で組織さ
れ、十日町市消防団の団員数は、5 方面隊、
34分団、87部、172班、総勢1981人となっ
ております。
　全国的に消防団員が減少している昨今、
当市消防団においても例外ではなく、過疎
化、少子高齢化の影響を受けて、消防団員
の確保が課題となっております。
　そうしたことから、消防団の充実強化に
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消防演習での放水訓練

新潟県総合防災訓練

向けた対策を検討するため、平成26年度に
第 3 次消防団再編整備計画を策定するよう
進めております。

3 　消防団の活動
　十日町市消防団では、防火広報や訓練を
通年の事業として実施しております。春・
秋の火災予防運動では、消防車両を連ねて
の防火広報パレードや、女性消防団員によ
り大型店舗等の店頭で防火広報活動を行っ
ています。春季・秋季消防演習では、各方
面隊毎に計画した内容で、地域に密着した
消防演習を実施しております。出初式は、
5 方面隊の部長以上が参加し、実施してお
ります。
　当地域では、平成16年に中越地震、平成
19年には中越沖地震、平成23年には長野県
北部地震、同年に新潟福島豪雨災害が発生
し、 7 年の間に 3 回の震災と水害を経験し
ました。震災は、死者、負傷者、家屋・河
川・道路等に甚大な被害をもたらしました。
また、水害では中小河川が氾濫し、橋脚が
流される事態となり、人身や家屋に大きな
被害をもたらしました。
　このような大きな災害において消防団員

は、発生直後から地域住民の避難誘導や火
災発生の防御を行い、土嚢積みや地域内の
巡回、危険個所の警戒など、その活動は多
岐にわたり、「自分たちの地域は、自分た
ちで守る。」という消防団の精神そのまま
の活動に、市民から感謝と信頼を得ること
となりました。
　さらに、新潟福島豪雨の際の消防団の功
績に対し、平成24年には内閣総理大臣表彰
を受彰しました。

4 　おわりに
　当地域は、これまで幾度も大きな災害に
見舞われておりますが、その度に消防団員
の団結と献身的な消防団活動により、被害
の拡大を防いできました。
　これからも、「自分たちの地域は、自分
たちで守る。」を胸に、行政や地域防災組
織と連携したなかで、多くの人たちの不安
を取り除き、安心・安全な住み良い地域と
なるよう、日々の防災教育や訓練等に取り
組んでまいります。
　最後になりましたが、震災時の折には全
国の消防団の皆様から、多くの御支援や励
ましを賜りましたことに感謝申し上げま
す。
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静岡市消防団　清水地区本部女性部　班長

植村　菜実子

シンフォニー（静岡県）
「女性団員として

こどもへ伝える言葉」

清水地区本部女性部の活動

　私たちの住む静岡県静岡
市は温暖な気候でとても住
みやすく、海あり山あり川
ありの豊かな自然に囲まれ
た地域です。海の幸、山の幸、
川の幸等たくさんの名物が
あり、清水港で水揚げされ
るマグロ、駿河湾で獲れる
シラスやサクラエビは特に
有名です。
　また、お茶の生産も有名
で、焼酎に緑茶を入れた静
岡割りというものがあり、
おでん街で牛すじのダシのきいた静岡おで
んと静岡割りをセットで注文するのが静岡
市民のありふれた飲食スタイルとなってい
ます。
　2013年 6 月には世界文化遺産「富士山」
の構成資産に三保の松原が登録されまし
た。万葉の昔から白砂青松と霊峰富士の眺
望の素晴らしさで全国的に知られていて、
あらためて富士山と一体となれる場所だと
思いました。
　静岡市消防団は、広大な面積の静岡市全
域をカバーできるように、静岡地区本部、
清水地区本部、蒲原地区本部の 3地区で構
成されています。

　それぞれの地区に女性部があり、現在は
静岡地区本部17名、清水地区本部12名、蒲
原地区本部 5名が在籍しています。主な活
動としては、応急手当普及員の資格取得に
より、他の団員への普通救命講習の指導、
火災予防広報活動、消防団行事の支援を
行っています。
　また、分団に所属している女性団員が10
名いて、訓練や分団行事に参加しています。
　私は静岡市消防団に入団して 9年になり
ます。今年度は在籍した中でも一番と言っ
てよいほど活動したと自負しています。応
急手当指導員の資格を取得し、年間を通し
て普通救命講習を16回実施しました。大地
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蒲原地区本部女性部の活動

静岡地区本部女性部の活動

震に備えて毎年実施される地震対策研修会
では、男性団員に対してAEDの取り扱い
法、三角巾法、搬送法等を指導しました。
地元の祭典では、近隣の保育園児と一緒に
手作りのまといを振ったり、防火標語を言
いながら歩き、沿道のみなさんに「火の用
心」を呼びかけました。
　こうした活動を通して、「女性団員とし
てできることがたくさんある」ということ
を身を持って体験できましたし、「もっと
女性団員を増やしていきたい」という気持
ちがどんどん強くなっていきました。積極
的な広報をしていき、「消防団はどんな活
動をしているのか」、「女性にもできること
がたくさんある」ということを知ってもら
いたいと思うようになりました。特にこど
もの防火意識向上に力を入れた女性団員の
活動の場をさらに広げたいと思い、地元の
Jリーグのチーム「清水エスパルス」のサ
ポーターを対象として、試合開催時にちら
し等の配布を実施する企画に携わりまし
た。郷土愛の強い清水エスパルスサポー
ターに、消防団活動を紹介し、消防団への
入団促進を図るという機会です。私たち女
性団員は、こどもを主なターゲットとして、
消防団活動を紹介しました。
　私が消防団活動を紹介するときには、必
ず伝えたい言葉があります。それは、自分
がこどものときに消防団員から聞いた言葉
で、私が消防団員になったきっかけのひと
つにもなった言葉です。私がこどもの頃、
地域の防災教室で消防団員から言われたの
が、「火災予防の目的は自分で考え、自ら
の命は自分で守る」という言葉でした。こ
どもには多少難しい言葉ではあるかもしれ
ませんが、言葉だけでなく絵等のツールを

使いわかりやすく教えていただきました。
　その経験を活かして、積極的にこどもに
呼びかけ、「火災予防の目的は自分で考え、
自らの命は自分で守る」という言葉を掛け
ました。難しくならないようにマスコット
消防車やティッシュに描かれた絵等を使っ
て火災予防を広報し、併せて消防団活動も
紹介しました。こどもの可能性は無限で、
いろいろな選択肢がある時代ですが、ひと
りでも多くのこどもたちが消防団へ入団し
てくれることを願っています。
　今後も、こどもたちが地域のために貢献
していけるように、女性消防団員としての
視点を持った活動をしていきたいと思って
います。
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　松代方面隊の佐藤広樹さんは、消防団入団

20年目でラッパ隊員でもあります。

　彼の職業は、地元のコミュニティFM局「エ

フエムとおかまち」で、地域に密着したニュー

スやイベントの紹介など、十日町市の情報を

日々発信しているパーソナリティです。

　消防団での活動にも、そのスキルを生かし

て、新潟県消防大会の意見発表者として、堂々

とした意見発表を行いました。さらに、ポン

プ操法競技県大会では、地元出場チームの応援団長を務めてくれています。

　そんな明るい気さくな性格で、十日町市消防団の広告塔として、益々の活躍が期待され

ています。

十日町市消防団　団員

佐藤　広樹

新

潟

県

大

阪

府

　「毛布のまち」で知られる大阪府泉大津市か
ら、女性分団の山本眞奈美副分団長をご紹介
いたします。
　山本副分団長は、市内で居酒屋を経営して
おり、多くのお客さんで賑わっています。家
族は、夫が第 1分団　山本孝部長、娘が女性
分団　山本亜希奈団員の消防団員家族で、消
防団120年・自治体消防65周年記念大会におい
て、消防

団員家族表彰を受章しました。
　また、平成25年10月17日（木）神奈川県横浜市で開
催された第21回全国女性消防操法大会に、本市女性分
団は大阪府代表で出場しました。山本分団長は指揮者、
娘の山本団員は 2番員、そして夫の山本部長は二人の
支えとして、約 9カ月間、102回の訓練を乗り越え本
番に挑みました。この経験を今後の消防団活動に活か
してください。

泉大津市消防団　副分団長

山本　眞奈美

写真左から山本孝部長・山本亜希奈団員・山本眞奈
美副分団長

左から 2番目　山本眞奈美副分団長（指揮者）
左から 4番目　山本亜希奈団員（ 2番員）
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富

山

県

　高畑さんは、地元の農協を定年退職した後、町役場に嘱託
職員として勤める傍ら、副団長として団長を補佐し、団員を
鼓舞して活躍されています。
　有害鳥獣駆除隊のリーダーとして畑を荒らす猪や人家近く
に出没する熊等の駆除に出動しています。また、猟友会の会
員として猟で獲った鳥獣を自ら捌き、料理の腕前も素晴らし
く、その料理を楽しみにしている人も少なくありません。
　高畑さんは、命の儚さ、生きることの厳しさを知る故に、
住民の生命を守る消防団として、時には厳しく、時には人情
味溢れる優しさで活動されています。
　また、民謡などの歌い手としても素晴らしく、昼は銃声を
響かせ、夜はマイクで美声を響かせています。

立山町消防団　副団長

高畑　稔

静

岡

県

　消防団活動の際は、66名の団員をまとめ、有事の際は団員

に的確に指示を与え、先頭に立ち分団を引っ張っています。

　本業は、動物園の飼育員として働いてゾウの担当をしてい

ます。地域住民の大切な財産である動物園の動物を普段守っ

ています。これからも消防団員としても地域住民の財産を微

力ではありますが守っていきたいと思っています。

静岡市消防団　静岡第27分団長

児玉　賢之

奈

良

県

　竹川健一分団長は消防団歴39年の大ベテラン。しかも長
男裕一さん、次男大輔さん、長女みゆきさん、さらに長男
のお嫁さんの多美子さんの家族 5人が消防団員。火災や風
水害の出動だけではなく、地元小学生の通学見守り、通学
路の草引きや清掃作業、地域の防犯活動にも熱心に取組ん
でおられます。奥さんの幸子さんは家族の安否を気遣いつ
つも、地域のために頑張る家族を支えてくださっています。

孫の優希君や春菜ちゃんも将来は立派な消防団員！かな？

御所市消防団　第 5分団　分団長

竹川　健一

　近藤部員は普段は真面目で無口な農協職員ですが、いざ
消防となると水を得た魚のようにいきいきしています。そ
んな彼ですが写真左の分団長が10年のブランクを経て塩山
分団に戻り、真新しい出動服に身を包み河川清掃の激励に
訪れた際、分団長に向けて吐水口を開いてしまい、手荒い

歓迎をした伝説の部員です。今ではその二人も仲良く釣りに出掛けられる関係になりまし
た。彼もこれから年下の部員の面倒をよく見て、いずれは水を掛けられる立派な消防役員
に育って貰いたいと思います、今後の彼の活躍に乞うご期待！

甲州市消防団塩山分団第一部　部員

近藤　孝丞

山

梨

県

団員

竹川　裕一

団員

竹川　大輔
第11分団　団員

竹川　みゆき

団員

竹川　多美子
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広場

山梨県消
防
団
の
山梨市消防団
団長

山中　親次

「地域の安心安全と楽しい消防団へ」

　山梨市は山梨県の北東部に位置していま
す。北には日本百名山甲武信ヶ岳があり、
それを源流とした笛吹川が流れ、西には新
日本三大夜景に選ばれた笛吹川フルーツ公
園があり、その眼下には日本有数の果樹地
帯が広がる自然豊かな所です。
　さて、山梨市消防団は平成17年 3 月の市
町村合併に伴い、旧山梨市、旧牧丘町、旧
三富村の消防団が統合し、山梨市消防団と
して誕生しました。
　山梨市消防団は、本団以下 9 分団55部、
団員数1,039名をもって構成され、市民の
安心安全のため活動しています。
　主な活動としては、出初式、操法訓練大
会、山林火災を想定した中継送水訓練など、
地元の消防署と連携し、ご指導を仰ぎなが
ら定期的に開催しています。
　私たち山梨市消防団も各地方の消防団と
同じく、団員確保が大きな課題となってい
ます。団員の年齢も高齢化し、独身の団員
も多いため、平成24年度から団員と女性と
の出会いのきっかけづくりのイベントとし
て「山梨市消防団LOVELY MEETING」
を実施しています。今年度も 2 月11日に開
催し、女性33名と団員39名が参加し12組の

カップルが誕生しました。
　また、昨年 9 月からは消防団員サポート
事業を開始し、市内の飲食店や小売店、事
業所などに協力をしていただき、団員証や
ファミリーカードを提示することで特典を
受けられるなど、消防団の活性化、団員確
保に向けた取り組みを行っています。
　山梨市消防団では、今後も「地域の安心
安全は自分たちで守る」と「楽しい消防団」
を基本理念に掲げ、地域住民の負託に応え
られる消防団として一致団結し、消防団活
動に取り組んで行きたいと思います。
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表紙写真説明
世界に誇る景観、海越しの立山連峰

　富山湾上に浮かぶようにそびえる雄大な立山連峰の景観は、氷見市のシンボル。
　このような海越しに3,000ｍ級の山々を眺めることができる場所は、世界でも能登半島国
定公園の雨晴海岸（高岡市）から氷見海岸一帯にかけてしか確認されていません。
　この景観は、晴れていればいつでも見えるものではなく、年間50～60日しか見えないと
言われています。その中でも最も美しく見ることができる時期は12月から 2 月頃のよく冷
え込んだ晴れた日です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（富山県）

平成26年度　全国統一防火標語
「もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ」

編　集　後　記
　本号から「日本消防」の編集担当が、M.KさんからT.S（山形県より派遣）に変わりました。どう
ぞよろしくお願い致します。
　昨年私の担当は、消防団120年・自治体消防65周年記念大会でした。あまりにも大規模な大会
で、終了後は燃え尽きた感がありましたが、気を取り直して編集業務に精一杯、勤しみたいと存じ
ます。
　昨年の 4月、東京に着任した際、桜は平年より 9日も早い開花だったため既に葉桜の状態でした
が、今年は大都市の至る所に咲き誇る桜を、堪能することができました。
　桜は日本の象徴ともいうべき花であり、全国各地でその潔い美しさを披露し、そして愛されてお
ります。桜の花ビラをかたどった徽章を有する消防団も、桜と同様に全国各地で献身的な活動を行
い愛されていると思います。その消防団が、ますます愛されるよう活気あふれる活動をご紹介して
いきたいと思いますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　（T.S）

5 月 9 日（金）（午後） 監事監査（消防育英会）
5月15日（木）（午後） 福祉共済事業等運営委員会
5月16日（金）（午後） 監事監査（日本消防協会・全日本消防人共済会）
5月19日（月）（午前） 消防育英会理事会
5月23日（金）（午前） 日本消防協会役員会議（正副会長会議、理事会）

5月の日本消防協会関係行事

日本消防 CONTENTS 2014
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編集後記

公財

口　絵　平成25年度消防功労者表彰式　H26.3.5（水）　於　ニッショーホール

　　　　平成25年度全国消防団大会（意見発表会表彰式）　H26.2.17（月）於　ニッショーホール

　　　　ラジオ番組「おはよう！ニッポン全国消防団」好評放送中！　（公財）日本消防協会

巻頭言「地域防災力の充実強化に向けて」 ……………… （公財）奈良県消防協会　会長　西口　茂敏…… 1

日消の動き「公益財団法人」日本消防協会 ………………… （公財）日本消防協会　会長　秋本　敏文…… 3

平成26年度（公財）日本消防協会事業計画について …………………………………… （公財）日本消防協会…… 4

消防団の現況（平成25年10月1日現在）…………………………………………… （公財）日本消防協会…… 8

ラジオ番組「おはよう！ニッポン全国消防団」出演者紹介 ……………………… （公財）日本消防協会……10

被災地に消防車両を寄贈 ……………………………………………………………… （公財）日本消防協会……15

平成25年度消防功労者消防庁長官表彰 ………………………………………………… 総務省　消防庁……16

特別表彰「まとい」を受章して「地域の安全・安心をめざして」

……………………………………………………………………… 十和田市消防団　団長　中沢　豊美……34

東西南北（富山県）「地域防災の中心としての消防団～おらっちゃが、やらんにゃ誰がやるがよ～」

………………………………………………………………………… 立山町消防団　団長　高平　公嗣……36

東西南北（大阪府）「安心安全の都市　吹田」を目指して ………… 吹田市消防団　団長　海原　明……38

東西南北（新潟県）「自分たちの地域は、自分たちで守る。」 十日町市消防団　団長　富井　利明……40

シンフォニー（静岡県）「女性団員としてこどもへ伝える言葉」

…………………………………………… 静岡市消防団　清水地区本部女性部　班長　植村　菜実子……42

うちの名物団員 ………………………………………………………………………………………………………44

消防団の広場（山梨県）「地域の安心安全と楽しい消防団へ」 山梨市消防団　団長　山中　親次……46

寄稿のお願い
　皆さまの消防団活動への取り組み、ご意見な
どをもとに、より充実した有意義なものにして
いきたいと考えておりますので、多数のご寄稿
をお待ちしています。
　Ｅメールでも受付しています。

soumu@nissho.or.jp

購読募集
購読を希望される方は、（公財）日本消防協会へお問い合わせください。
※　年間購読料（送料込）　2,448円
（問合せ先）　　総務部企画担当　　03－3503－1481

まち すいた

……



お問い合せ先 （公財）日本消防協会 〒105-0001  東京都港区虎ノ門 2-9-16
TEL.(03)3503-1481（代表）
http://www.nissho.or.jp

各市町村の消防事務担当者または消防本部消防団事務担当者、都道府県消防協会 4
2014

平成26年4月10日発行　毎月1回10日発行　第67巻第4号

●平成26年度　日本消防協会事業計画の概要について
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生活協同組合　全日本消防人共済会

「火災共済金は1500倍補償」

加入口数5口500円から25口2，500円まで
掛金25口2，500円で最高375万円の共済金

B型火災共済

加入口数最高200口20，000円まで
最高限度額掛金200口20，000円で最高3，000万の共済金
※共済への加入にあたり、組合員となっていただくための出資金が別途必要となります。

共済金のお支払い対象　B型・C型共通
火  災  共  済　金 ： 火災、落雷、爆発・破裂
風水雪害等共済金 ： 風災、水災、雪災、車両飛び込み、航空機墜落

C型火災共済

東京都港区虎ノ門 2－9－16
日本消防会館 6階
TEL　03-3503-1439
FAX 03-3503-1480
E-Mail:kyousaikai@nissho.or.jp
URL:http://www.shouboujin.or.jp

所  在  地

連  絡  先


